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研究要旨 

感 染 症 発 生 動 向 調 査 の デ ータ に 対 し て 疫 学 ・ 統計 学 的 検 討 を 行 っ た結 果 、 本

年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 流 行 の 影 響 によ り 、 多 く の 対 象 疾患 で 警 報 ・

注 意 報 発 生 や 推 計 罹 患 者 数の 減 少 が 観 察 さ れ た。 RS ウ イル ス 感 染症 の 警 報 発 生

で は 報 告 数 の 大 幅 増 に と もな う 警 報 頻 度 の 増 加が 観 察 さ れ た 。 定 点配 置 の 検 討

で は 、 2017 年と 2020 年 の 医療 施 設 数 の 変 化 とし て は 、 2014 年 と 2017 年 の変

化 と 同 様 に 小 児 科 と 産 婦 人科 で 減 少 傾 向 で あ った 。 2017 年 と 2020 年 の施 設 あ

た り 外 来 患 者 延 べ 数 の 変 化と し て は 、 2014 年 と 2017 年 の 変 化 と 比べ て 、 小 児

科 で の 低 下 が 大 き く 、 COVID-19 に よる 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ た。 4 類 感 染 症

と 5 類 感 染 症 全 数 把 握 対 象疾 患 に つ い て 2017～ 2019 年 の 3 年 間 と比 較 す る

と 、 A 型 肝 炎 や デ ン グ 熱 で減 少 傾 向 、 日 本 紅 斑熱 を は じ め と する 6 疾 患 で 増 加

傾 向 が み ら れ た 。 5 類 感 染症 の 全 数 把 握 対 象 疾患 で は 多 く の 疾 患 が減 少 傾 向 で

あ る 一 方 、 バ ン コ マ イ シ ン耐 性 腸 球 菌 感 染 症 と梅 毒 で 増 加 傾 向 で あっ た 。  

 

A．研究目的 

 疫 学 的 ・ 統 計 学 的 な 視 点か ら 、 感 染

症 サ － ベ イ ラ ン ス を 評 価 し、 必 要 な 改

善 点 ・ 方 法 を 検 討 ・ 提 案 する こ と を 目

的 と し 、 グ ル ー プ 研 究 を 実施 し た 。 具

体 的 に 検 討 し た 課 題 は 、 以下 の 5 つ で

あ る 。  

 

1.  警 報 ・ 注 意 報 の 発 生  

2.  RS ウ イ ル ス 感 染症 の 警 報発 生 の た

め の 基 礎 的 検 討  

3.  罹 患 数 の 推 計  

4. 定 点 配 置 の 検 討  

5. イ ン フ ル エ ン ザ 病 原 体情 報 の  

検 体 数 の 解 析  

6. 全 数 把 握 対 象 疾 患 の 検討  

 

B．研究方法 

 感 染症 発 生 動 向 調 査 で 収集 さ れ て い

る デ ータ を 使 用 し た 。  

 

 (倫理面への配慮） 

本 研 究で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 する 問 題 は 生 じ な い 。「 人 を 対 象

と す る生 命 科 学 ・ 医 学 系 研究 に 関 す る

倫 理 指針 」 の 適 用 範 囲 で はな い が 、 資

料 の 利用 や 管 理 な ど 、 そ の倫 理 指 針 の

原 則 を遵 守 し た 。  

 

C．研究結果 

 個 々の 課 題 の 詳 細 に つ いて は 、 別 途

報 告 する 。 主 な 結 果 は 以 下の と お り で

あ る 。  
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1.警 報 ・ 注 意 報 の 発 生  

本 年 度 は 2021 年 デ ー タ を加 え て 警

報 ・ 注 意 報 の 発 生 状 況 を 観察 ・ 検 討 す

る と と も に 、 同 シ ス テ ム の警 報 ・ 注 意

報 の 基 準 値 変 更 の 必 要 性 につ い て 検 討

し た 。 2021 年 の警 報 発 生割 合 は 、 5％

以 上 の 疾 患 は な く 、 手 足 口病 が 3.9％

で あ っ た 。 イ ン フ ル エ ン ザお よ び 流 行

性 耳 下 腺 炎 は 0%で あ り 、咽 頭 結 膜 熱

0.6％ 、 A 群 溶 血性 レ ン サ球 菌 咽 頭 炎

0.7％ 、 感 染性 胃 腸 炎 0.5％、 水 痘 0.4

％ 、 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.5％と 低 か っ

た 。 こ の 発 生 状 況 は 、 新 型コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 （ COVID-19） 流行 下 に お け

る 各 感 染 症 の 流 行 状 況 を 反映 し た も の

と 考 え ら れ た 。 現 時 点 で 各対 象 疾 患 に

つ い て 警 報 ・ 注 意 報 の 基 準値 の 変 更 は

必 要 な い と 判 断 し た 。 今 後の 各 対 象 疾

患 の 流 行 状 況 を 注 視 し 、 基準 値 の 適 切

性 に つ い て 検 討 し て い く 必要 が あ る と

考 え ら れ た 。  

 

2.  RS ウ イ ル ス 感 染症 の 警 報発 生 の た

め の 基 礎 的 検 討  

警 報 ・ 注 意 報 の 検 討 の 一 部と し て

2018 年 度 以 降 、 RS ウ イ ルス 感 染 症 の

警 報 発 生 の た め の 検 討 を 進め て き た 。

2021 年 度 （ 昨 年度 ） ま でに 、 2015 年

～ 2020 年 （ 6 年 間 ） の RS ウ イ ルス 感

染 症 の 発 生 動 向 を ふ ま え 、警 報 レ ベ ル

の 規 定 と し て 、 開 始 基 準 値を 「 5」 、

終 息 基 準 値 を 「 2」 と す るこ と が 適 切

で あ る と 判 断 し 、 こ れ を 提案 し て き

た 。 本 年 度 は 2021 年 の デー タ を 追 加

し 、 2015 年 ～ 2021 年 デ ータ を も と に

警 報 基 準 値 に つ い て の 検 討を 継 続 し

た 。 こ れ ま で に 提 案 し た 開始 基 準 値

「 5」 、 終 息基 準 値 「 2」 の 適 切性 に つ

い て 検 討 し た 。  

2021 年 は 極 め て大 き い 流行 状 況 を 反

映 し て 、 開 始 基 準 値 「 5」 、 終 息基 準

値 「 2」 と した と き の 警 報発 生 割 合

12.5％ と 高 か っ た 。 こ れ は新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 流 行 下 の 特殊 な 状 況 と

考 え ら れ た 。 警 報 の 開 始 基準 値

「 ５ 」 、 終 息 基 準 値 「 2」 と し たと き

の 警 報 レ ベ ル の 頻 度 は 、 2015 年 3.7

％ 、 2016 年 3.0％ 、 2017 年 5.7％ 、

2018 年 3.4％ 、 2019 年 5.3％ 、 2020 年

0.4％ 、 2021 年 12.5％ で あっ た 。 2020

年 は 報告 数 の 大 幅 減 、 2021 年 は 報 告数

の 大 幅増 に と も な い 警 報 レベ ル の 頻 度

は 大 きく 増 減 し て い た 。 これ は 新 型 コ

ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 流 行 の影 響 と 考 え

ら れ 、警 報 基 準 値 の 変 更 には 至 ら な い

と 判 断し た 。 2018 年 ～ 2021 年 （ 7 年

間 ） の観 察 か ら 、 RS ウ イ ルス 感 染 症 の

警 報 レベ ル の 規 定 と し て 、警 報 の 開 始

基 準 値「 5」、 終 息 基 準 値「 2」と す る

こ と が適 切 で あ る と 判 断 した 。 今 後 の

流 行 状況 を 踏 ま え て 、 基 準値 の 適 切 性

に つ いて 検 討 を 継 続 す る 必要 が あ る と

考 え られ た 。  

 

3.  罹 患 数の 推 計  

感 染 症発 生 動 向 調 査 に 基 づく 全 国 年

間 罹 患数 の 推 計 に 関 す る 以下 の 検 討 を

実 施 した 。 １ ） 小 児 科 定 点対 象 疾 患 、

眼 科 定点 対 象 疾 患 に つ い て、 感 染 症 発

生 動 向調 査 シ ス テ ム に よる 2021 年 罹

患 数 推計 値 の デ ー タ を 追 加し 、 2021 年

ま で の年 別 、 週 別 の 全 国 罹患 数 推 計 値

の 推 移を ま と め た 。 ２ ） イン フ ル エ ン

ザ に つい て 、 同 様 に 推 移 をま と め る と

と も に、 シ ー ズ ン 別 の 推 移に つ い て 検

討 し た。 ３ ） 感 染 症 発 生 動向 調 査 シ ス

テ ム で実 施 さ れ る 推 計 に 含ま れ て い な

い RS ウ イ ルス 感 染 症の 2021 年の 推 計

実 施 を試 み た 。 ４ ） 罹 患 数推 計 値 に お

け る 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 症 の 影 響

に 関 する 検 討 と し て 、 イ ンフ ル エ ン

ザ 、 小児 科 定 点 対 象 疾 患 、眼 科 定 点 対

象 疾 患に つ い て 年 間 罹 患 数の 過 去 10

年 間 との 比 較 、 お よ び 、 1 年間 を 3 期

間 に 分け て 過 去 4 年 間 と の比 較 を 実 施

し た 。５ ） 性 感 染 症 定 点 対象 疾 患 の 推

計 実 施に 向 け て 、 推 計 の 層と な る 医 療

施 設 特性 別 に 、 2021 年 の 定点 数 と 報 告

数 を まと め た 。 2021 年 の 罹患 数 推 計 値

は イ ンフ ル エ ン ザ （ 1 万 人 ）と 伝 染 性

紅 斑 （ 1.2 万 人 ） に お いて 2020 年 に 比

べ て 激減 し 、 そ の 他 でも 2020 年に 続

いて 2019 年以 前 の 10 年 間 と 比 較 して

最 も 少な い 水 準 の 疾 患 が 多か っ た 。 1

年 間を 3 期 間 に 分 け て 2020 年 と比 較

す る と、 流 行 の な か っ た 疾患 や 突 発 性

発 疹 、 RS ウ イ ルス 感 染 症を 除 く と 、 大
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ま か に は 1～ 14 週 が 少 な めで 、 そ れ 以

降 は 1～ 14 週 よ り 大 き い 値に な り 、 39

週 ～ 52 週 で は 手足 口 病 など 3 疾 患 で 比

が 大 き く 1 を 超 え た 。 3 期 間別 に 過 去

4 年 間 の 推 計 値 の 平 均 と 比較 す る と 、

2021 年 は 手 足 口病 、 突 発性 発 疹 、 ヘ ル

パ ン ギ ー ナ で 比が 1 を 超 えた 期 間 が あ

っ た が 他 は 低 い 水 準 で あ った 。 2021 年

の RS ウ イ ルス 感 染 症 の 罹患 数 推 計 を

実 施 し 、 各 疾 患 の 罹 患 数 推計 値 の ま と

め を 行 う と と も に 、 性 感 染症 の 定 点 種

別 の 報 告 数 に つ い て ま と めた 。 感 染 症

発 生 動 向 調 査 シ ス テ ム に おけ る RS ウ

イ ル ス 感 染 症 と 性 感 染 症 の罹 患 数 推 計

実 施 を 提 言 し た 。  

 

4.  定 点 配 置 の 検 討  ― 2020 年 の医 療 施

設 数 と 外 来 患 者 延 べ 数 お よび そ の 年

次 変 化 ―  

 感 染 症 発 生 動 向 調 査 に おけ る イ ン フ

ル エ ン ザ 、 小 児 科 、 眼 科 、性 感 染 症 の

定 点 種 別 ご と に 、 都 道 府 県別 、 2020 年

の 医 療 施 設 数 と 外 来 患 者 延べ 数 を 示 し

た 。 2017 年と 2020 年 の 医療 施 設 数 の

変 化 と し て は 、 2014 年 と 2017 年 の変

化 と 同 様 に 小 児 科 と 産 婦 人科 で 減 少 傾

向 で あ っ た 。 2017 年と 2020 年の 施 設

あ た り 外 来 患 者 延 べ 数 の 変化 と し て

は 、 2014 年と 2017 年 の 変化 と 比 べ

て 、 小 児 科 で の 低 下 が 大 きく 、 COVID-

19 に よ る 影 響 が大 き い と考 え ら れ た 。

イ ン フ ル エ ン ザ の 対 象 医 療施 設 に お い

て 、 2017 年と 2020 年 の 継続 医 療 施 設

で は 、 両 年 の 施 設 あ た り 外来 患 者 延 べ

数 の 変 化 は 全 医 療 施 設 の 変化 と 同 様 に

小 児 科 で の 低 下 が 大 き か った が 、 両 年

の 外 来 患 者 延 べ 数 の 相 関 係数 は 、 2014

年と 2017 年の 継 続 医 療 施設 で の 相 関

係 数 と ほ ぼ 同 程 度 に 高 か った 。 外 来 患

者 延 べ 数 は 、 罹 患 数 の 推 計で は 、 層 ご

と の 医 療 施 設 の 報 告 患 者 数の 相 対 的 な

重 み と な る 補 助 変 量 で あ るこ と か ら 、

そ の 補 助 変 量 と し て の 適 切性 に 対 し

て 、 2017～ 2020 年 の 変 化が 大 き な 悪 影

響 と な ら な い と 考 え ら れ た。 以 上 よ

り 、 感 染 症 発 生 動 向 調 査 シス テ ム に お

い て 、 従 来 と 同 様 に 、 罹 患数 推 計 の 母

数を 2017 年か ら 2020 年 の 医 療 施 設数

へ 変 更 し 、 ま た 、 今 後の COVID-19 の

流 行 状況 に よ る が 、 罹 患 数推 計 の 補 助

変 量を 2017 年 か ら 2020 年 の 外 来 患者

延 べ 数へ 変 更 す る 方 が 適 切で あ ろ う 。  

 

5.  イ ン フル エ ン ザ 病 原 体 情 報の 検 体 数

の 解 析  

2010 年 第 36 週 か ら の 10 年 間 の病 原

体 情 報を 用 い て 、 イ ン フ ルエ ン ザ 検 体

数 、 およ び 報 告 数 の 中 で 検体 数 の 占 め

る 割 合に つ い て 年 次 推 移 を検 討 し た 。

流 行 シー ズ ン (当 該 年第 36 週 -翌 年 第

35 週 )別に 検 討 し 、 感 染 症法 改 正 前 後

の 変 化を み る た め 改 正 前の 2012-16 年

シ ー ズン と 改 正 後 の 2016-20 年 の 比 較

も 行 った 。 流 行 期 を 第 48 週 か ら翌 年

第 15 週 、 流行 前 期 を第 40-47 週 、 非

流 行 期を 第 16-39 週 と 決 め、 さ ら に 流

行 前 期を 流 行 期 一 か 月 前 （第 44-47

週 ） 、二 か 月 前 （ 第 40-43 週 ） と 分

け 、 検討 し た 。 結 果 と し て、 検 体 数 の

年 次 推移 で は 、 感 染 症 法 改正 後 に 検 体

数 の 増加 が み ら れ 、 そ の 増加 傾 向 は 特

に 40-43 週 や 44-47 週 な ど流 行 前 期 、

16-39 週の 非 流 行 期 で 顕 著で あ っ た 。

イ ン フル エ ン ザ の 検 体 数 /報 告 数は 流

行 期 では 0.5%前後 、 流 行前 期 は 44-47

週で 1.39-3.71%の 範 囲 、 40-43 週 で

1.59-7.58％の 範 囲 、 非 流行 期 は 0.56-

1.54%の 範 囲で あ っ た 。  

 

6.  全 数 把握 対 象 疾 患 の 検 討  

感 染 症発 生 動 向 調 査 の 4類 感 染 症と 5

類 感 染症 全 数 把 握 対 象 疾 患に つ い て 、

2021年の 報 告 状 況 を 観 察 した 。 2021年

の 報 告数 を み る と 、 新 型 コロ ナ ウ イ ル

ス 感 染症 流 行 前 直 近 で あ る 2017～ 2019

年 の 3年 間 と比 較 し て 、 4類 感 染症 で は

A型 肝 炎 や デ ン グ 熱 で 減 少傾 向 が み ら

れ た 一方 で 、 日 本 紅 斑 熱 をは じ め と す

る 6疾 患 で 増加 傾 向 が み られ た 。 5類 感

染 症 の全 数 把 握 対 象 疾 患 では 、 2020年

と 同 様に 多 く の 疾 患 が 減 少傾 向 で あ っ

た が 、バ ン コ マ イ シ ン 耐 性腸 球 菌 感 染

症 と 梅毒 で 増 加 傾 向 が み られ て い た 。  
 

D．考察 

本 年 度は 2021 年 の 感 染 症発 生 動 向

調 査 デー タ を 入 手 し 、 現 存デ ー タ に 追

加 す るこ と で 、 前 述 し た 各テ ー マ に つ
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い て 検 討 を 加 え た 。 RS ウ イ ル ス 感 染症

に つ い て も 、 他 の 定 点 把 握対 象 疾 患 と

同 様 、 警 報 お よ び 罹 患 数 推計 が 実 施 可

能 で あ り 、 国 の 感 染 症 発 生動 向 調 査 シ

ス テ ム （ NESID） の 仕 様 に反 映 さ れ る

こ と が 望 ま れ る 。 本 年 度 の検 討 の 結

果 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 症 流 行 の

影 響 で 、 多 く の 対 象 疾 患 で警 報 ・ 注 意

報 発 生 や 推 計 罹 患 者 数 は 激減 し て い

た 。 こ れ ら は 一 過 的 な も のと 考 え さ れ

る こ と か ら 、 今 年 度 も 警 報・ 注 意 報 の

変 更 に は 至 ら な い と 判 断 され た 。  

 

E．結論 

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染症 流 行 の

中 、 警 報 ・ 注 意 報 の 発 生 、 RS ウ イ ルス

感 染 症 の 警 報 発 生 の た め の基 礎 的 検

討 、 罹 患 数 の 推 計 、 定 点 配置 の 検 討 、

イ ン フ ル エ ン ザ 病 原 体 情 報の 検 体 数 の

解 析 、 全 数 把 握 対 象 疾 患 の検 討 を 実 施

し 、 感 染 症 発 生 動 向 調 査 の定 点 把 握 対

象 疾 患 の 一 部 に お い て 、 コロ ナ 禍 の 影

響 が 観 察 さ れ た 。  

 

G．研究発表 

1．論文発表 

 特 に な し  
 

2．学会発表 

太 田  晶 子 , 橋 本  修 二 , 川 戸  美 由 紀 , 

谷 口  清 州 , 砂 川  富 正 , 永 井  正 規 , 

村 上  義 孝． 感 染 症 発 生 動向 調 査 に

基 づ く検 討 (第 1 報 ) 警 報・ 注 意 報

の 2020 年 発生 状 況 ． 第 81 回 日本 公

衆 衛 生学 会 総 会  2022;397. 

川 戸 美由 紀 , 橋 本修 二 , 太 田 晶 子 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 , 村 上

義 孝 . 感 染 症 発 生動 向 調 査に 基 づ く

検 討 （ 第 2 報 ）  罹 患 数 推計 値 の

2020 年 と そ れ 以 前 の 比 較 . 第 81 回

日 本 公衆 衛 生 学 会 総 会  2022;397. 

村 上 義孝 , 太 田 晶子 , 川戸 美 由 紀 , 橋

本 修 二 , 谷 口 清 州 , 砂 川 富正 , 永 井

正 規 . 感 染 症 発 生動 向 調 査に 基 づ く

検 討 (第 3 報 ) イ ン フ ル エ ン ザ 病 原

体 情 報の 検 体 情 報 の 解 析 ．第 81 回

日 本 公衆 衛 生 学 会 総 会  2022;397. 

橋 本 修二 , 川 戸 美由 紀 , 太 田 晶 子 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 , 村 上

義 孝 . 感 染症 発 生 動 向 調 査 に 基 づ

く 検 討 (第 4 報 ) 全 数 把 握対 象 疾 患

の 2020 年 の報 告 状 況 ．第 81 回日 本

公 衆 衛生 学 会 総会 2022;397. 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

 な し  

 
2．実用新案登録 

 な し  

 
3．その他  
 な し
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）  

分担研究報告書  
 

今後の新興感染症の発生時に備えたサーベイランス戦略と枠組みの開発  
疫学的・統計学的なサ－ベイランスの評価と改善グル－プ  

 

警報・注意報の検討 

－2021 年の警報・注意報の発生と都道府県警報の発生について－ 
 

研究協力者  太田 晶子  埼玉医科大学医学部社会医学  准教授  
橋本 修二  藤田医科大学  名誉教授  

 川戸 美由紀  藤田医科大学医学部衛生学  講師  
 三重野 牧子  自治医科大学情報センター医学情報学  准教授  
 谷口 清州  国立病院機構三重病院  病院長  
 有馬 雄三  国立感染症研究所感染症疫学センター  室長  
 永井 正規  埼玉医科大学  名誉教授  
 村上 義孝  東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野  教授  
 

研究要旨  
疫学的・統計学的なサーベイランスの評価と改善グループ研究の課題の１つであ

る、感染症発生動向調査システムにおける警報・注意報の発生についての検討を継

続した。本年度は2021年データを加えて警報・注意報の発生状況を観察・検討する

とともに、同システムの警報・注意報の基準値変更の必要性について検討した。202
1年の警報発生割合は、5％以上の疾患はなく、手足口病が3.9％であった。インフル

エンザおよび流行性耳下腺炎は0%であり、咽頭結膜熱0.6％、A群溶血性レンサ球菌

咽頭炎0.7％、感染性胃腸炎0.5％、水痘0.4％、ヘルパンギーナ0.5％と低かった。こ

の発生状況は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下における各感染症

の流行状況を反映したものと考えられた。  
現時点で各対象疾患について警報・注意報の基準値の変更は必要ないと判断した。

今後の各対象疾患の流行状況を注視し、基準値の適切性について検討していく必要が

あると考えられた。  
 

 

A．研究目的 

感染症発生動向調査システムにおいて、

５類感染症の一部、インフルエンザ、小児

科定点対象疾患と眼科定点対象疾患につい

て、保健所管轄地域を対象とする警報・注

意報発生システムが実施されている。警報

・注意報の目的は、都道府県衛生主幹部局

や保健所などの第一線の衛生行政機関の専

門家に向けて、各保健所の感染症の報告数

に流行現象が疑われることを迅速に注意喚

起することにある。保健所管轄地域の１週

間の定点当たり報告数が基準値を越えた場

合、警報レベルあるいは注意報レベルとし

ている。警報レベルは大きな流行が発生ま

たは継続しつつあると疑われることを指

す。注意報レベルは流行の発生前であれば

今後４週間以内に大きな流行が発生する可

能性が高いこと、流行の発生後であれば流

行が継続していると疑われることを指す。  
これまで、警報・注意報の発生状況につ

いて、継続的に評価が行われ、必要に応じ

て警報・注意報レベルを規定する基準値の

見直しを行っている。2007 年には、咽頭

結膜熱と A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の警

報について基準値の変更を行った１）。  
水痘については、2015 年度に実施した

2014 年データの検討で、水痘の警報発生

割合が近年 1％以下と極めて低く、基準値

の変更が必要であると判断し、警報の開

始、終息基準値を従来の「7、4」から
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「3、1」に変更することを提案し２）、さ

らに 2016 年度研究で 2015 年データを用い

て基準値を継続検討した結果、開始、終息

基準値を「2、1」に変更することを提案し

た３）。  
保健所管轄地域を対象とする警報とは別

に、広域的な流行把握のため都道府県を対

象とする警報を規定し、その発生状況の検

討を行っている。  
本研究では、2021 年のデータを加え

て、警報・注意報の発生状況を確認すると

ともに、感染症発生動向調査システムにお

ける警報・注意報の基準値変更の必要性に

ついて検討した。都道府県警報についても

その発生状況を評価した。  
 

B．研究方法 

資料として 2021 年の感染症発生動向調

査によるインフルエンザ、小児科定点対象

疾患と眼科定点対象疾患の週別定点別報告

数から週別保健所別報告数を算出し、1999
年度以来の解析用データベースに追加し

た。 

警報・注意報の発生方法は、2000（平成

12）年度の「定点サーベイランスの評価に

関するグループ」研究報告書４）に詳しく示

したとおりである。警報・注意報は、保健

所管轄地域の１週間の定点当たり報告数に

基づき、保健所管轄地域ごとに発生する。

警報レベルは１週間の定点当たり報告数が

開始基準値以上で開始し、別の終息基準値

未満で終息する。注意報レベルは１週間の

定点あたり報告数がある基準値以上の場合

である。表１に、警報・注意報の基準値を

示す。警報の対象疾患は、インフルエン

ザ、小児科定点対象 11 疾患（突発性発疹

を除く）と眼科定点対象２疾患であり、注

意報の対象疾患は、インフルエンザ、水

痘、麻疹と流行性耳下腺炎の４疾患であ

る。なお、2008 年以降の麻疹と風疹、

2018 年以降の百日咳は、定点把握から全数

把握対象疾患に変更されたことに伴い、警

報・注意報の対象ではない。  
 都道府県の警報レベルは、保健所管轄地

域の警報レベルにあるすべての保健所の管

内人口の合計が都道府県人口全体の 30％を

超えた場合と規定している５）。  
（倫理面への配慮）  

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。  
 

C．研究結果 

（１）2021 年の保健所管轄地域の警報・

注意報発生状況  
観察期間は 2021 年第１週～第 52 週、観

察保健所単位は 555 であった。  
表 2-1 に、各対象疾患の保健所管轄地域

の警報・注意報発生状況（2012－2021
年）を示した。図１に、対象疾患の定点

あたり報告数（2012－2021 年）、図２に

対象疾患の警報の発生割合（2012－2021
年）を示した。2021 年の警報発生割合は

2012－2020 年のそれと比較すると、5％
以上の疾患はなく、手足口病が 3.9％であ

った。インフルエンザおよび流行性耳下

腺炎は 0％であり、咽頭結膜熱 0.6％、A

群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.7％、感染性

胃腸炎 0.5％、水痘 0.4％、ヘルパンギー

ナ 0.5％と低かった。  
 表 2-2 に、各対象疾患の定点あたり報

告数、警報発生割合の、2011－2019 年の

平均に対する 2020 年および 2021 年の比

を示した。各対象疾患で、2020 年、2021
年の定点あたり報告数および警報発生割

合は大きな減少を示した。警報発生割合

の 2011－2019 年に対する 2020 年の比

は、インフルエンザ、感染性胃腸炎、手

足口病、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺

炎、流行性角結膜炎で、0.2 未満であっ

た。2011－2019 年に対する 2021 年の比

は、インフルエンザ、A 群溶血性レンサ球

菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、伝染性

紅斑、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺

炎、流行性角結膜炎で、0.2 未満であっ

た。  
インフルエンザ、小児科定点対象疾患

（咽頭結膜熱、A群溶血性レンサ球菌咽頭

炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝

染性紅斑、ヘルパンギーナ、流行性耳下

腺炎）の警報発生割合の週別推移（2016
－2021年）を図3から図11に示し、2021
年の警報発生状況を2016年から2020年と

比較して観察した。手足口病は通常第30
週前後にピークがみられるが、2021年は

第46週にピークが認められた。それ以外

の疾患では極めて低い状況で推移し、目

立った流行は認められなかった。  
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（２）2021 年の都道府県警報の発生状況  
各対象疾患の都道府県警報の発生状況に

ついて、表３に示した。都道府県警報の発

生頻度は保健所管轄地域の警報発生頻度を

反映している。2021 年の都道府県警報の

発生頻度が最も大きかったのは手足口病で

あった。手足口病の都道府県警報数（都道

府県警報発生割合：都道府県警報発生数／

2,444*×100）は 174（7.1％）であった。

（*都道府県警報の観察週数は 47(県)×

52(週）＝2,444）  
その他の疾患の都道府県警報発生数は 10

未満であった。  
 

D．考察  
2021 年の警報発生割合は、5％以上の疾

患はなく、手足口病が 3.9％であった。イ

ンフルエンザおよび流行性耳下腺炎は 0%
であり、咽頭結膜熱 0.6％、A 群溶血性レ

ンサ球菌咽頭炎 0.7％、感染性胃腸炎 0.5
％、水痘 0.4％、ヘルパンギーナ 0.5％と低

かった。この発生状況は、新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）流行下における

各感染症の流行状況を反映したものと考え

られた。各対象疾患について警報・注意報

の基準値の変更は必要ないと判断した。今

後の各対象疾患の流行状況を注視し、基準

値の適切性について検討していく必要があ

ると考えられた。  
2020 年に続き 2021 年の警報・注意報対

象疾患（インフルエンザ、小児科定点対象

疾患）の報告数減少、それにともなう警報

発生数の減少には、新型コロナウイルス感

染症の流行とその対策が影響していると考

えられた。報告数減少の要因として、手洗

い、うがい、マスク、人々の密集を避け距

離を確保するなどの感染予防対策、社会的

対策による罹患数の減少、ウイルス競合に

よる他の感染症の罹患数減少の可能性、医

療機関の受診控えによる報告数の減少など

が考えられる。  
都道府県警報の発生方法として、都道府

県の警報レベルを保健所管轄地域の警報レ

ベルにあるすべての保健所の管内人口の合

計が都道府県人口全体の30％を超えた場

合と規定し、これを提案し５）、これまで

都道府県警報の発生状況を確認してきた。

2021年の都道府県警報の発生状況に問題

は認められなかった。2021年は、前年に

引き続き新型コロナウイルス感染症の影響

による保健所管轄地域の警報発生数の少な

さを反映した形で、各対象疾患で都道府県

警報の発生数が低かったと考えられた。  
 
E．結論  

2021 年の警報発生割合は、5％以上の疾

患はなく、手足口病が 3.9％であった。イ

ンフルエンザおよび流行性耳下腺炎は 0%
であり、咽頭結膜熱 0.6％、A 群溶血性レ

ンサ球菌咽頭炎 0.7％、感染性胃腸炎 0.5
％、水痘 0.4％、ヘルパンギーナ 0.5％と低

かった。この発生状況は、新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）流行下における

各感染症の流行状況を反映したものと考え

られた。各対象疾患について警報・注意報

の基準値の変更は必要ないと判断した。今

後の各対象疾患の流行状況を注視し、基準

値の適切性について検討していく必要があ

ると考えられた。  
 
文献  
１）永井正規 , 橋本修二 , 川戸美由紀 , 谷
口清州 , 重松美加 , 多田有希 , 安井良則 , 
島田智恵 , 太田晶子：「疫学的・統計学

的なサーベイランスの評価と改善グルー

プ」研究報告書 感染症発生動向調査に

基づく流行の警報・注意報および全国年

間罹患数の推計－その９－．平成20年度

厚生労働科学研究費補助金 (新興・再興感

染症研究事業 )による「効果的な感染症サ

ーベイランスの評価並びに改良に関する

研究」．2009. 
２）太田晶子 , 橋本修二 , 川戸美由紀 , 村
上義孝 , 谷口清州 , 砂川富正 , 永井正規：

疫学的・統計学的なサーベイランスの評

価と改善 水痘の警報・注意報の基準値

の変更の提案．厚生労働科学研究費補助

金 新興・再興感染症及び予防接種政策

推進研究事業．新興・再興感染症の発生

に備えた感染症サーベイランスの強化と

リスクアセスメント 平成27年度総括・

分担研究報告書．65-67．2016. 
３）太田晶子 , 橋本修二 , 川戸美由紀 , 
村上義孝 , 谷口清州 , 砂川富正 , 永井正

規：疫学的・統計学的なサーベイランス

の評価と改善 警報・注意報の検討－20
15年の警報・注意報の発生と都道府県警

報の発生について－．厚生労働科学研究
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費補助金 新興・再興感染症及び予防接

種政策推進研究事業．新興・再興感染症

の発生に備えた感染症サーベイランスの

強化とリスクアセスメント 平成28年度

総括・分担研究報告書．71-88．2017. 
４ ） 永井正規 , 橋本修二 , 村上義孝 , 小
坂 健 , 進藤奈邦子 , 新階敏恭 , 渕上博司

：「定点サーベイランスの評価に関する

グループ」研究報告書 感染症発生動向

調査に基づく流行の警報・注意報および

全国年間罹患数の推計．平成 12 年度厚

生科学研究費補助金 (新興・再興感染症研

究事業 )による「効果的な感染症発生動向

調査のための国及び県の発生動向調査の

方法論の開発に関する研究」．2001. 
５）永井正規 , 橋本修二 , 川戸美由紀 , 
谷口清州 , 重松美加 , 多田有希 , 安井良

則 ,太田晶子 ,泉田美知子：情報システム

に関する検討－都道府県警報の導入－．

「疫学的・統計学的なサーベイランスの

評価と改善グループ」研究報告書 感染

症発生動向調査に基づく流行の警報・注

意報および全国年間罹患数の推計－その

８－ , 平成19年度厚生労働科学研究費

補助金（新興・再興感染症研究事業）に

よる「効果的な観戦用サーベイランスの

評価並びに改良に関する研究」．2008. 
 

G．研究発表  
1．論文発表  

な し  
2．学会発表  

太 田  晶 子 ,  橋 本  修 二 ,  川 戸  美 由

紀 ,  谷 口  清 州 ,  砂 川  富 正 ,  永 井  正
規 ,  村 上  義 孝 ．感 染 症 発生 動 向 調 査

に 基 づく 検 討 (第 1 報 ) 警 報 ・ 注 意 報

の 2020 年 発 生 状 況 ． 日 本公 衆 衛 生 学

会 総 会抄 録 集 81 回  Page396 (2022 .09 )  
 
H．知的財産権の出願・登録状況  
1．特許取得  

な し  
2．実用新案登録  

な し  
3．その他  

な し  
 
 

 

表 1．警報・注意報の基準値（旧基準値からの変更点の要約） 

  

注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報

開始 終息 開始 終息 開始 終息 開始 終息 開始 終息 開始 終息

インフルエンザ定点

インフルエンザ 30 10 10

小児科定点
咽頭結膜熱 3 1 - 2 0.1 1 0.1

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8 4 - 4 2

感染性胃腸炎 20 12 -

水痘 2 1 1 3 1 1 7 4 4

手足口病 5 2 -

伝染性紅斑 2 1 -

突発性発疹 - - - 4 2

百日咳 - - - 1 0.1 -

風疹 - - - 1 0.1 - 3 1 1

ヘルパンギーナ 6 2 -

麻疹 - - - 1.5 0.5 0.5

流行性耳下腺炎 6 2 3 5

眼科定点

急性出血性結膜炎 1 0.1 -
流行性角結膜炎 8 4 -

* ：当該年度以前の報告書で使用していた基準値。空欄は現基準値と同じ値であることを示す。

- ：警報あるいは注意報の対象外

　風疹、麻疹は2008年以降全数把握対象疾患に変更され、警報あるいは注意報の対象外

  百日咳は2018年以降全数把握対象疾患に変更され、警報あるいは注意報の対象外

2002年度の基準値変更内容

咽頭結膜熱：警報の開始基準値1→2

風疹：警報の開始基準値3→1、警報の終息基準値1→0.1 

流行性耳下腺炎：警報の開始基準値5→6

突発性発疹：警報対象疾患から除外

風疹：注意報対象疾患から除外

2007年度の基準値変更内容

咽頭結膜熱：警報の開始基準値2→3、警報の終息基準値0.1→1 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎：警報の開始基準値4→8、警報の終息基準値2→4 

2015年度の基準値変更内容

水痘の開始基準値7→3、警報の終息基準値4→1、注意報基準値4→1

2016年度の基準値変更内容

水痘の開始基準値3→2、警報の終息基準値1→1、注意報基準値1→1

警報

2015年度以前の
基準値*

基準値
2002年度以前の
基準値*

疾患
警報 警報 警報警報

2016年度以前の
基準値*

2007年度以前の
基準値*

2018年度以前の
基準値*

警報
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表2-1. 保健所管轄地域の警報・注意報発生状況、インフルエンザ・小児科・眼科定点対象疾患、 2012－ 2021年  

 
 

 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
インフルエンザ* 報告数 1,676,362 1,166,322 1,743,775 1,169,041 1,751,970 1,614,999 1,898,941 1,876,077 563,488 1,065

定点あたり報告数 341.12 237.16 354.44 237.38 354.57 326.64 384.4 379.7 114.3 0.2
観察延べ週数 28,679 28,756 28,755 29,256 28,756 28,808 28,807 28,851 29,414 28,859
警報あり延べ週数 3,831 2,347 3,331 2,497 3,813 3,133 4,344 3,392 620 0
（割合；％） 13.4 8.2 11.6 8.5 13.3 10.9 15.1 11.8 2.1 0
注意報あり延べ週数 1,545 1,788 3,004 1,239 2,001 2,735 1,325 2,063 1,883 0
（割合；％） 5.4 6.2 10.4 4.2 7.0 9.5 4.6 7.2 6.4 0

咽頭結膜熱† 報告数 53,440 72,972 78,963 72,150 67,487 92,269 73,959 75,448 35,125 34,078
定点あたり報告数 17.00 23.22 25.12 22.93 21.38 29.22 23.45 23.90 11.14 10.8
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 583 979 975 764 753 1,289 931 814 193 174
（割合；％） 2.0 3.4 3.4 2.6 2.6 4.5 3.2 2.8 0.7 0.6

Ａ群溶血性レンサ球菌報告数 277,087 253,953 304,257 401,274 367,815 367,325 358,371 355,086 200,223 94,073
咽頭炎† 定点あたり報告数 88.15 80.81 96.77 127.53 116.54 116.32 113.63 112.49 63.51 29.83

観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 742 558 939 1,580 1,619 1,402 1,145 1,173 765 198
（割合；％） 2.6 1.9 3.3 5.4 5.6 4.9 4.0 4.1 2.6 0.7

感染性胃腸炎 報告数 1,231,061 1,071,415 1,005,012 987,912 1,116,800 871,922 850,138 809,145 420,039 509,754
定点あたり報告数 391.64 340.93 319.66 313.96 353.86 276.11 269.55 256.34 133.23 161.65
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 2,206 1,360 1,195 836 1,707 471 485 362 102 142
（割合；％） 7.7 4.7 4.2 2.9 6.0 1.6 1.7 1.3 0.3 0.5

水痘‡ 報告数 195,713 175,030 157,662 77,614 65,383 60,162 55,480 56,798 31,768 17782
定点あたり報告数 62.26 55.70 50.15 24.67 20.72 19.05 17.59 17.99 10.08 5.6
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 283 244 144 570 848 849 691 695 303 106
（割合；％） 1.0 0.9 0.5 2.0 3.0 3.0 2.4 2.4 1.0 0.4
注意報あり延べ週数 919 697 588 3,694 2,348 2,114 1,872 1,964 932 370
（割合；％） 3.2 2.4 2.1 12.7 8.2 7.4 6.5 6.8 3.2 1.3

手足口病 報告数 72,822 303,339 83,692 381,720 69,139 358,806 122,725 402,529 18,364 77,164
定点あたり報告数 23.17 96.52 26.62 121.31 21.91 113.62 38.91 127.52 5.82 24.47
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 668 4,934 622 6,225 430 5,738 1,400 5,476 65 1,134
（割合；％） 2.3 17.2 2.2 21.4 1.5 20.0 4.9 19.0 0.2 3.9

伝染性紅斑 報告数 20,966 10,118 32,350 98,521 51,419 12,436 49,174 108,223 18,247 2,209
定点あたり報告数 6.67 3.22 10.29 31.31 16.29 3.94 15.59 34.29 5.79 0.70
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 291 130 721 2,633 1,278 139 1,283 3,292 405 1
（割合；％） 1.0 0.5 2.5 9.0 4.5 0.5 4.5 11.4 1.4 0.0

百日咳§ 報告数 4,087 1,662 2,066 2,675 3,011 1,661 - - - -
定点あたり報告数 1.30 0.53 0.66 0.85 0.95 0.53 - - - -
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 - - - -
警報あり延べ週数 214 40 73 59 140 57 - - - -
（割合 ; %) 0.7 0.1 0.3 0.2 0.5 0.2 - - - -

ヘルパンギーナ 報告数 114,548 94,755 137,040 98,212 129,371 86,045 99,304 97,069 25,292 37,417
定点あたり報告数 36.44 30.15 43.59 31.21 40.99 27.25 31.49 30.75 8.02 11.87
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 1,273 929 1,733 913 1,526 646 833 765 227 133
（割合 ; %) 4.5 3.2 6.0 3.1 5.3 2.2 2.9 2.7 0.8 0.5

流行性耳下腺炎 報告数 71,547 41,016 46,338 81,046 158,996 77,884 23,684 15,152 8,073 7,324
定点あたり報告数 22.76 13.05 14.74 25.76 50.38 24.66 7.51 4.80 2.56 2.32
観察延べ週数 28,598 28,652 28,650 29,148 28,681 28,756 28,756 28,797 29,359 28,800
警報あり延べ週数 307 52 139 401 1,204 443 64 6 0 0
（割合 ; %) 1.1 0.18 0.5 1.4 4.2 1.5 0.2 0.0 0 0
注意報あり延べ週数 398 167 202 567 1,196 502 73 14 1 0
（割合 ; %) 1.4 0.6 0.7 1.9 4.2 1.7 0.3 0.0 0.0 0

急性出血性結膜炎 報告数 476 676 414 494 401 441 560 343 185 141
定点あたり報告数 0.70 0.99 0.61 0.72 0.58 0.63 0.80 0.49 0.27 0.20
観察延べ週数 21,193 21,200 21,197 21,576 21,292 21,255 21,495 21,498 21,858 21,480
警報あり延べ週数 145 212 148 163 106 138 172 118 44 42
（割合 ; %) 0.7 1.0 0.7 0.8 0.5 0.6 0.8 0.5 0.2 0.2

流行性角結膜炎 報告数 19,711 20,606 20,233 25,037 26,099 26,736 30,631 23,077 9,081 6,834
定点あたり報告数 28.91 30.20 29.59 36.41 37.68 38.45 43.98 33.21 13.08 9.84
観察延べ週数 21,193 21,200 21,197 21,576 21,292 21,255 21,495 21,498 21,858 21,480
警報あり延べ週数 164 161 100 222 291 267 442 175 24 4
（割合 ; %) 0.8 0.8 0.5 1.0 1.4 1.3 2.1 0.8 0.1 0.0

†：2007年から警報の新基準値を採用

‡:2014年まで警報注意報基準値「7,4,4」、2015年警報注意報基準値「3,1,1」、2016年警報注意報基準値「2,1,1」を採用

§：百日咳は2018年から全数把握対象疾患へ変更
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図 1． 定 点 あ た り 報 告 数 、 イ ン フ ル エ ン ザ ・ 小 児 科 ・ 眼 科 定 点 対 象 疾 患 、 2 0 1 2－ 2 0 2 1 年  

 

図 2． 警 報 の 発 生 割 合 （ ％ ） 、 イ ン フ ル エ ン ザ ・ 小 児 科 ・ 眼 科 定 点 対 象 疾 患 、 2 0 1 2－ 2 0 2 1年  

 

表2-2．2011－2019年に対する2020年および 2021年の比、定点当たり報告数、警報発生割合（％）  

 

  

定点あたり
報告数

警報
発生割合

定点あたり
報告数

警報
発生割合

インフルエンザ 0.36 0.19 0.00 0
咽頭結膜熱 0.48 0.22 0.47 0.20
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.61 0.69 0.29 0.18
感染性胃腸炎 0.42 0.09 0.51 0.13
水痘 0.26 0.55 0.15 0.19
手足口病 0.08 0.02 0.32 0.33
伝染性紅斑 0.35 0.29 0.04 0.00
百日咳 - - - -
風疹 - - - -
ヘルパンギーナ 0.23 0.19 0.34 0.11
麻疹 - - - -
流行性耳下腺炎 0.11 0.00 0.10 0
急性出血性結膜炎 0.19 0.25 0.15 0.25
流行性角結膜炎 0.38 0.11 0.29 0.02

2011-2019年に対する
2020年の比

2011-2019年に対する
2021年の比
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表 3．年 次 別 、都 道 府 県 警 報 の発 生 週 数 （インフルエンザ、小 児 科 定 点 対 象 11疾 患 ）、2012－2021年  

 

  

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
2012-

2021年の
合計

都道府県あ

たり年間の

平均

インフルエンザ

都道府県警報あり週数 450 288 379 297 421 356 431 349 62 0 3033 (6.5)

県内保健所警報あり週数* 587 441 569 429 540 555 554 509 238 0 4422 (9.4)

割合(%) 76.7 65.3 66.6 69.2 78.0 64.1 77.8 68.6 26.1 68.6

咽頭結膜熱

都道府県警報あり週数 0 75 56 5 12 78 26 30 6 6 294 (0.6)

県内保健所警報あり週数* 446 547 621 541 575 650 615 601 148 145 4889 (10.4)

割合(%) 0.0 13.7 9.0 0.9 2.1 12.0 4.2 5.0 4.1 4.1 6.0

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

都道府県警報あり週数 36 37 56 119 119 92 64 45 72 2 642 (1.4)

県内保健所警報あり週数* 502 367 557 951 952 846 697 711 421 147 6151 (13.1)

割合(%) 7.2 10.1 10.1 12.5 12.5 10.9 9.2 6.3 17.1 1.4 10.4

感染性胃腸炎

都道府県警報あり週数 252 137 127 54 189 25 36 11 13 1 845 (1.8)

県内保健所警報あり週数* 818 602 618 531 566 308 324 277 72 102 4218 (9.0)

割合(%) 30.8 22.8 20.6 10.2 33.4 8.1 11.1 4.0 18.1 1.0 20.0

水痘

都道府県警報あり週数 7 8 0 26 19 9 18 14 2 1 104 (0.2)

県内保健所警報あり週数* 218 205 123 437 604 558 456 467 223 100 3391 (7.2)

割合(%) 3.2 3.9 0.0 5.9 3.1 1.6 3.9 3.0 0.9 1.0 3.1

手足口病

都道府県警報あり週数 92 584 49 690 52 617 142 597 0 174 2997 (6.4)

県内保健所警報あり週数* 298 913 344 1074 226 1035 537 1009 51 329 5816 (12.4)

割合(%) 30.9 64.0 14.2 64.2 23.0 59.6 26.4 59.2 0.0 52.9 51.5

伝染性紅斑

都道府県警報あり週数 35 21 24 238 125 0 68 301 29 0 841 (1.8)

県内保健所警報あり週数* 256 115 310 1059 726 127 398 1412 246 1 4650 (9.9)

割合(%) 13.7 18.3 7.7 22.5 17.2 0.0 17.1 21.3 11.8 0.0 18.1

百日咳†

都道府県警報あり週数 0 0 0 0 0 0 - - - - 0 0.0

県内保健所警報あり週数* 200 38 70 58 132 57 - - - - 555 (1.2)

割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - - - 0.0

風疹†

都道府県警報あり週数 - - - - - - - - - -

県内保健所警報あり週数* - - - - - - - - - -

割合(%) - - - - - - - - - -

ヘルパンギーナ

都道府県警報あり週数 123 88 186 113 179 48 61 77 31 4 910 (1.9)

県内保健所警報あり週数* 404 375 473 346 444 283 359 369 110 11 3174 (6.8)

割合(%) 30.4 23.5 39.3 32.7 40.3 17.0 17.0 20.9 28.2 36.4 28.7

麻疹†

都道府県警報あり週数 - - - - - - - - - -

県内保健所警報あり週数* - - - - - - - - - -

割合(%) - - - - - - - - - -

流行性耳下腺炎

都道府県警報あり週数 0 3 0 35 42 1 0 0 0 0 81 (0.2)

県内保健所警報あり週数* 283 49 139 329 665 278 64 6 0 0 1813 (3.9)

割合(%) 0.0 6.1 0.0 10.6 6.3 0.4 0.0 0.0 4.5

（　）内は都道府県あたり年間の平均

*：県内に１つ以上の保健所警報が出ている週数

　割合：都道府県警報あり週数／県内保健所警報あり週数×100（％）

†：麻疹、風疹は2008年から全数把握対象疾患へ変更、百日咳は2018年から全数把握対象疾患へ変更
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）  

分担研究報告書  
 

今後の新興感染症の発生時に備えたサーベイランス戦略と枠組みの開発  
疫学的・統計学的なサ－ベイランスの評価と改善グル－プ  

 

RS ウイルス感染症の警報発生のための基礎的検討  
 

研究協力者  太田 晶子  埼玉医科大学医学部社会医学  准教授  
橋本 修二  藤田医科大学教授  名誉教授  

 川戸 美由紀  藤田医科大学医学部衛生学  講師  
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研究要旨  
警 報 ・ 注 意 報 の 検 討 の 一 部と し て 2018年 度 以 降、 R Sウ イ ル ス 感 染症 の 警 報

発 生 の た め の 検 討 を 進 め てき た 。 2021年 度 （ 昨年 度 ） ま で に 、 2015年 ～ 2020
年 （ 6年 間 ）の R Sウ イ ル ス感 染 症 の 発 生 動 向 をふ ま え 、 警 報 レ ベ ルの 規 定 と

し て 、 開 始 基 準 値 を 「 5」 、 終 息基 準 値 を 「 2」 と する こ と が 適 切で あ る と 判

断 し 、 こ れ を 提 案 し て き た。 本年度は2021年のデータを追加し、2015年～2021年
データをもとに警 報 基 準 値に つ い て の 検 討 を 継続 し た 。 こ れ ま で に提 案 し た 開

始基準値「5」、終息基準値「2」の適切性について検討した 。  
2021 年は極めて大きい流行状況を反映して、開 始基 準 値 「 5」 、 終 息基 準 値

「 2」 と し たと き の 警報発生割合 12.5％と高かった。これは新型コロナウイルス感

染症流行下の特殊な状況と考えられた。警 報 の 開始 基 準 値 「 ５ 」 、 終息 基 準 値

「 2」 と し たと き の 警 報 レベ ル の 頻 度 は 、 2015 年 3 .7％ 、 2016 年 3 .0％ 、

2017 年 5 .7％ 、 2018 年 3 .4％ 、 2019 年 5 .3％ 、 2020 年 0 .4％ 、 2021 年 12 .5
％ で あ っ た 。 2020 年 は 報告 数 の 大 幅 減 、 2021 年 は報 告 数 の 大 幅増 に と も な

い 警 報 レ ベ ル の 頻 度 は 大 きく 増 減 し て い た 。 これは新型コロナウイルス感染症流

行の影響と考えられ、警報基準値の変更には至らないと判断した。2018 年 ～ 2021
年 （ 7 年 間 ） の 観 察 か ら 、 RS ウ イル ス 感 染 症の 警 報 レ ベ ル の 規 定と し て 、 警

報 の 開 始 基 準 値 「 5」 、 終息 基 準 値 「 2」 と する こ と が 適 切 で あ ると 判 断 し

た 。 今 後 の 流 行 状 況 を 踏 まえ て 、 基 準 値 の 適 切性 に つ い て 検 討 を 継続 す る 必

要 が あ る と 考 え ら れ た 。  

A．目的  
疫 学 的 ・ 統 計 学 的 な サ － ベイ ラ ン ス

の 評 価 と 改 善 グ ル － プ 研 究課 題 の １ つ

と し て 、 警 報 ・ 注 意 報 の 検討 を 継 続 し

て き た 。 近 年 、 警 報 ・ 注 意報 対 象 疾 患

に RS ウ イ ル ス 感 染 症 の 追加 が 期 待 さ

れ て い る 。 2018 年 度 以 降、 R S ウイ ル

ス 感 染 症 の 警 報 発 生 の た めの 基 礎 的 検

討 を 進 め て き た 。 2021 年 度 （ 昨 年

度 ） ま で の 検 討 で 、 2015 年 ～ 2020 年

（ 6 年 間） の RS ウ イ ル ス感 染 症 の 発

生 動 向を ふ ま え る と 、 RS ウ イ ル ス感

染 症 の警 報 レ ベ ル の 規 定 とし て 、 警 報

の 開 始基 準 値 は 「 5」 、 終息 基 準 値 は

「 2」 と す るこ と が 適 切 であ る と 判 断

し 、 これ を 提 案 し て き た 。  
2022年度（本年度）は2021年のデー

タを追加し、2015～2021年（7年間）の

データをもとに、警 報 基 準値 に つ い て

の 検 討を 継 続 し た 。 昨年度までに提案
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した開始基準値「5」、終息基準値「2」
の適切性について検討した 。  

 
B．研究方法  

感染症発生動向調査による、2015年～20
21年のRSウイルス感染症の週別定点別患

者報告数を用いて、各年の患者報告数（以

下、報告数）、定点あたり報告数の週・保

健所分布を観察した。  
警 報 基 準 値 に つ い て は 、 これまで警報

・注意報の検討において、過去数年間の定

点あたり報告数の週・保健所分布を基礎と

して警報の基準値を設定してきた。すべて

の対象疾患において、警報の開始基準値は

95％～99％点を基本とし、終息基準値は開

始基準値とのバランスを考慮して 90％点前

後としてきた。従来、警報レベルの頻度は

従来 5％前後を目安としている。R S ウ イ

ル ス 感 染 症 に つ い て 、 2015 年～2021 年

の週 ・ 保 健 所 別 定 点 あ た り報 告 数 の 分

布の 90％ 点 、 95％ ～ 99％ 点 を 基 本 と

し て 、 警 報 の 開 始 基 準 値 と終 息 基 準 値

の 組 合 せ を 設 定 し 、 警 報 レベ ル の 頻 度

を 観 察 し た 。  
（倫理面への配慮）  

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り 扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。  
 
C．研究結果  
1. R Sウ イ ル ス感 染 症 の 発生 頻 度 分 布

の 観 察  
RSウイルス感染症の2015年～2021年の

各年における年間報告数、定点あたり年間

報告数を表1に示した。2021年報告数は約

22.7万、定点あたり年間報告数は72.0で例

年に比べ極めて大きかった。  
RSウイルス感染症の2015年～2021年の

報告数、定点あたり報告数の週別分布を図

1、図2に示した。定点あたり報告数の週

別分布の要約として、定点あたり報告数の

ピークの高さ、ピークの週、定点あたり報

告数が1以上に該当する開始週、最終週お

よびその期間（週数）を表2に示した。  
2021年は過去7年間で最大の流行であり

、例年に比べピークの週が早まっていた。

例年の報告数の推移は、2015年は第50週
にピークがみられ、2016年は第40週に、2
017年～2019年は第37週にピークがみられ

た。2015年から2017年にかけてピークの

週が早まっているが、2021年はさらにピ

ークが第28週と早まっていた。ピークの

高さは、2021年が過去7年間で最も高かっ

た。なお2020年は例年のような季節性の

ピークは認められず、報告数はごく低い値

で推移していた。  
RSウ イ ル ス 感 染 症 の 、 2015年～ 2021

年の週・保健所別定点あたり報告数の分布

を表3に示した。2015年、2016年、2017、
2018年、2019年、2020年、2021年の各年

の90％点はそれぞれ2.00、1.83、2.33、2.0
0、2.25、0.25、4.20で、95％点はそれぞ

れ3.20、2.82、3.75、3.00、3.60、0.57、7
.00で、99％点はそれぞれ6.5、5.80、7.80
、6.00、7.67、2.00、15.00であった。  
2 .  R S ウ イ ル ス 感 染 症 の 警報 基 準 値 の

討  
前 述 の表 3に示 し た 、 週 ・保 健 所 別

定 点 あた り 報 告 数 の 分 布 の 90％ 点 （ 2
前 後 ）、 95％ ～ 99％ 点 （ 3～ 7前 後 ） を

基 本 とし て 、 警 報 の 開 始 基準 値 「 6、 5
」 と 終息 基 準 値 「 3、 2」 等 の 組合 せ で

設 定 し、 警 報 レ ベ ル の 頻 度を 観 察 し た

。 （ なお 新型コロナウイルス感染症流行

の影響で、2020年の報告数は極めて低く、

また2021年は極めて高い状況であるため90
％ 点 （ 2前 後） 、 95％ ～ 99％ 点 （ 3～ 7
前 後 ）の 設 定 に お い て 2020年、2021年
の90％点、95％～99％点の値は考慮してい

ない。）  
表 4 に 、 警 報 の 「開 始 基 準値 、 終 息

基 準 値」 の 組 合 せ を 「 6、 2」 、 「 6、
3」 、 「 5、 2」 、 「 5、 3」 、 「 4、 2」
と し たと き の 各 基 準 値 に よる 2015 年

～ 2021 年 の警 報 レ ベ ル の頻 度 を 示 し

た 。 警報 の 「 開 始 基 準 値 ： 5、 終息 基

準 値 ： 2」 とし た と き の 警報 レ ベ ル の

頻 度 は、 2015 年 3 .7％ 、 2016 年 3 .0
％ 、 2017 年 5 .7％ 、 2018 年 3 .4％ 、

2019 年 5 .3％ 、 2020 年 0 .4％ 、 2021
年 12 .5％ で あ っ た 。 警 報 の「 開 始 基 準

値 ： 6、 終 息基 準 値 ： 2」 と し たと き の

警 報 レベ ル の 頻 度 は 、 2015 年 2 .7％ 、

2016 年 2 .1％ 、 2017 年 4 .4％ 、 2018
年 2 .5％ 、 2019 年 4 .2％ 、 2020 年 0 .3
％ 、 2021 年 10 .9％ で あ った 。  

2021 年の R S ウイ ル ス 感 染症 の 週 別

定 点 あた り 報 告 数 を 図 3 -1 に示 す と と
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も に 、 警 報 の 「 開 始 基 準 値、 終 息 基 準

値 」 を 「 6、 2」 、「 6、 3」 、 「 5、 2」
「 5、 3」 と し た とき の 週 別の 警 報 発 生

割 合 （ 警 報 レ ベ ル の 頻 度 ）を 図 3 -2 に

示 し た 。 各 基 準 値 に よる 2021 年 の 警

報 発 生 状 況 の 要 約 を 表 5 に 示 し た 。 要

約 情 報 と し て 、 警 報 発 生 割合 （ 警 報 あ

り 保 健 所 割 合 ） 、 ピ ー ク の高 さ （ 警 報

あ り 保 健 所 割 合 の 最 大 値 ）、 ピ ー ク の

週 、 流 行 開 始 週 、 流 行 終 了週 、 流 行 期

間 で あ る 。 な お 、 流 行 開 始週 、 流 行 終

了 週 、 流 行 期 間 は 、 そ れ ぞれ 警 報 あ り

保 健 所 数 が 保 健 所 全 体の 5％以 上 に 該

当 す る 最 初 の 週 と 最 後 の 週、 お よ び 、

該 当 す る 週 の 数 を 算 定 す るも の で あ

る 。 2021 年に つ い て 、 警報 の 「 開 始

基 準 値 ： 5、終 息 基 準 値 ： 2」 とし た と

き の 警 報 発 生 割 合 は 12 .5％ と と て も 高

く 、 ピ ー ク の 高 さ は 42 .8％ で あ っ た 。

「 開 始 基 準 値 ： 6、 終 息 基準 値 ： 2」 と

し た と き の 警 報 発 生 割 合は 10 .9％ と と

て も 高く 、 ピ ー ク の 高 さは 40 .6％ で あ

っ た （ 図 3 -2、 表 5） 。  
2015 年 ～ 2021 年に つ い て、 週 別 の

RS ウ イ ル ス 感染 症 定 点 あた り 報 告 数

を 図 4 -1（ 再掲 ） に 示 し 、警 報 の 「 開

始 基 準 値 ： 5、 終 息 基 準 値： 2」と し た

と き の 週 別 警 報 発 生 割 合 を図 4 -2 に 示

し た 。 各 年 の 警 報 発 生 状 況の 要 約 を 表

6 に 示 し た 。 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染

症 の 影 響 下 の 2020 年と 2021 年 を 除

き 、 最 も 年 間 報 告 数 が 多 かっ た 2019
年 の 警 報 発 生 割 合 は 5 .3％ 、 ピ ーク の

週 は 第 38 週 、 ピ ー ク の 高さ は 30 .7
％ 、 流 行 期 間 は 14 週 間 であ っ た 。

2020 年 、 2021 年を 除 き 、最 も 年 間 報

告 数 が 小 さ か った 2016 年警 報 発 生 割

合は 3 .0％ 、 ピー ク の 週 は第 42 週 、 ピ

ー ク の 高 さ は 13 .8％ 、 流 行期 間 は 13
週 間 で あ っ た 。  

 
D．考察  

2021 年は極めて大きい流行状況を反映

して、開 始 基 準 値 「 5」 、 終 息 基準 値

「 2」 と し たと き の 警報発生割合 12.5％

と高かった。これは新型コロナウイルス感

染症流行下の特殊な状況と考えられた。

警 報 の開 始 基 準 値 「 ５ 」 、終 息 基 準 値

「 2」 と し たと き の 警 報 レベ ル の 頻 度

は 、 2015 年 3 .7％ 、 2016 年 3 .0％ 、

2017 年 5 .7％ 、 2018 年 3 .4％ 、 2019
年 5 .3％ 、 2020 年 0 .4％ 、 2021 年

12 .5％ で あっ た 。 2020 年 は 報 告 数の

大 幅 減 、 2021 年 は 報 告 数の 大 幅 増 に

と も ない 警 報 レ ベ ル の 頻 度 は 大 き く 増

減 し てい た 。 これは新型コロナウイルス

感染症流行の影響と考えられ、警報基準値

の変更には至らないと判断した。  
新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症流 行 下 の

2020 年 、 2021 年の 特 殊 な状 況 を 除 け

ば 、 従来 の 定 点 把 握 対 象 疾患 の 警 報 レ

ベ ル の頻 度 に 相 当 す る 、 5％ 前 後に な

る こ とが 確 認 さ れ た 。 2015 年 以降 の

RS ウ イ ル ス 感染 症 の 発 生動 向 を ふ ま

え る と、 R S ウイ ル ス 感 染症 の 警 報 レ

ベ ル の規 定 と し て 、 警 報 の開 始 基 準 値

「 5」 、 終 息基 準 値 「 2」 と す るこ と が

適 切 であ る と 判 断 し た 。 今後 の 発 生 動

向 を 注視 し て 基 準 値 の 検 討を 継 続 す る

必 要 があ る と 考 え ら れ た 。  
 

E．結論  
2018 年 ～ 2021 年（ 7 年 間 ）の 観 察

か ら 、 RS ウ イル ス 感 染 症の 警 報 レ ベ

ル の 規定 と し て 、 警 報 の 開始 基 準 値

「 5」 、 終 息基 準 値 「 2」 と す るこ と が

適 切 であ る と 判 断 し た 。 今後 の 流 行 状

況 を 踏ま え て 、 基 準 値 の 適切 性 に つ い

て 検 討を 継 続 す る 必 要 が ある と 考 え ら

れ た 。  
 

G．研究発表  
1．論文発表 な し  
2．学会発表 なし  
 
 
H．知的財産権の出願・登録状況  
1．特許取得 な し  
2．実用新案登録 な し  
3．その他 な し  
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表 1 RS ウイルス感染症の報告数、2015 年 ～2021 年 

 

 

 

図 1 RS ウイルス感染症の報告数、週別、2015 年 ～2021 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年次 年間報告数 定点あたり年間報告数
2015年 120,049 38.2
2016年 104,703 33.2
2017年 139,557 44.2
2018年 120,743 38.3
2019年 140,092 44.4
2020年 18,097 5.7
2021年 226,952 72.0
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図 2 RS ウイルス感染症の定点あたり報告数、週別、2015 年 ～2021 年 

 
 

 

表 2 RS ウ イル ス 感 染 症 の週 別 報 告 数 分 布 、 2015 年 ～2021 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年次 年間報告数
定点あたり
年間報告数

ピークの高さ
（週別定点あたり
報告数最大値）

ピークの週
定点あたり報
告数が１以上
の開始週

定点あたり報
告数が１以上
の最終週

定点あたり
報告数が1以

上の期間
（週数）

2015年 120,049 38.2 2.4 50 41 - 13
2016年 104,703 33.2 2.3 40 36 47 12
2017年 139,557 44.2 3.3 37 30 43 14
2018年 120,743 38.3 2.5 37 31 41 11
2019年 140,092 44.4 3.5 37 30 43 14
2020年 18,097 5.7 0.4 5 - - -
2021年 226,952 72.0 6.0 28 19 37 19
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表 3 RS ウ イル ス 感 染 症 、定 点 あ た り 報 告 数 の週 ・ 保 健 所 分 布 、 2015 年 ～ 2021 年  

  

 

表 4 各 基 準 値に よ る 警 報レ ベ ル の 頻 度 （ RS ウ イ ル ス 感 染 症 、 2015～ 2021 年 ）  

 

 

 

  

年間 定点あたり 定点あたり報告数の週・保健所分布

年次 報告数 年間報告数 平均 最小値 最大値 5％点 25％点 50％点 75％点 90％点 95％点 99％点

2015年 120,049 38.2 0.69 0 24.5 0 0 0.14 0.80 2.00 3.20 6.50

2016年 104,703 33.2 0.63 0 56.0 0 0 0.14 0.75 1.83 2.82 5.80

2017年 139,557 44.2 0.83 0 40.0 0 0 0.25 1.00 2.33 3.75 7.80

2018年 120,743 38.3 0.72 0 25.0 0 0 0.29 0.88 2.00 3.00 6.00

2019年 140,092 44.4 0.85 0 32.0 0 0 0.30 1.00 2.25 3.60 7.67

2020年 18,097 5.7 0.11 0 15.7 0 0 0.00 0.00 0.25 0.57 2.00

2021年 226,952 72.0 1.35 0 55.5 0 0 0.00 1.20 4.20 7.00 15.00

開始 終息 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

4 2 1,532 5.3 1,266 4.4 2,163 7.5 1,357 4.7 1,947 6.8 147 0.5 4,111 14.3

5 2 1,092 3.7 869 3.0 1,625 5.7 966 3.4 1,529 5.3 105 0.4 3,600 12.5

3 890 3.1 663 2.3 1,222 4.2 763 2.7 1,247 4.3 89 0.3 3,108 10.8

6 2 800 2.7 592 2.1 1,268 4.4 712 2.5 1,196 4.2 80 0.3 3,137 10.9

3 668 2.3 468 1.6 949 3.3 569 2.0 971 3.4 71 0.2 2,739 9.5

警報の基準値 警報あり延べ週数、割合（％）
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図 3-1 RS ウ イ ル ス 感 染 症の 定 点 あ た り 報 告 数、 週 別 、 2021 年  

 
 

図 3-2 各 基 準 値 別 の RS ウ イ ルス 感 染 症 の 警報 発 生 割 合 （ ％ ） 、週 別 、 2021 年  

 

 

表 5 RS ウ イ ル ス 感 染 症 の警 報 の 発 生 状 況 、 2021 年 、 基準 値 別  

 
 

 

  

基準値

「開始基準値，終息基準値」 年間報告数

定点あたり

年間報告数 警報発生数

警報発生割
合(%)

ピークの高さ
(%)* ピークの週* 流行開始週 † 流行終了週†

流行期間
（週数）†

「5，2」 226,952 72.0 3,600 12.5 42.8 28 10 41 32

「5，3」 226,952 72.0 3,108 10.8 39.9 28 10 38 29

「6，2」 226,952 72.0 3,137 10.9 40.6 28 13 39 27

「6，3」 226,952 72.0 2,739 9.5 37.7 28 19 38 20

* 週別警報ありの保健所数が保健所全体に占める割合の最大値、その週

† 警報あり保健所数が全国保健所数全体の５％以上に該当する最初の週、最後の週、期間（週数）
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図 4-1 RS ウイ ル ス 感 染 症の 定 点 あ た り 報 告 数、 週 別 、 2015-2021 年（ 再 掲 ）  

 
図 4-2 RS ウイ ル ス 感 染 症の 警 報 発 生 割 合 （ ％） 、 週 別 、 2015-2020 年 、 開 始 基

準 値 「 5」 、終 息 基 準 値 「 2」  

 

表 6 RSウイルス感染症の警報の発生状況、2015-2021年、開始基準値「5」、終息基準値「2」 

  

年次 年間報告数

定点あたり

年間報告数 警報発生数

警報発生
割合(%)

ピークの高さ
(%)* ピークの週* 流行開始週 † 流行終了週†

流行期間
（週数）†

2015年 120,049 38.2 1,092 3.7 20.7 51 43 53 11

2016年 104,703 33.2 869 3.0 13.8 42 38 50 13

2017年 139,557 44.2 1,625 5.7 31.1 37 31 45 15

2018年 120,743 38.3 966 3.4 17.9 38 31 42 12

2019年 140,092 44.4 1,529 5.3 30.7 38 31 44 14

2020年 18,097 5.7 105 0.4 1.1 45-48,51-53 - - -

2021年 226,952 72.0 3,600 12.5 42.8 28 10 41 32
* 週別警報ありの保健所数が保健所全体に占める割合の最大値、その週

† 警報あり保健所数が全国保健所数全体の５％以上に該当する最初の週、最後の週、期間（週数）
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）  

分担研究報告書  
 

今後の新興感染症の発生時に備えたサーベイランス戦略と枠組みの開発  
疫学的・統計学的なサ－ベイランスの評価と改善グル－プ  

 
 

罹患数の推計  

― 2021 年 ま で の推 移と RS ウ イル ス 感 染 症 の推 計 ―  

 

研究協力者 川戸 美由紀 藤田医科大学医学部衛生学 講師 

 橋本 修二  藤田医科大学 名誉教授  
 太田 晶子  埼玉医科大学医学部社会医学 准教授  
 三重野 牧子 自治医科大学情報センター医学情報学 准教授  
 谷口 清州  国立病院機構三重病院 病院長  
 有馬 雄三  国立感染症研究所感染症疫学センター 室長  
 永井 正規  埼玉医科大学 名誉教授  

 村上 義孝  東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野 教授 

 

研究要旨 

感染症発生動向調査に基づく全国年間罹患数の推計に関する以下の検討を実施した。

１）小児科定点対象疾患、眼科定点対象疾患について、感 染 症 発 生 動 向 調 査シ ス テ ム

に よ る 2021 年 罹 患 数 推 計値 の デ ー タ を 追 加 し、 2021 年までの年別 、 週 別 の全 国

罹 患 数 推 計 値 の 推 移 を ま とめ た 。２）インフルエンザについて、同様に推移をまとめ

るとともに、シ ー ズ ン 別 の推 移 に つ い て 検 討 した 。３）感染症発生動向調査システム

で実施される推計に含まれていない RS ウイルス感染症の 2021 年の推計実施を試みた。

４）罹 患 数 推 計 値 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に 関 す る 検 討 と し

て 、イ ン フ ル エン ザ 、小児科定点対象疾患、眼科定点対象疾患について年間罹患数の過

去 10 年間との比較、および、1 年 間 を 3 期間 に 分 けて 過 去 4 年 間 と の 比 較 を 実 施 し

た 。５ ）性 感 染 症 定 点 対 象疾 患 の 推 計 実 施 に 向け て 、推 計 の 層 と なる 医 療 施 設特

性 別 に 、 2021 年の 定 点 数 と報 告 数 を ま と め た 。 2021 年 の罹 患 数 推 計値 は イ ン フ

ル エ ン ザ（ 1 万 人 ）と 伝 染性 紅 斑（ 1.2 万 人 ）に お い て 2020 年 に 比べ て 激 減 し 、

そ の 他 で も 2020 年 に 続 いて 2019 年 以 前の 10 年 間と 比 較 し て 最も 少 な い 水 準 の

疾 患 が 多 か っ た 。 1 年 間を 3 期 間 に 分 け て 2020 年 と 比 較す る と 、 流 行 の な か っ

た 疾 患 や 突 発 性 発 疹 、 RS ウ イ ル ス 感 染 症 を 除く と 、 大 ま か に は 1～ 14 週 が 少な

め で 、そ れ 以 降は 1～ 14 週 よ り 大 きい 値 に なり 、 39 週～ 52 週 で は手 足 口 病 な ど

3 疾 患 で 比 が 大 き く 1 を 超 えた 。3 期 間 別 に 過 去 4 年 間 の 推 計 値 の平 均 と 比 較す

る と 、 2021 年 は 手 足 口 病、 突 発 性 発 疹 、 ヘ ルパ ン ギ ー ナ で 比 が 1 を 超え た 期間

が あ っ た が 他 は 低 い 水 準 であ っ た 。2021 年の RS ウ イル ス 感 染 症 の罹 患 数 推 計を

実 施 し 、各 疾 患 の 罹 患 数 推計 値 の ま と め を 行 うと と も に 、性 感 染 症の 定 点 種 別の

報 告 数 に つ い て ま と め た。感 染 症 発 生 動 向 調 査シ ス テ ム に お ける RS ウ イル ス感

染 症 と 性 感 染 症 の 罹 患 数 推計 実 施 を 提 言 す る 。  

 

A．研究目的 

感 染 症 発 生 動 向 調 査 の 主 目的 は 流 行

の 早 期 把 握 で あ る が 、 副 次的 目 的 と し

て 定 点 把 握 対 象 疾 患 の 全 国罹 患 数 の 推

計 が 挙 げ ら れ る 。 本 研 究 グル ー プ で

は 、 課題 の 一 つ と し て 全 国年 間 罹 患 数

推 計 に関 す る 検 討 を 行 っ てき た 。 2006

年 4 月 1 日 よ り 利 用 開 始 され た 感 染 症

発 生 動向 調 査 シ ス テ ム に おい て は 、 本

研 究 グル ー プ が 提 案 し た 方法 に よ り 、
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イ ン フ ル エ ン ザ ・ 小 児 科 定点 対 象 12

疾 患 （ 2008 年 より 10 疾 患 、 2018 年 よ

り 9 疾患 に 減 ） ・ 眼 科 定 点対 象 2 疾 患

に つ い て 毎 週 の 報 告 数 が 得ら れ る と 同

時 に 逐 次 的 に 全 国 罹 患 数 推計 が 行 わ

れ 、 週 別 ・ 月 別 ・ 年 別 に 、性 別 ま た は

年 齢 階 級 別 の 全 国 罹 患 数 推計 値 が 計 算

さ れ て い る 。  

2003 年 11 月 よ り 小 児 科 定点 対 象 疾

患 と な っ た RS ウ イ ル ス 感染 症 は 、 現

在 、 罹 患 数 推 計 の 対 象 で はな い 。 RS ウ

イ ル ス 感 染 症 が 定 点 把 握 対象 疾 患 に 追

加 さ れ た 当 時 は 検 査 等 の 保険 適 用 対 象

が 限 ら れ て い た こ と な ど が考 慮 さ れ た

た め で あ っ た が 、 近 年 は 検査 診 断 の 保

険 適 用 の 範 囲 が 広 が り 、 検査 ・ 診 断 実

施 が 拡 大 ・ 安 定 し た と 考 えら れ る （ 感

染 症 発 生 動 向 調 査 週 報 では 2018 年 第 9

週 よ り 定 点 当 た り 報 告 数 の表 示 が 開

始 ） 。 こ れ に よ り 、 他 の 小児 科 定 点 対

象 疾 患 と 同 様 に 、 感 染 症 発生 動 向 調 査

シ ス テ ム で の 罹 患 数 推 計 の実 施 に 問 題

が な い 状 況 と な っ た が 、 実装 さ れ て い

な い 。  

2020 年 の 新 型 コロ ナ ウ イル ス 感 染 症

の 流 行 に よ り 、 定 点 報 告 対象 疾 患 で は

多 く の 疾 患 で 定 点 あ た り 報告 数 が 減 少

し た 。 各 疾 患 の 流 行 の 減 少の 程 度 に つ

い て 、 昨 年 度 は 罹 患 数 推 計値 を 用 い た

評 価 を 実 施 し た 。 2021 年 も 引 き 続 き新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の流 行 に よ る

生 活 様 式 の 変 化 が 続 い て おり 、 2020 年

と 同 様 に 評 価 し て お く こ とは 、 今 後 の

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症の 流 行 終 了

後 の 各 疾 患 の 流 行 評 価 の ため に も 重 要

で あ る 。  

性 感 染 症 定 点 対 象 の 4 疾患 に つ い て

は 、 こ れ ま で に 補 助 変 量 を用 い た 罹 患

数 推 計 を 試 み 、 感 染 症 発 生動 向 調 査 シ

ス テ ム 上 で の 推 計 実 施 を 提言 し て き

た 。 引 き 続 き 推 計 実 施 の ため の 基 礎 的

検 討 を し て お く こ と が 重 要で あ る 。  

本 研 究 課 題 で は 、 感 染 症 発生 動 向 調

査 シ ス テ ム に お け る 罹 患 数推 計 値 に つ

い て 、 2021 年 の推 計 値 を追 加 し て ま と

め を 行 い 、 そ の 推 移 を 観 察し た 。 ま

た 、 RS ウ イ ル ス感 染 症 の報 告 数 を 利 用

して 2021 年の 罹 患 数 推 計を 試 み た 。

罹 患 数 推 計 値 に お け る 2021 年 の新 型

コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 症 の 影響 に 関 す る

検 討 を行 っ た 。 性 感 染 症 定点 対 象 疾 患

の 罹 患数 推 計 の た め の 基 礎的 検 討 と し

て 医 療施 設 特 性 別 の 定 点 と報 告 の 状 況

を ま とめ た 。  

 

B．研究方法 

１ ） 疾患 別 罹 患 数 推 計 値  

対 象 疾患 は 、 小 児 科 定 点 対象 10 疾

患 （ 咽頭 結 膜 熱 、 A 群 溶 血性 レ ン サ 球

菌 咽 頭炎 、 感 染 性 胃 腸 炎 、水 痘 、 手 足

口 病 、伝 染 性 紅 斑 、 突 発 性発 疹 、 百 日

咳 （ 2018 年 か ら全 数 報 告対 象 疾 患 の た

め 2017 年 まで を 対 象 ） 、ヘ ル パ ン ギ

ー ナ 、流 行 性 耳 下 腺 炎 ） 、眼 科 定 点 対

象 2 疾患 （ 急 性 出 血 性 結 膜炎 、 流 行 性

角 結 膜炎 ） と し た 。 こ の 他、 2007 年ま

で 小 児科 定 点 対 象 疾 患 で あっ た 風 疹 と

麻 疹 （ 2008 年 から 全 数 把握 対 象 疾 患 ）

に つ いて 、 2002 年 ～ 2007 年 の 年 別推

計 値 を用 い た 。  

資 料 とし て 、 過 去 に 本 研 究グ ル ー プ

が 推 計を 実 施 した 2002 年 から 2005 年

の 年 別の 全 国 罹 患 数 推 計 値と 、 2006 年

から 2021 年の 感 染 症 発 生動 向 調 査 シ

ス テ ムに よ る 年 別 の 全 国 罹患 数 推 計 値

お よ び 週 別 全 国 罹 患 数 推 計値 を 利 用 し

た 。 推計 値 は 、 総 数 、 お よび 、 男 女 別

・ 年 齢階 級 別 に 得 た 。  

小 児 科定 点 対 象 10 疾 患 ・ 眼 科 定 点

対象 2 疾 患 の 全 国 の 罹 患 数推 計 値 に つ

い て 、 2017 年 から 2021 年 の年 別 罹 患

数 の 推移 と 、 年 齢 階 級 別 の週 別 罹 患 数

の 推 移 を 示 し た 。 年 齢 階 級は 、 小 児 科

定 点 対象 疾 患 では 0～ 4 歳 、 5～ 9 歳 、

10～ 14 歳 、 15 歳 以 上 、 眼科 定 点 対 象

疾 患 では 、 0～ 9 歳 、 10～ 19 歳 、 20～

59 歳 、 60 歳以 上 と し た 。  

 

２ ） イン フ ル エ ン ザ の 罹 患数 推 計 値  

イ ン フル エ ン ザ の 全 国 の 罹患 数 推 計

値 に つい て は 、 2016 年 から 2021 年ま

で の 年別 罹 患 数 と 、 2007/2008 年 か ら

2020/2021 年 ま で の シ ー ズン 別 の 罹 患

数 の 推移 を 示 し た 。 シ ー ズン 別 の 罹 患

数 推 計値 は い ず れ も 期 間 中の 週 別 全 国

罹 患 数推 計 値 を 合 計 し て 求め た 。 各 シ

ー ズ ンの 期 間 に つ い て は 、基 本 的 に 第

36 週 ～ 翌 年第 35 週 と し たが 、 新 型 イ
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ン フ ル エ ン ザ の た め 、 2008/2009 年 は

2008 年 第 36 週 ～ 2009 年 第 27 週 、

2009/2010 年 は 2009 年 第 28 週 ～ 2010

年第 35 週 とし た 。 ま た 、 2017 年 から

2021 年 の 週 別 全国 罹 患 数 推 計 値 の 推

移 、 お よ び 、 年 齢 階 級 別 の週 別 全 国 罹

患 数 推 計 値 の 推 移 を 示 し た。 年 齢 階 級

は 、 0～ 4 歳 、 5～ 9 歳 、 10～ 14 歳 、 15

～ 19 歳 、 20～ 29 歳 、 30～ 39 歳 、 40～

49 歳 、 50～ 59 歳 、 60～ 69 歳、 70 歳 以

上 、 と し た 。  

 

３ ） RS ウ イ ル ス感 染 症 の罹 患 数 推 計  

RS ウ イ ル ス 感 染症 に つ いて 、 2021

年 の 年 間 罹 患 数 の 推 計 を 試み た 。 表 １

に 小 児 科 定 点 対 象 疾 患 の 罹患 数 の 推 計

方 法 の 概 要 を 示 す 。 こ れ は現 在 の シ ス

テ ム で 利 用 さ れ て い る 方 法で あ り 、 RS

ウ イ ル ス 感 染 症 に つ い て も同 じ 方 法 を

用 い た 。  

資 料 と し て 、 感 染 症 発 生 動向 調 査 シ

ス テ ム か ら 得 ら れ る 定 点 情報 、 報 告 数

情 報 と 、 全 医 療 施 設 情 報 を用 い た 。  

推 計 に お い て は 、 感 染 症 発生 動 向 調

査 に お け る 定 点 が 無 作 為 に選 定 さ れ て

い る 、 と 仮 定 す る と 、 定 点か ら の 報 告

数 は 多 項 超 幾 何 分 布 に 従 うこ と を 利 用

し て い る 。 定 点 の 無 作 為 選定 を 前 提 と

す れ ば 、 報 告 数 別 の 定 点 数の 分 布 は 、

全 医 療 施 設 に お け る 報 告 数別 の 医 療 施

設 数 の 分 布 と 同 じ と 考 え るこ と が で き

る 。 定 点 あ た り の 平 均 報 告数 が 全 国 の

医 療 施 設 に お け る 平 均 の 罹患 数 と 考 え

る こ と が で き 、 全 国 の 罹 患数 推 計 値

は 、 平 均 報 告 数 と 医 療 施 設数 の 積 に よ

っ て 与 え ら れ る 。 こ の と き、 定 点 か ら

の 報 告 数 は 地 域 や 医 療 施 設の 特 性 に よ

っ て 異 な る と 考 え ら れ る こと か ら 、 実

際 に は 地 域 （ 都 道 府 県 ） およ び 医 療 施

設 特 性 を 層 と し て 、 層 ご とに 定 点 が 無

作 為 に 選 定 さ れ て い る と 仮定 し 、 そ の

層 ご と に 定 点 当 た り の 平 均報 告 数 と 医

療 施 設 数 の 積 を 求 め 、 こ れを 合 計 し て

全 国 の 罹 患 数 と す る 。 95％信 頼 区 間 は

層 ご と に 定 点 別 報 告 数 が 多項 超 幾 何 分

布 に 従 う こ と か ら 算 定 し てい る 。  

以 上 の 方 法 に より 2021 年の RS ウ イ

ル ス 感 染 症 の 罹 患 数 推 計 を実 施 し た 。

昨 年 度 ま で に 実 施 し た 結 果と 合 わ せ

て 、 2016 年 ～ 2021 年 の 罹患 数 推 計

値 、 95％ 信 頼 区 間 を 示 す とと も に 、 定

点 か らの 患 者 報 告 数 と の 比を 示 し た 。  

 

４ ） 罹患 数 推 計 値 に お ける 2021 年 の

新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症の 影 響 に 関

す る 検討  

昨 年 度の 本 課 題 に お い て 、 2020 年 の

新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 の 影

響 を 評価 す る た め 、 い く つか の 検 討 を

行 っ た。 本 年 度は 2021 年 につ い て 、

昨 年 と同 様 の 方 法 で 検 討 を行 っ た 。  

対 象 はイ ン フ ル エ ン ザ 、 小児 科 定 点

対 象 疾患 、 眼 科 定 点 対 象 疾患 と し た 。

ま ず 、 2010 年 から 2019 年の 10 年 間に

つ い て、 罹 患 数 推 計 値 の 平均 値 、 最 大

値 、 最小 値 を 確 認 し た 。 2020 年 ・ 2021

年 の 推計 値 と 10 年 間 の 平均 値 、 最 大

値 、 最小 値 、 お よ び 、 前 年（ 2020 年は

2019 年 、 2021 年 は 2020 年 ） と の 比を

算 出 して 比 較 し た 。  

次 に 、 1 年 間 を 3 つ の 期 間に 分 け 、

過去 4 年 間 の 流 行 状 況 と 比較 し た 。 こ

れ は 、昨 年 度 、 2020 年 の 新型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス感 染 症 の 流 行 に 伴 う感 染 症 対 策

の 進 行の 時 期 別 に 、 各 疾 患の 減 少 の 程

度 を 評価 す る こ と を 目 的 とし て 実 施 し

た も ので あ る 。 今 回 は 2021 年 につ い

て 、 同じ 3 期 間 別 に 増 減 の状 況 を 検 討

し た 。 3 期 間 は 、 そ れ ぞ れ、 第 1 週 ～

第 14 週 （ 14 週 間 、 2020 年 は 2019 年

12 月 30 日 ～ 2020 年 4 月 5 日 ） 、第 15

週 ～第 38 週（ 24 週 間 、 2020 年は 4 月

6 日 ～ 9 月 20 日 ） 、 第 39 週 ～第 52 週

（ 14 週 間 、 2020 年 は 9 月 21 日～ 12 月

27 日 ） と し た 。そ れ ぞ れの 期 間 ご と

に 、 2020 年と 2021 年 の 週別 罹 患 数 推

計 値 の合 計 を 求 め た 。 同 様に 、 2016 年

から 2019 年の 4 年 間 に つい て 、 3 期 間

別 の 週別 罹 患 数 推 計 値 の 合計 の 平 均 を

算 出 した 。 2020 年 と 2021 年 の罹 患 数

推 計 値に つ い て 、 前 年 （ それ ぞ れ 2019

年と 2020 年） と の 比 と 、 2016 年 から

2019 年 の 4 年 間平 均 と の比 を 算 出 し

た 。  

3 期 間 の設 定 は 、 2020 年 の 新 型 コ ロ

ナ ウ イル ス 感 染 症 の 流 行 状況 な ど か ら

決 定 した 。 最 初の 14 週 間 は前 年 12 月

から 1 月 は じ め の 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス
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感 染 症 発 生 報 告 か ら 最 初 の 緊 急 事 態 宣

言 発 出 直 前 ま で で あ り 、 感染 対 策 等 の

拡 大 が 進 ん だ 期 間 と 考 え る。 次 の 24

週 間 は 第 1 波 の 収 束 と第 2 波 の 発 生 ・

収 束 を 含 む 期 間 で あ り 、 社会 経 済 活 動

が 大 き く 制 限 さ れ た 時 期 であ る 。 最 後

の 14 週 間 は、 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感

染 症 の 新 規 陽 性 者 数 が 増 加し 続 け 、 翌

年 1 月 の 緊 急 事 態 宣 言 の 発出 へ と つ な

が っ て い る 。 第 38/39 週 で 期 間 を 分け

た 理 由 と し て は 、 イ ン フ ルエ ン ザ が 流

行 開 始 前 で あ る こ と 、 複 数の 疾 患 で 見

ら れ る 夏 の 流 行 が 収 束 し 、冬 の 流 行 の

前 の 時 期 に あ た る こ と か ら、 夏 と 冬 の

流 行 期 を 分 け る こ と を 考 慮し 、 最 初 の

期 間 の 14 週と 最 後 の 期 間の 週 数 を 合

わ せ て 設 定 し た 。 な お 、 2020 年 は 第

53 週 （ 12 月 28 日 ～ 2021 年 1 月 3 日）

が あ る が 、 他 の 年 と 週 数 を合 わ せ る た

め 除 外 し た 。  

比 の 算 出 に お い て は 、 分 母 （ 10 年 間

や 4 年 間 の 罹 患 数 平 均 値 など ） が 1.0

万 人 未満 の 場 合 は 、 値 が 不安 定 に な る

た め 算 出 し な か っ た 。 分 母が 1.0 万 人

以上 5.0 万 人 未 満 は 算 出 した が 、 解 釈

に 注 意 す る 必 要 が あ る 。  

 

５ ） 性 感 染 症 の 罹 患 数 推 計 に 関 す る 基

礎 的 検 討  

資 料 と し て 、 2021 年 の 感染 症 発 生 動

向 調 査 の 定 点 情 報 、 2020 年 の 医 療 施設

調 査 の 医 療 施 設 情 報 を 用 いた 。 2020 年

医 療 施 設 調 査 は 統 計 法第 33 条 によ る

調 査 票 情 報 の 提 供 を 受 け て利 用 し た 。  

医 療 施 設 特 性 と し て 、 病 院ま た は 一

般 診 療 所 の 2 区 分 と 、 診 療科 と し て 産

婦 人 科 系 （ 産 婦 人 科 、 産 科、 婦 人

科 ） 、 泌 尿 器 科 、 皮 膚 科の 3 区 分 、 全

６ 区 分 を 用 い た 。  

ま ず 、 罹 患 数 推 計 で の 利 用を 想 定 し

て い る 産 婦 人 科 系 と 泌 尿 器科 に つ い

て 、 2021 年 10 月 に 報 告 のあ る 定 点 を

対 象 に 、 2020 年の 医 療 施設 数 に 基 づ い

て 抽 出 率 を 算 定 す る と と もに 、 医 療 施

設 と 定 点 の そ れ ぞ れ に つ いて 産 婦 人 科

系 と 泌 尿 器 科 の 比 を 示 し た。 次 に 、 性

感 染 症 定 点 対 象の 4 疾 患 （ 性 器 ク ラ ミ

ジ ア 感 染 症 、 性 器 ヘ ル ペ スウ イ ル ス 感

染 症 、 尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 、淋 菌 感 染

症 ）の 2021 年 の 報 告 数 につ い て 、

2021 年 の 12 ヵ 月 全 て の 報告 が あ る 定

点 を 対象 に 、 定 点 の 医 療 施設 特 性 別 に

平 均 、標 準 偏 差 と 最 小 値 、最 大 値 を 算

出 し た。  

 

 (倫理 面 へ の 配 慮）  

本 研 究で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。「 疫 学 研 究

に 関 する 倫 理 指 針 」 の 適 用範 囲 で は な

い が 、資 料 の 利 用 や 管 理 など 、 そ の 倫

理 指 針の 原 則 を 遵 守 し た 。  

 

C．研究結果 

１ ） 疾患 別 罹 患 数 推 計 値  

小 児 科定 点 対 象 10 疾 患 と眼 科 定 点

対象 2 疾 患 に お け る 2017 年 から 2021

年 の 全国 罹 患 数 推 計 値 に つい て 、 表 ２

－ １ ～ 12 に 年 別全 国 罹 患数 推 計 値 、 図

１ － １～ 12 に 年齢 階 級 別の 週 別 全 国 罹

患 数 推計 値 の 推 移 を 示 し た 。  

な お 、小 児 科 定 点 対 象 疾 患の 罹 患 数

推 計 値は 病 院 の 小 児 科 お よび 小 児 科 を

有 す る一 般 診 療 所 か ら の 報告 に 基 づ く

も の であ り 、 成 人 に お け る流 行 の 解 釈

に 用 いる 際 に は 注 意 を 要 する 。  

 

２ ） イン フ ル エ ン ザ の 罹 患数 推 計 値  

イ ン フル エ ン ザ に お け る 2017年 か ら

2021年の 全 国 罹 患 数 推 計 値に つ い て 、

表 ３ －１ に 年 別 全 国 罹 患 数推 計 値 、 図

２ － １に 週 別 全 国 罹 患 数 推計 値 、 図 ２

－ ２ ～３ に 年 齢 階 級 別 の 週別 全 国 罹 患

数 推 計値 の 推 移 を 示 し た 。 2021年 の イ

ン フ ルエ ン ザ は 定 点 か ら の報 告 数 が 極

め て 少な く 、 2021年 罹 患 数推 計 値 は 1

万 人 で あ り 、 2020年 の 416万 人 より さ

ら に 減少 し た 。  

表 ３ －２ に 2006/2007年 か ら

2021/2021年 ま で の シ ー ズン 別 全 国 罹

患 数 推計 値 を 示 し た 。 表 ３－ ２ の 各 シ

ー ズ ンの 期 間 は 方 法 の 項 に示 し た 通 り

で あ る。 期 間 中 の 週 別 罹 患数 推 計 値 の

合 計 によ り 求 め た シ ー ズ ン別 の 罹 患 数

推 計 値は 、 こ れ ま で 、 2007/2008年 の

684万 人 が 最小 で あ っ た が、 2020/2021

年 は 流行 が な く 、 シ ー ズ ンの 罹 患 数 推

計 値 は 1万 人で あ っ た 。  
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３ ） RS ウ イ ル ス感 染 症 の罹 患 数 推 計  

表 ４に RS ウイ ル ス 感 染 症の 罹 患 数

推 計 値 を 示 す 。 2021 年 の RS ウ イ ルス

感 染 症 の 罹 患 数 推 計 値は 109.7 万 人 と

試 算 さ れ た 。 罹 患 数 と 報 告数 の 比 は

4.8 倍 で あ り 、 2016 年 から 2020 年 の

推 計 値 と 報 告 数 と の 比 （ 4.7～ 5.1 倍）

と 比 べ て 、 大 き く 異 な ら なか っ た 。  

 

罹 患 数 推 計 値 の ま と め  

表 ５に 2002 年 ～ 2021 年 の 罹患 数 推

計 値 の 年 次 推 移 を 示 す 。 2002 年 ～ 2005

年 の 推 計 値 は 当 グ ル ー プ によ る 推 計

値 、 2006 年 以 降は 同 じ 推計 方 法 に よ り

感 染 症 発 生 動 向 調 査 シ ス テム 上 で 計 算

さ れ た 推 計 値 で あ る 。 2009 年 の イ ンフ

ル エ ン ザ は 新 型 イ ン フ ル エン ザ を 含

む 。  

2021 年 の 罹 患 数推 計 値 は、 イ ン フ ル

エ ン ザ （ 1 万 人 ） 、 A 群 レ ンサ 球 菌 咽

頭 炎 （ 47.1 万 人） 、 水 痘（ 9.7 万

人 ） 、 手 足 口 病 （ 39.9 万 人 ） 、 伝 染性

紅 斑 （ 1.2 万 人 ） 、 突 発 性発 疹 （ 33.5

万 人 ） 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 （ 4.0 万

人 ） 、 急 性 出 血 性 結 膜 炎 （ 0.2 万

人 ） 、 流 行 性 角 結 膜 炎 （ 9.4 万 人 ） に

お い て 、 い ず れも 2002 年 以降 の 年 間

罹 患 数 と し て 最 も 少 な か った 。 他 の 疾

患 も 、 2002～ 2019 年 の 水準 よ り 下 回 っ

た 。 例 外 と し て 、 RS ウ イ ルス 感 染 症

（ 109.7 万 人 ） は 2016 年 ～ 2019 年 の

51～ 72 万 人 を 大き く 上 回っ た 。  

 

４ ） 罹 患 数 推 計 値 に お ける 2021 年 の

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症の 影 響 に 関

す る 検 討  

表 ６ に 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、小 児 科 定

点 対 象 の 10 疾 患 、 眼 科 定点 対 象 の 2

疾 患 に つ い て 、 2020 年 ・ 2021 年 の 推

計 値 と 2010～ 2019 年 推 計値 の 平 均 ・

最 大 ・ 最 小 、 お よ び 、 前 年と の 比 較 を

示 す （ 平 均 ・ 最 大 ・ 最 小 につ い て は 、

RS ウ イ ル ス 感 染症 のみ 2016～ 2019

年 ） 。 2021 年 の前 年 と の比 （ 2020 年

と の 比 ） を 見 る と 、 RS ウ イ ル ス 感 染症

（ 13.06） が極 め て 増 加 し、 手 足 口 病

（ 4.81） 、 ヘ ル パ ン ギ ー ナ（ 1.60） が

1.5 を 上 回 っ て い た 。 逆 に イ ン フ ル エ

ン ザ （ 0.00） 、 伝 染 性 紅 斑（ 0.11） 、

A 群 レ ンサ 球 菌 咽 頭 炎 （ 0.45） 、 水 痘

（ 0.57） が 低 く 、 そ の 他 の小 児 科 定 点

対 象の 4 疾 患 が 0.94～ 1.13、 眼科 定 点

対 象の 2 疾 患 は 0.67 と 0.77 で あ っ

た 。  

2021 年 の 推 計 値と 2010～ 2019 年 推

計 値 の平 均 と の 比 を み る と、 突 発 性 発

疹 （ 0.74） と RS ウ イ ル ス感 染 症

（ 1.76） 以 外 の 疾 患 で 0.5 未 満 で あ っ

た 。 2021 年 の 推計 値と 2010～ 2019 年

推 計 値の 最 小 と の 比 を み ると 、 RS ウイ

ル ス 感染 症 （ 2.16） と 手 足口 病

（ 1.11） 以 外 は 1 を 下 回 り、 イ ン フ ル

エ ン ザな ど 8 疾 患 で 0.5 未 満 で あ っ

た 。  

表 ７ に、 イ ン フ ル エ ン ザ 、小 児 科 定

点 対 象の 9 疾 患 、 眼 科 定 点対 象 の 2 疾

患 を 対象 と し て 、 2020 年 と 2021 年 に

つ い て、 2020 年の 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症流 行 状 況 に よ る 3 期間 別 の 罹 患

数 推 計値 と 、 2016～ 2019 年 の 4 年 間の

平 均 との 比 、 お よ び 、 前 年と の 比 を 示

す 。 急性 出 血 性 結 膜 炎 に つい て は 、 3

期 間 別の 推 計 値が 0.0 と な り 、 比 を算

出 で きな か っ た 。 2021 年 の 前 年 と の比

（ 2020 年 と の 比） を み ると 、 イ ン フ ル

エ ン ザと 伝 染 性 紅 斑 に お いて は 、 3 期

間 と もに 2021 年 の 推 計 値が 小 さ く 、

比 は ほぼ 0（ 伝 染 性 紅 斑の 39 週～ 52

週 の 比は 算 出 で き ず ） で あっ た 。 他 の

8 疾 患 につ い て 、 1～ 14 週 で 1 を 超え

た の は突 発 性 発 疹 （ 1.28）の み 、 次 い

で 流 行性 耳 下 腺 炎 （ 0.92）が 1 に 近 い

値 で 、他 の 疾 患 で は 0.3～ 0.6 程 度 で

あ っ た。 15～ 38 週 で は 手足 口 病

（ 1.95） 、 咽 頭 結 膜 熱 （ 1.78） 、 感 染

性 胃 腸炎 （ 1.44） 、 他 の 疾患 は 0.7～

1.2 程 度で あ っ た 。 39 週 ～ 52 週に お い

て は 、手 足 口 病 に お い て 大き く 増 加 し

（ 15.00） 、ヘ ル パ ン ギ ーナ （ 3.48）

と 感 染性 胃 腸 炎 （ 1.80）が 1 よ り 大 き

く 、 他の 疾 患 では 0.5～ 0.9 程 度 で あ

っ た 。  

2021 年 の 推 計 値と 2016～ 2019 年 推

計 値 の平 均 と の 比 を み る と、 比 が 1 を

超 え たの は 手 足 口 病 の 39 週 ～ 52 週

（ 1.25） 、 突 発 性 発 疹の 1～ 14 週

（ 1.01） 、 ヘ ル パ ン ギ ー ナの 1～ 14 週
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（ 1.26） と 39 週 ～ 52 週 （ 1.68） で あ

り 、 突 発 性 発 疹が 3 期 とも 0.8 以 上 で

あ る 以 外 は 、 大 き く ても 0.6 程 度 で あ

っ た 。  

 

５ ） 性 感 染 症 の 罹 患 数 推 計 に 関 す る 基

礎 的 検 討  

 表 ８ に 、 定 点 種 別 の 医 療施 設 数 、 定

点 数 と 抽 出 率 、 及 び 、 産 婦人 科 系 と 泌

尿 器 科 系 の 比 を 示 す 。 2021 年 の 定 点数

は 産 婦 人 科 系 と 泌 尿 器 科 を合 わ せ て

900 定 点 （ 抽 出 率 7.6％ ） で あ った 。

定 点 種 別 で は 病 院 の 産 婦 人科 系 が 10.2

％ 、 一 般 診 療 所 の 産 婦 人 科、 病 院 と 一

般 診 療 所 の 泌 尿 器 科 は 7％ 前後 で あ っ

た 。 表 に 示 し て い な い 皮 膚科 の 定 点 数

は 82（ 病 院 が 21、 一 般 診療 所 が 61）

で あ っ た 。 産 婦 人 科 系 と 泌尿 器 科 の 比

は 、 医 療 施 設 で 1.03 に 対 して 、 2021

年 の 定 点 で は 1.15 で あ った 。  

 表 ９ － １ ～ ４ に 、 疾 患 別、 病 院 ・ 一

般 診 療 所 と 診 療 科 別 の 、 2021 年 の 年間

報 告 数 を 示 し た 。  

 

D．考察 

本 研 究 グ ル ー プ で 検 討 を 進め て き た

全 国 年 間 罹 患 数 推 計 に つ いて 、 感 染 症

発 生 動 向 調 査 シ ス テ ム に よる 2021 年

の 推 計 値 を 追 加 し 、 2021 年 の RS ウ イ

ル ス 感 染 症 の 罹 患 数 推 計 を実 施 し て

2006 年 以 降 の 推計 値 の 推移 を ま と め

た 。 特 に 、 2020 年 、 2021 年 の 新 型コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る影 響 の 程 度

に つ い て 評 価 し 、 2020 年 の 緊 急 事 態宣

言 以 降 の 罹 患 数 の 減 少 の 程度 を 示 し

た 。  

2020 年 は 2019 年 以 前 に 比べ て 突 発

性 発 疹 以 外 で 大 き く 減 少 した が 、 2021

年は 2020 年と 比 較 し て 、イ ン フ ル エ

ン ザ と 伝 染 性 紅 斑 で さ ら に激 減 し 、 RS

ウ イ ル ス 感 染 症 以 外 の 疾 患で は 同 程 度

あ る い は 減 少 で あ り 、 2019 年 以 前 の

10 年 間 に お い て最 も 低 い水 準 の 疾 患 が

多 か っ た 。 1 年 間 を 3 つ の 期間 に 分 け

て 2021 年 を 2020 年 と の 比で み る と 、

流 行 の な か っ た 疾 患 や 突 発性 発 疹 、 RS

ウ イ ル ス 感 染 症 を 除 く と 、 大 ま か に は

1～ 14 週 が 少 な め で 、 そ れ以 降 は 1～

14 週 よ り 大 き い値 に な り、 39 週 ～ 52

週 で は手 足 口 病 な ど 3 疾患 で 大 きく 1

を 超 えた 。 3 期 間 別 に 過去 4 年間の推

計値の平均と比較すると、 2021 年は

手足口病、突発性発疹、ヘルパンギ

ーナで比が 1 を超えた期間があった

が他は低い水準であった。 2020 年 と

2021 年 の 罹 患 数の 増 減 は、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ルス 感 染 症 に 対 す る 感染 対 策 な ど

の 影 響 を 強 く 受 け て い る と考 え ら れ

る 。 その 程 度 を 評 価 し て おく こ と は 重

要 で あり 、 3 期 間 に 分 け た検 討 に よ っ

て 減 少の 様 子 を あ る 程 度 表現 で き た も

の と 考え る 。 減 少 の 原 因 とし て 、 感 染

対 策 によ る 予 防 効 果 、 新 型コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感染 症 の た め に 医 療 施設 の 受 診 を

控 え た可 能 性 、 疾 患 毎 の 違い に は 伝 播

形 式 や感 染 す る 年 齢 の 違 いな ど の 可 能

性 が 挙げ ら れ る 。 ま た 、 近年 減 少 傾 向

が 続 いて い る 疾 患 な ど 、 疾患 毎 に こ れ

ま で の流 行 の 様 態 を 踏 ま えて 解 釈 す る

必 要 があ る 。 突 発 性 発 疹は 0～ 1 歳 の

感 染 が中 心 で あ り 、 感 染 予防 が 難 し い

こ と 、母 子 感 染 の 可 能 性 など が 、 他 の

疾 患 と流 行 状 況 の 異 な る 原因 と 考 え ら

れ る 。  

罹 患 数推 計 に 関 す る 課 題 とし て 、 ま

ず 、 推計 方 法 の 評 価 が 挙 げら れ る 。 イ

ン フ ルエ ン ザ 罹 患 数 の 推 計で 採 用 さ れ

て い る補 助 変 量 を 用 い た 方法 （ 2018 年

か ら シス テ ム で 採 用 ） に つい て 、 従 来

の 方 法か ら の 変 更 に 伴 う 推計 値 へ の 影

響 の 評価 な ど が 重 要 で あ るが 、 デ ー タ

利 用 上の 問 題 の た め に 、 現状 は 補 助 変

量 関 連の 検 討 は 難 し い 。  

別 の 課題 と し て 、 RS ウ イ ルス 感 染 症

と 性 感染 症 定 点 対 象 疾 患 の罹 患 数 推 計

の 実 施が 挙 げ ら れ る 。 両 方と も 、 こ れ

ま で に推 計 方 法 を 提 案 し 、推 計 を 実 施

す る とと も に 、 シ ス テ ム への 実 装 を 提

案 し てき た 。 引 き 続 き シ ステ ム へ の 実

装 を 提言 す る と と も に 、 推計 実 施 に 関

し て 定点 の 報 告 状 況 の 整 理な ど の 基 礎

的 検 討を 進 め た い 。  

定 点 把握 疾 患 の 罹 患 数 推 計が 感 染 症

発 生 動向 調 査 シ ス テ ム に 組み 込 ま れ た

こ と によ り 、 推 計 値 が 様 々な 場 面 で 利

用 さ れる よ う に な っ て き た。 今 後 も 感

染 症 対策 に 資 す る た め 、 罹患 数 推 計 に

つ い て推 計 方 法 の 検 討 な ど進 め る 必 要
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が あ る と 考 え ら れ る 。  

 

E． 結 論  

感 染 症 発 生 動 向 調 査 に 基 づく イ ン フ

ル エ ン ザ 、 小 児 科 定 点 対 象疾 患 、 眼 科

定 点 対 象 疾 患 の 罹 患 数 の 推計 値 に つ い

て 、 2021 年 の デー タ を 追加 し て そ の 推

移 を ま と め た 。 RS ウ イ ルス 感 染 症 の 罹

患 数 推 計 を 試 行 し 、 推 計 実施 に は 問 題

が 無 い と 考 え ら れ た 。  

感 染 症 発 生 動 向 調 査 シ ス テム に お け

る RS ウ イ ルス 感 染 症 と 性感 染 症 の 罹

患 数 推 計 実 施 を 提 言 す る 。  
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表 1. 小 児 科 定 点 対 象 疾 患の 罹 患 数 の 推 計 方 法  

層別の罹患数の推計値は定点選定の無作為性を仮定として、下式で与える。  

（ 罹 患数 の 推 計 値 ） ＝ （ 定点 の 患 者 数 の 和 ） ／（ 定 点 抽 出 率 ）  

 

層 は 医 療 施 設 特 性 ① ～ ③×都 道府 県 と す る 。  

① 病 院の 小 児 科  

② 小 児科 を 有 す る 一 般 診 療所 （ 主 た る 診 療 科 目が 小 児 科 ）  

③ 小 児科 を 有 す る 一 般 診 療所 （ 主 た る 診 療 科 目が 小 児 科 以 外 ）  

 

層 全 体 の 罹 患 数 の 推 計 値 は、 層 別 の 罹 患 数 の 推計 値 の 合 計 で 与 え る。 ま

た 、 罹 患 数 の 95％ 信 頼 区間 を 近 似 的 に 推 定 する 。  

 

 

 

 

 
表２－１．年別全国罹患数推計値 咽頭結膜熱  

 
 
 
 
 
 
 

表２－２．年別全国罹患数推計値 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  

 
 

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 53.7 46.3― 61.1 44.3 37.2― 51.4 43.5 37.2― 49.8 19.6 16.2― 23.0 19.5 15.2― 23.9

男 29.1 25.1― 33.0 24.4 20.6― 28.2 23.8 20.3― 27.4 11.0 8.8― 13.2 11.3 8.4― 14.3

女 24.6 21.1― 28.2 19.8 16.5― 23.2 19.6 16.9― 22.4 8.6 7.4― 9.8 8.2 6.8― 9.6

0～4歳 39.8 33.3― 46.2 34.3 28.0― 40.6 32.8 27.8― 37.8 15.8 13.5― 18.1 17.2 13.8― 20.5

5～9歳 11.3 10.0― 12.7 7.8 6.5― 9.1 8.4 7.0― 9.8 2.8 1.8― 3.8 1.7 0.8― 2.6

10～14歳 1.1 1.0― 1.3 0.9 0.7― 1.1 1.0 0.7― 1.3 0.4 0.2― 0.5 0.3 0.1― 0.5

15歳以上 1.5 1.2― 1.8 1.3 1.0― 1.5 1.3 1.0― 1.6 0.6 0.5― 0.8 0.4 0.2― 0.7
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 203.0 184.6―221.4 200.1 183.3―216.9 198.4 175.2―221.7 103.6 95.7―111.5 47.1 42.1― 52.0

男 106.9 97.3―116.5 106.7 97.7―115.7 106.2 93.9―118.6 55.3 51.0― 59.5 25.3 22.6― 28.0

女 96.1 87.2―105.0 93.4 85.5―101.3 92.2 81.2―103.1 48.4 44.6― 52.1 21.8 19.4― 24.1

0～4歳 69.2 61.4― 77.1 65.1 57.7― 72.5 64.3 54.6― 74.0 35.7 32.0― 39.4 19.4 17.0― 21.9

5～9歳 93.3 85.2―101.4 95.6 87.8―103.4 94.8 84.2―105.4 45.2 41.8― 48.6 17.2 15.4― 19.0

10～14歳 21.4 18.9― 23.8 20.7 18.6― 22.7 21.2 18.0― 24.3 10.8 9.9― 11.6 5.0 4.3― 5.7

15歳以上 19.1 15.7― 22.5 18.8 15.3― 22.3 18.2 14.4― 21.9 12.0 9.3― 14.8 5.4 3.8― 7.1
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間
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表２－３．年別全国罹患数推計値 感染性胃腸炎  

 
 
 
 
 
 

表２－４．年別全国罹患数推計値 水痘  

 
 
 
 
 
 

表２－５．年別全国罹患数推計値 手足口病  

 

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 582.6 536.8―628.4 555.0 510.2―599.9 529.9 488.5―571.3 286.8 259.4―314.3 325.3 299.4―351.1

男 299.0 275.9―322.2 282.7 259.8―305.5 272.6 252.0―293.2 148.3 134.7―161.9 170.5 157.2―183.8

女 283.6 260.6―306.6 272.4 250.1―294.7 257.3 236.1―278.5 138.5 124.5―152.6 154.8 141.9―167.6

0～4歳 265.7 234.3―297.2 251.3 221.2―281.4 240.4 214.2―266.7 118.2 100.8―135.6 173.5 155.7―191.3

5～9歳 141.1 126.2―156.1 133.9 119.7―148.2 133.2 120.0―146.4 65.6 57.5― 73.6 70.6 63.8― 77.3

10～14歳 49.1 45.1― 53.2 45.3 41.5― 49.1 44.0 40.1― 47.8 29.0 26.4― 31.5 26.6 24.4― 28.9

15歳以上 126.6 112.8―140.4 124.5 112.1―137.0 112.3 99.3―125.3 74.1 65.6― 82.6 54.5 47.1― 62.0
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 36.1 34.0― 38.1 31.7 29.5― 33.9 30.9 28.5― 33.3 17.1 15.7― 18.5 9.7 9.1― 10.4

男 18.9 17.8― 20.0 17.0 15.7― 18.2 16.2 14.9― 17.4 9.2 8.5― 9.8 5.3 4.9― 5.8

女 17.1 16.1― 18.2 14.7 13.6― 15.9 14.7 13.6― 15.9 7.9 7.2― 8.7 4.4 4.1― 4.7

0～4歳 13.9 12.8― 14.9 10.1 9.4― 10.8 9.0 8.3― 9.7 5.5 5.0― 5.9 3.3 3.0― 3.6

5～9歳 18.4 17.3― 19.6 17.2 16.0― 18.5 17.2 15.8― 18.7 8.8 8.0― 9.7 4.6 4.3― 5.0

10～14歳 3.0 2.7― 3.4 3.6 3.2― 4.0 3.8 3.4― 4.2 2.2 1.9― 2.4 1.5 1.3― 1.7

15歳以上 0.8 0.6― 0.9 0.8 0.6― 1.0 0.8 0.7― 1.0 0.6 0.4― 0.7 0.3 0.2― 0.5
単位：万人

95%信頼区間

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年 2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 201.9 188.6―215.2 63.7 59.0― 68.3 213.2 199.5―226.9 8.3 7.6― 9.0 39.9 35.4― 44.5

男 109.4 102.4―116.4 34.4 32.0― 36.8 115.3 108.0―122.5 4.3 3.9― 4.6 21.3 18.9― 23.8

女 92.5 86.1― 98.9 29.2 26.9― 31.6 97.9 91.4―104.4 4.0 3.6― 4.4 18.6 16.4― 20.7

0～4歳 171.0 159.4―182.5 52.5 48.5― 56.5 181.0 169.3―192.6 6.9 6.3― 7.6 37.4 33.2― 41.6

5～9歳 24.3 22.5― 26.2 9.5 8.7― 10.4 25.0 23.1― 26.9 1.1 1.0― 1.2 1.9 1.5― 2.4

10～14歳 2.8 2.5― 3.0 1.0 0.8― 1.1 2.9 2.6― 3.2 0.2 0.1― 0.2 0.2 0.1― 0.2

15歳以上 3.8 3.4― 4.2 0.7 0.6― 0.8 4.3 3.8― 4.8 0.1 0.1― 0.2 0.4 0.3― 0.5
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間
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表２－６．年別全国罹患数推計値 伝染性紅斑  

 
 
 
 
 
 

表２－７．年別全国罹患数推計値 突発性発疹  

 
 
 
 
 
 

表２－８．年別全国罹患数推計値 百日咳   

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 7.3 6.6― 8.0 27.5 24.0― 31.0 62.1 57.0― 67.3 10.9 10.0― 11.9 1.2 1.0― 1.4

男 3.5 3.2― 3.8 13.3 11.7― 14.8 30.2 27.7― 32.6 5.2 4.8― 5.6 0.6 0.5― 0.6

女 3.8 3.4― 4.2 14.2 12.2― 16.3 32.0 29.0― 34.9 5.7 5.2― 6.3 0.6 0.5― 0.7

0～4歳 3.3 2.9― 3.6 11.1 9.8― 12.5 25.5 23.2― 27.9 4.9 4.4― 5.4 0.8 0.7― 0.9

5～9歳 3.3 3.0― 3.7 14.4 12.5― 16.2 31.8 29.1― 34.4 5.3 4.8― 5.8 0.3 0.2― 0.4

10～14歳 0.5 0.4― 0.6 1.5 1.1― 1.8 3.5 3.1― 3.8 0.6 0.5― 0.7 0.0 0.0― 0.1

15歳以上 0.2 0.1― 0.2 0.5 0.3― 0.8 1.4 1.1― 1.6 0.1 0.1― 0.2 0.0 0.0― 0.1
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 39.5 36.1― 43.0 39.2 34.8― 43.5 35.2 31.4― 38.9 35.5 32.1― 38.9 33.5 30.8― 36.2

男 20.7 18.8― 22.6 20.5 18.2― 22.7 18.4 16.6― 20.2 18.4 16.7― 20.1 17.9 16.4― 19.5

女 18.8 17.2― 20.5 18.7 16.4― 20.9 16.8 14.8― 18.8 17.1 15.3― 18.9 15.5 14.3― 16.8

0～4歳 39.3 35.8― 42.7 38.9 34.5― 43.3 34.8 31.0― 38.5 35.3 31.9― 38.7 33.3 30.6― 35.9

5～9歳 0.2 0.2― 0.3 0.2 0.2― 0.3 0.4 0.3― 0.4 0.2 0.1― 0.3 0.2 0.1― 0.3

10～14歳 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0

15歳以上 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間
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表２－９．年別全国罹患数推計値 ヘルパンギーナ  

 
 
 
 
 
 
 

表２－10．年別全国罹患数推計値 流行性耳下腺炎  

 
 
 
 
 

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 0.9 0.7― 1.1

男 0.4 0.3― 0.4

女 0.5 0.4― 0.7

0～4歳 0.2 0.2― 0.3

5～9歳 0.1 0.1― 0.2

10～14歳 0.1 0.1― 0.2

15歳以上 0.4 0.2― 0.6
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 42.5 38.9― 46.2 52.7 48.4― 57.0 52.4 46.8― 58.0 12.7 10.2― 15.1 20.3 18.2― 22.4

男 21.7 19.9― 23.5 27.2 25.1― 29.4 26.5 23.6― 29.5 6.3 5.2― 7.4 9.9 8.9― 10.9

女 20.8 18.9― 22.8 25.5 23.3― 27.7 25.8 23.1― 28.6 6.4 5.0― 7.7 10.4 9.1― 11.6

0～4歳 34.6 31.7― 37.5 43.6 39.9― 47.3 41.3 37.7― 44.9 10.2 9.0― 11.5 17.8 16.1― 19.6

5～9歳 6.0 5.4― 6.5 7.4 6.8― 8.0 7.9 6.9― 8.9 1.0 0.8― 1.2 1.5 1.3― 1.8

10～14歳 0.7 0.6― 0.8 0.7 0.6― 0.8 0.9 0.7― 1.1 0.2 0.1― 0.4 0.2 0.1― 0.3

15歳以上 1.3 0.0― 2.9 1.1 0.0― 2.4 2.3 0.0― 4.6 1.2 0.0― 2.7 0.7 0.0― 1.8
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 49.9 44.6― 55.2 11.8 10.5― 13.1 9.9 6.5― 13.3 4.0 3.6― 4.4 4.0 3.6― 4.5

男 26.3 23.7― 29.0 6.7 5.8― 7.5 5.6 3.5― 7.6 2.3 2.1― 2.5 2.5 2.2― 2.8

女 23.5 20.9― 26.2 5.2 4.7― 5.7 4.4 3.0― 5.7 1.7 1.5― 2.0 1.5 1.4― 1.7

0～4歳 16.2 14.2― 18.3 3.6 3.2― 4.0 2.9 2.0― 3.7 1.1 1.0― 1.2 1.3 1.1― 1.5

5～9歳 27.1 24.2― 30.1 6.5 5.5― 7.4 5.8 3.3― 8.4 2.1 1.9― 2.3 2.2 2.0― 2.5

10～14歳 4.6 4.2― 4.9 1.3 1.1― 1.4 0.8 0.7― 1.0 0.4 0.4― 0.5 0.4 0.3― 0.5

15歳以上 1.9 1.7― 2.2 0.5 0.3― 0.6 0.4 0.2― 0.6 0.3 0.1― 0.6 0.1 0.0― 0.2
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

（2018年から全数把握疾患）  
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表２－11．年別全国罹患数推計値 急性出血性結膜炎  

 

 
 
 

 
表２－12．年別全国罹患数推計値 流行性角結膜炎  

 

 

  

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 0.6 0.5― 0.8 0.8 0.5― 1.1 0.5 0.3― 0.7 0.3 0.2― 0.4 0.2 0.1― 0.3

男 0.3 0.2― 0.4 0.3 0.2― 0.4 0.2 0.2― 0.3 0.1 0.1― 0.2 0.1 0.1― 0.2

女 0.3 0.2― 0.4 0.5 0.3― 0.7 0.3 0.2― 0.3 0.2 0.1― 0.2 0.1 0.1― 0.1

0～4歳 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0

5～9歳 0.0 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0

10～14歳 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0

15～19歳 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0 0.0 0.0― 0.0

20～29歳 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1

30～39歳 0.1 0.1― 0.2 0.1 0.1― 0.2 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0

40～49歳 0.1 0.1― 0.1 0.1 0.1― 0.2 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1

50～59歳 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0

60～69歳 0.1 0.1― 0.1 0.1 0.0― 0.2 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0

70歳以上 0.0 0.0― 0.0 0.1 0.0― 0.1 0.1 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.1 0.0 0.0― 0.0
単位：万人

95%信頼区間

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 37.0 33.4― 40.7 42.1 37.6― 46.6 31.6 28.7― 34.6 12.2 10.9― 13.6 9.4 8.4― 10.5

男 18.4 16.7― 20.1 20.7 18.6― 22.8 16.0 14.5― 17.4 6.8 6.1― 7.5 5.5 4.9― 6.1

女 18.7 16.7― 20.6 21.4 19.0― 23.9 15.7 14.1― 17.2 5.4 4.7― 6.1 3.9 3.4― 4.4

0～4歳 6.3 5.4― 7.1 7.2 6.2― 8.1 4.8 4.2― 5.4 0.9 0.7― 1.0 0.6 0.5― 0.7

5～9歳 3.3 2.9― 3.7 4.0 3.5― 4.5 2.8 2.5― 3.1 0.5 0.4― 0.6 0.4 0.3― 0.5

10～14歳 1.3 1.1― 1.4 1.5 1.3― 1.7 1.2 1.0― 1.3 0.4 0.3― 0.4 0.3 0.2― 0.3

15～19歳 1.0 0.8― 1.1 1.1 0.9― 1.2 0.8 0.7― 0.9 0.4 0.4― 0.5 0.4 0.4― 0.5

20～29歳 4.1 3.6― 4.5 4.5 4.0― 5.0 3.8 3.5― 4.2 2.2 1.9― 2.4 1.8 1.6― 2.0

30～39歳 8.0 7.2― 8.8 8.7 7.8― 9.6 6.6 6.0― 7.2 2.6 2.3― 2.8 1.8 1.6― 2.0

40～49歳 5.0 4.5― 5.5 5.9 5.2― 6.5 4.4 3.9― 4.8 1.9 1.7― 2.1 1.4 1.3― 1.6

50～59歳 2.9 2.5― 3.2 3.4 3.0― 3.8 2.6 2.3― 2.9 1.3 1.1― 1.4 1.1 0.9― 1.2

60～69歳 3.0 2.6― 3.3 3.5 3.0― 3.9 2.5 2.2― 2.8 1.0 0.8― 1.2 0.7 0.6― 0.9

70歳以上 2.3 1.9― 2.7 2.5 2.0― 3.0 2.0 1.7― 2.4 1.1 0.8― 1.4 0.9 0.6― 1.1
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間
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図１－１．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 咽頭結膜熱  
 

図１－２．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  
 

図１－３．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 感染性胃腸炎  
 

図１－４．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 水痘  
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図１－５．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 手足口病  
 

図１－６．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 伝染性紅斑  
 

図１－７．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 突発性発疹  
 

  
図１－８．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 百日咳  
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図１－９．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 ヘルパンギーナ  
 

図１－10．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 流行性耳下腺炎  
 

図１－11．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 急性出血性結膜炎  
 

図１－12．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 流行性角結膜炎  
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表３－１．年別全国罹患数推計値 インフルエンザ  

 

 
 
 
 

表３－２．シーズン別全国罹患数推計値 インフルエンザ  

 

 

  

推計値 推計値 推計値 推計値 推計値

総数 1,806 1,697―1,915 1,511 1,439―1,582 1,455 1,393―1,516 416 395― 438 1 1― 1

男 895 838― 952 754 718― 791 725 693― 756 212 201― 223 1 0― 1

女 911 859― 963 756 721― 792 730 699― 761 204 194― 215 0 0― 1

0～4歳 192 176― 209 159 145― 172 176 161― 191 48 44― 53 0 0― 0

5～9歳 314 291― 337 294 271― 316 269 248― 289 91 83― 100 0 0― 0

10～14歳 240 222― 258 202 190― 215 183 171― 194 59 55― 63 0 0― 0

15～19歳 138 129― 147 95 90― 101 82 78― 87 22 20― 23 0 0― 0

20～29歳 151 138― 164 98 92― 105 121 113― 129 30 27― 32 0 0― 0

30～39歳 176 164― 188 127 120― 135 146 138― 154 42 39― 45 0 0― 0

40～49歳 187 174― 200 171 160― 182 165 156― 173 50 47― 53 0 0― 0

50～59歳 139 131― 147 133 124― 142 118 112― 124 32 30― 34 0 0― 0

60～69歳 114 108― 120 115 107― 123 92 87― 97 22 21― 23 0 0― 0

70歳以上 155 144― 165 117 108― 125 104 98― 110 20 19― 22 0 0― 0
単位：万人

2020年
95%信頼区間

2017年
95%信頼区間

2018年
95%信頼区間

2019年
95%信頼区間

2021年
95%信頼区間

2006
/2007

2007
/2008

2008
/2009

2009
/2010

2010
/2011

2011
/2012

2012
/2013

2013
/2014

2014
/2015

2015
/2016

2016
/2017

2017
/2018

2018
/2019

2019
/2020

2020
/2021

総計 1,136 684 1,393 2,091 1,388 1,680 1,386 1,468 1,527 1,617 1,751 1,613 1,247 733 1

男 568 343 710 1,074 704 847 697 746 756 820 873 802 619 371 0

女 557 332 680 1,011 680 830 681 717 766 790 883 810 628 362 0

0～4歳 166 120 204 232 193 259 164 178 152 199 178 172 152 87 0

5～9歳 258 181 369 524 356 455 229 327 258 359 275 325 213 173 0

10～14歳 202 79 231 478 212 265 168 211 220 211 224 221 147 111 0

15～19歳 87 30 83 282 79 79 90 77 94 84 139 100 74 36 0

20～29歳 107 75 144 220 156 117 129 114 143 109 157 102 111 47 0

30～39歳 113 90 158 155 154 166 171 176 170 178 166 135 128 71 0

40～49歳 76 49 96 101 99 121 148 152 162 179 180 177 137 89 0

50～59歳 48 22 48 47 63 73 101 97 108 115 135 133 103 54 0

60～69歳 26 11 26 17 33 57 73 69 82 90 110 113 83 35 0

70歳～ 31 10 21 15 24 69 89 58 121 77 153 117 97 31 0
単位：万人

推計値はいずれも期間中の週別罹患数推計値の合計。

週別推計の有効数字のため、総数の値と年齢階級別推計値の合計値は異なる。

2006/2007年、2007/2008年、2010/2011年、2011/2012年、2012/2013年、2013/2014年、

2014/2015年、2015/2016年、2016/2017年、2017/2018年、2018/2019年、2019/2020年、2020/2021年：第36週～翌年第35週。

2008/2009年：2008年第36週～2009年第27週。

2009/2010年：2009年第28週～2010年第35週。
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図２－１．週別全国罹患数推計値の推移 インフルエンザ  
 
 
 
 

図２－２．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 インフルエンザ 0～19 歳  
 

 
 
 

図２－３．年齢階級別、週別全国罹患数推計値の推移 インフルエンザ 20 歳以上  
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表４．RS ウイルス感染症の罹患数推計値  

 
 
 

 
  

年次 罹患数 標準誤差
標準誤差

率
報告数

定点あた
り報告数

定点数
罹患数/
報告数

（万人） （万人） （万人） （万人） （％） （人） （人）
2016 50.8 3.1 44.7 57.0 6.1 104,703 3,156 4.9
2017 71.8 4.1 63.9 79.8 5.6 139,557 3,157 5.1
2018 58.6 2.9 52.9 64.3 5.0 120,743 38.29 3,153 4.9
2019 68.3 3.4 61.7 75.0 5.0 140,092 44.38 3,157 4.9
2020 8.4 0.7 7.0 9.9 8.6 18,097 5.74 3,153 4.7
2021 109.7 5.2 99.6 119.8 4.7 226,952 73.35 3,094 4.8

95％信頼区間
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表５．2002 年～2021 年の罹患数推計値のまとめ  

 

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009#1 2010 2011
インフルエンザ #1 736 1,156 895 1,820 977 1,274 630 3,067 315 1,394

咽頭結膜熱 10.7 26.9 39.5 40.9 59.4 35.5 42.5 23.1 25.9 41.2
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 101.8 109.4 137.4 131.6 172.9 165.4 183.5 146.4 139.4 173.7
感染性胃腸炎 676.6 699.6 746.9 733.7 874.4 756.6 813.8 617.9 942.8 748.6
水痘 162.8 150.0 149.5 156.1 156.8 152.4 136.6 121.1 150.1 147.4
手足口病 57.7 104.4 53.4 66.5 58.4 59.9 85.6 41.2 91.4 217.2
伝染性紅斑 38.2 21.1 31.9 28.1 39.9 48.9 11.3 10.7 32.6 58.5
突発性発疹 68.7 68.2 68.5 68.9 60.3 58.6 58.5 53.6 54.3 55.5
百日咳 #3 1.1 1.4 1.3 1.1 1.0 2.4 5.6 3.9 5.5 3.6
風疹 #2 2.1 2.2 3.9 1.1 0.6 0.4 － － － －

ヘルパンギーナ 71.0 92.4 66.8 93.9 72.4 78.1 67.7 45.4 82.4 82.6
麻疹 #2 7.9 5.5 1.2 0.6 0.4 2.3 － － － －

流行性耳下腺炎 108.9 51.5 82.1 135.6 118.6 43.1 42.6 64.3 108.6 80.1

急性出血性結膜炎 1.5 1.6 1.1 1.1 1.2 1.3 1.4 0.8 1.1 4.8
流行性角結膜炎 54.7 49.9 42.3 44.6 46.7 34.1 34.9 24.1 31.2 30.3

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
インフルエンザ #1 1,665 1,360 1,722 1,259 1,799 1,806 1,511 1,455 416 1

咽頭結膜熱 32.0 41.8 42.5 39.1 37.9 53.7 44.3 43.5 19.6 19.5
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 184.1 159.4 157.9 213.0 196.6 203.0 200.1 198.4 103.6 47.1
感染性胃腸炎 924.2 851.9 647.1 628.3 708.9 582.6 555.0 529.9 286.8 325.3
水痘 120.8 109.4 81.5 39.4 37.0 36.1 31.7 30.9 17.1 9.7
手足口病 42.9 191.7 43.1 199.3 36.1 201.9 63.7 213.2 8.3 39.9
伝染性紅斑 12.3 6.3 15.5 55.8 31.1 7.3 27.5 62.1 10.9 1.2
突発性発疹 53.1 53.1 43.8 42.3 39.2 39.5 39.2 35.2 35.5 33.5
百日咳 #3 3.6 1.7 1.2 1.8 1.5 0.9 － － － －

風疹 #2 － － － － － － － － － －

ヘルパンギーナ 66.2 57.4 75.3 49.4 68.0 42.5 52.7 52.4 12.7 20.3
麻疹 #2 － － － － － － － － － －

流行性耳下腺炎 44.0 30.8 24.3 38.5 87.2 49.9 11.8 9.9 4.0 4.0

RSウイルス感染症 #4 － － － － 50.8 71.8 58.6 68.3 8.4 109.7

急性出血性結膜炎 0.7 1.0 0.6 0.7 0.5 0.6 0.8 0.5 0.3 0.2
流行性角結膜炎 28.8 29.7 28.5 35.4 36.9 37.0 42.1 31.6 12.2 9.4
単位：万人

#1：新型と季節性の両方を含む。
#2：2008年から全数把握対象疾患となった。
#3：2018年から全数把握対象疾患となった。
#4：感染症発生動向調査システムと同じ方法で推計を実施。

５類感染症
定点把握対象疾患

５類感染症
定点把握対象疾患

年次

年次
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表 ６ ． 2020 年と 2021 年 の 罹患 数 推 計 値 （ 2010 年 ～ 2019 年 の 推 計値 と の 比 較 ）  

 

 

 

 

 

 

  

2019年 2020年 2021年 平均 最小 最大 2020年 2021年 2020年 2021年 2020年 2021年 2020年 2021年

インフルエンザ 1,455 416 1 1,429 315 1,806 0.29 0.00 0.29 0.00 1.32 0.00 0.23 0.00

咽頭結膜熱 43.5 19.6 19.5 40.2 25.9 53.7 0.45 0.99 0.49 0.49 0.76 0.75 0.36 0.36

Ａ群溶血性レンサ
球菌咽頭炎

198.4 103.6 47.1 182.6 139.4 213 0.52 0.45 0.57 0.26 0.74 0.34 0.49 0.22

感染性胃腸炎 529.9 286.8 325.3 711.9 529.9 942.8 0.54 1.13 0.40 0.46 0.54 0.61 0.30 0.35

水痘 30.9 17.1 9.7 78.4 30.9 150.1 0.55 0.57 0.22 0.12 0.55 0.31 0.11 0.06

手足口病 213.2 8.3 39.9 130.1 36.1 217.2 0.04 4.81 0.06 0.31 0.23 1.11 0.04 0.18

伝染性紅斑 62.1 10.9 1.2 30.9 6.3 62.1 0.18 0.11 0.35 0.04 1.73 0.19 0.18 0.02

突発性発疹 35.2 35.5 33.5 45.5 35.2 55.5 1.01 0.94 0.78 0.74 1.01 0.95 0.64 0.60

ヘルパンギーナ 52.4 12.7 20.3 62.9 42.5 82.6 0.24 1.60 0.20 0.32 0.30 0.48 0.15 0.25

流行性耳下腺炎 9.9 4.0 4.0 48.5 9.9 108.6 0.40 1.00 0.08 0.08 0.40 0.40 0.04 0.04

RSウイルス感染症#1 68.3 8.4 109.7 62.4 50.8 71.8 0.12 13.06 0.13 1.76 0.17 2.16 0.12 1.53

急性出血性結膜炎 0.5 0.3 0.2 1.1 0.5 4.8 0.60 0.67 0.27 0.18 0.60 0.40 0.06 0.04

流行性角結膜炎 31.6 12.2 9.4 33.2 28.5 42.1 0.39 0.77 0.37 0.28 0.43 0.33 0.29 0.22

#1 RSウイルス感染症は2015年以前の推計値がないため、2016～2019年の推計値の平均、最小、最大。
#2 前年との比：2020年は (2020年推計値) / (2019年推計値)。2021年は (2021年推計値) / (2020年推計値)。
#3 平均、最小、最大との比：(2020年または2021年推計値) / (2016年～2019年の推計値の平均、最小、最大)。

推計値（万人） 2010～19年の推計値（万人）#1５類感染症
定点把握対象疾患

平均との比#3 最小との比#3 最大との比#3前年との比#2
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表 ７ ． 3 期 間 別 、 2020 年 と 2021 年 の 罹 患 数 推計 値 と 2016～ 2019 年 と の 比較  

 

 

 

 

 

 

  

2016年 2017年 2018年 2019年 平均
(’16～’19年)

2020年 2021年 2020年 2021年 2020年 2021年

インフルエンザ 1～14週 1,520 1,444 1,325 1,093 1,346 415.7 0.5 0.38 0.00 0.31 0.00
15週～38週 78 104 28 56 66 0.5 0.0 0.01 0.00 0.01 0.00
39週～52週 204 258 106 307 219 0.6 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00

咽頭結膜熱 1～14週 7.9 8.8 7.2 7.6 7.9 8.7 4.8 1.14 0.55 1.10 0.61
15週～38週 22.2 30.1 25.7 22.1 25.0 5.8 10.3 0.26 1.78 0.23 0.41
39週～52週 8.0 14.7 11.5 13.6 12.0 5.1 4.5 0.38 0.88 0.43 0.38

Ａ群溶血性レンサ 1～14週 63.5 51.8 57.2 55.7 57.1 60.1 15.6 1.08 0.26 1.05 0.27
　球菌咽頭炎 15週～38週 87.0 95.3 88.2 82.0 88.1 27.3 20.3 0.33 0.74 0.31 0.23

39週～52週 46.5 56.8 55.0 61.0 54.8 16.4 11.3 0.27 0.69 0.30 0.21

感染性胃腸炎 1～14週 186.8 174.0 142.2 170.2 168.3 131.2 78.8 0.77 0.60 0.78 0.47
15週～38週 231.7 255.8 246.0 229.0 240.6 93.0 134.1 0.41 1.44 0.39 0.56
39週～52週 291.4 154.5 167.7 131.1 186.2 62.5 112.8 0.48 1.80 0.34 0.61

水痘 1～14週 9.3 9.3 7.0 8.4 8.5 8.5 3.0 1.01 0.35 1.00 0.35
15週～38週 15.6 15.0 14.5 13.5 14.7 4.7 3.7 0.35 0.79 0.32 0.25
39週～52週 12.3 11.6 10.6 9.3 11.0 4.1 2.7 0.44 0.66 0.37 0.25

手足口病 1～14週 0.7 3.5 4.1 3.3 2.9 2.2 0.6 0.67 0.27 0.76 0.21
15週～38週 17.7 163.6 41.2 180.9 100.9 3.9 7.6 0.02 1.95 0.04 0.08
39週～52週 18.1 34.7 18.8 28.8 25.1 2.1 31.5 0.07 15.00 0.08 1.25

伝染性紅斑 1～14週 13.3 2.0 1.6 15.1 8.0 9.2 0.1 0.61 0.01 1.15 0.01
15週～38週 14.9 3.6 9.3 30.1 14.5 1.1 0.0 0.04 0.00 0.08 0.00
39週～52週 2.9 1.6 16.2 16.8 9.4 0.0 0.0 0.00 － 0.00 0.00

突発性発疹 1～14週 8.5 9.6 8.4 8.0 8.6 6.8 8.7 0.85 1.28 0.79 1.01
15週～38週 21.0 20.4 21.2 18.6 20.3 19.2 16.3 1.03 0.85 0.95 0.80
39週～52週 9.8 10.1 9.5 8.5 9.5 9.6 8.6 1.13 0.90 1.01 0.91

ヘルパンギーナ 1～14週 0.4 1.0 0.1 0.4 0.5 1.1 0.6 2.75 0.55 2.32 1.26
15週～38週 60.7 35.6 44.5 44.8 46.4 8.1 7.8 0.18 0.96 0.17 0.17
39週～52週 6.7 6.0 7.5 7.2 6.9 3.3 11.5 0.46 3.48 0.48 1.68

流行性耳下腺炎 1～14週 19.9 18.2 3.1 2.4 10.9 1.3 1.2 0.54 0.92 0.12 0.11
15週～38週 42.2 23.7 5.9 5.5 19.3 2.2 2.5 0.40 1.14 0.11 0.13
39週～52週 25.0 8.1 2.9 2.3 9.6 1.4 0.7 0.61 0.50 0.15 0.07

急性出血性結膜炎 1～14週 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

15週～38週 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

39週～52週 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － － －

流行性角結膜炎 1～14週 8.7 6.4 8.2 8.0 7.8 5.0 2.3 0.63 0.46 0.64 0.29
15週～38週 17.9 19.5 22.3 15.5 18.8 4.3 4.5 0.28 1.05 0.23 0.24
39週～52週 10.5 10.9 12.0 8.5 10.5 3.0 2.7 0.35 0.90 0.29 0.26

#1 RSウイルス感染症を除く。
#2 前年との比：2020年は (2020年推計値) / (2019年推計値)。2021年は (2021年推計値) / (2020年推計値)。
#3 平均との比：(2020年または2021年推計値) / (2016年～2019年の推計値の平均)。

５類感染症
定点把握対象疾患#1 期間

推計値（万人） 前年との比#2 平均との比#3
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表 ８ ． 性 感 染 症 の 定 点 種 別、 医 療 施 設 数 、 定 点数 と 抽 出 率 、 お よ び、 産 婦 人 科 系

と 泌 尿 器 科 の 比  

 

 

 

 

 

 

  

医療施設数
2020年

① 病院の産婦人科系（産婦人科、産科、婦人科） 1,774 179 (10.1%) 181 (10.2%)

② 一般診療所の産婦人科系（産婦人科、産科、婦人科） 4,258 301 (7.1%) 301 (7.1%)

③ 病院の泌尿器科 2,646 169 (6.4%) 168 (6.3%)

④ 泌尿器科を有する一般診療所 3,233 249 (7.7%) 250 (7.7%)

計 11,911 898 (7.5%) 900 (7.6%)

産婦人科系／泌尿器科　の比 1.03

#1 各年10月に報告があった定点数

定点種別
定点数#1（抽出率）

2020年 2021年

2020年 2021年
医療施設

定点

1.15 1.15
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表９－１．病院・一般診療所、診療科別、2021 年の年間報告数：性器クラミジア感染症 

 
 
表９－２．病院・一般診療所、診療科別、2021 年の年間報告数：性器ヘルペスウイルス感

染症 

 

平均 標準偏差 最小値 最大値
男女計 病院 産婦人科系 176 24.3 36.5 0 204

皮膚科 20 5.3 6.3 0 20
泌尿器科 165 10.5 21.1 0 172

一般診療所 産婦人科系 286 32.6 34.1 0 332
皮膚科 59 18.8 30.5 0 124
泌尿器科 241 47.2 53.4 0 371

男 病院 産婦人科系 176 1.3 3.2 0 21
皮膚科 20 1.8 2.9 0 10
泌尿器科 165 7.5 20.4 0 172

一般診療所 産婦人科系 286 1.5 5.4 0 55
皮膚科 59 17.1 27.4 0 119
泌尿器科 241 45.4 51.7 0 371

女 病院 産婦人科系 176 23.0 35.7 0 204
皮膚科 20 3.5 5.1 0 18
泌尿器科 165 3.0 6.6 0 47

一般診療所 産婦人科系 286 31.1 32.7 0 303
皮膚科 59 1.7 8.6 0 65
泌尿器科 241 1.8 5.5 0 57

産婦人科系：産婦人科、産科、婦人科
2021年の12ヶ月全てに報告のある定点が対象

病院／一般
診療所の別

診療科 定点数 年間報告数

平均 標準偏差 最小値 最大値
男女計 病院 産婦人科系 176 5.3 9.3 0 64

皮膚科 20 2.4 4.2 0 14
泌尿器科 165 2.3 5.7 0 51

一般診療所 産婦人科系 286 13.6 17.6 0 141
皮膚科 59 6.6 17.0 0 115
泌尿器科 241 12.0 20.4 0 204

男 病院 産婦人科系 176 0.2 0.9 0 8
皮膚科 20 1.0 2.2 0 9
泌尿器科 165 1.3 4.7 0 50

一般診療所 産婦人科系 286 0.2 1.3 0 21
皮膚科 59 4.8 13.5 0 94
泌尿器科 241 10.5 16.1 0 117

女 病院 産婦人科系 176 5.1 9.1 0 64
皮膚科 20 1.4 2.9 0 10
泌尿器科 165 1.0 2.9 0 24

一般診療所 産婦人科系 286 13.5 17.4 0 141
皮膚科 59 1.8 5.4 0 33
泌尿器科 241 1.4 6.8 0 87

産婦人科系：産婦人科、産科、婦人科
2021年の12ヶ月全てに報告のある定点が対象

病院／一般診
療所の別

診療科 定点数 年間報告数
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表９－３．病院・一般診療所、診療科別、 2021 年の年間報告数：尖圭コンジローマ  

 
 

表 ９ －４． 病 院・ 一 般 診 療所 、 診 療 科 別 、 2021 年 の 年 間報 告 数 ：淋 菌 感 染 症  

  

平均 標準偏差 最小値 最大値
男女計 病院 産婦人科系 176 3.2 6.0 0 57

皮膚科 20 5.1 7.3 0 29
泌尿器科 165 2.8 6.7 0 56

一般診療所 産婦人科系 286 3.7 5.5 0 46
皮膚科 59 7.6 12.4 0 61
泌尿器科 241 11.5 41.2 0 615

男 病院 産婦人科系 176 0.3 1.1 0 10
皮膚科 20 3.7 6.4 0 24
泌尿器科 165 2.0 6.2 0 56

一般診療所 産婦人科系 286 0.1 0.8 0 10
皮膚科 59 7.1 12.1 0 61
泌尿器科 241 10.2 25.2 0 341

女 病院 産婦人科系 176 2.9 5.7 0 57
皮膚科 20 1.4 1.8 0 6
泌尿器科 165 0.7 2.3 0 18

一般診療所 産婦人科系 286 3.6 5.4 0 41
皮膚科 59 0.5 1.4 0 7
泌尿器科 241 1.3 17.6 0 274

産婦人科系：産婦人科、産科、婦人科
2021年の12ヶ月全てに報告のある定点が対象

病院／一般診
療所の別

診療科 定点数 年間報告数

平均 標準偏差 最小値 最大値
男女計 病院 産婦人科系 176 3.5 6.1 0 40

皮膚科 20 1.5 2.8 0 11
泌尿器科 165 5.4 15.9 0 170

一般診療所 産婦人科系 286 5.2 11.7 0 112
皮膚科 59 11.3 22.4 0 120
泌尿器科 241 25.0 30.0 0 242

男 病院 産婦人科系 176 0.4 1.2 0 9
皮膚科 20 0.9 1.9 0 6
泌尿器科 165 4.9 15.8 0 170

一般診療所 産婦人科系 286 0.4 2.4 0 21
皮膚科 59 10.7 21.5 0 118
泌尿器科 241 24.2 28.5 0 242

女 病院 産婦人科系 176 3.0 6.0 0 40
皮膚科 20 0.6 1.4 0 5
泌尿器科 165 0.5 1.6 0 16

一般診療所 産婦人科系 286 4.8 10.5 0 104
皮膚科 59 0.6 2.3 0 16
泌尿器科 241 0.8 3.2 0 38

産婦人科系：産婦人科、産科、婦人科
2021年の12ヶ月全てに報告のある定点が対象

病院／一般診
療所の別

診療科 定点数 年間報告数
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）  

分担研究報告書  
 

今後の新興感染症の発生時に備えたサーベイランス戦略と枠組みの開発  
疫学的・統計学的なサ－ベイランスの評価と改善グル－プ  

 
定点配置の検討  

― 2020 年の医療施設数と外来患者延べ数およびその年次変化―  
 

研究協力者  橋本 修二  藤田医科大学  名誉教授  
 川戸 美由紀 藤田医科大学医学部衛生学  講師  
 村上 義孝  東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野  教授  
 三重野 牧子 自治医科大学情報センター医学情報学  准教授  
 太田 晶子  埼玉医科大学医学部社会医学  准教授  
 谷口 清州  国立病院機構三重病院  病院長  
 有馬 雄三  国立感染症研究所感染症疫学センター  室長  
 永井 正規  埼玉医科大学  名誉教授  
 
研究要旨  

感 染 症 発 生 動 向 調 査 に お ける イ ン フ ル エ ン ザ 、小 児 科 、 眼 科 、 性 感染 症 の 定

点 種 別 ご と に 、 都 道 府 県 別、 2020 年 の 医 療 施設 数 と 外 来 患 者 延 べ数 を 示 し

た 。 2017 年と 2020 年 の 医療 施 設 数 の 変 化 と して は 、 2014 年と 2017 年 の 変 化

と 同 様 に 小 児 科 と 産 婦 人 科で 減 少 傾 向 で あ っ た。 2017 年 と 2020 年の 施 設 あ た

り 外 来 患 者 延 べ 数 の 変 化 とし て は 、 2014 年と 2017 年 の 変 化 と 比べ て 、 小 児 科

で の 低 下 が 大 き く 、 COVID-19 によ る 影 響 が 大き い と 考 え ら れ た 。 イ ン フ ル エ

ン ザ の 対 象 医 療 施 設 に お いて 、 2017 年 と 2020 年 の 継 続 医 療 施 設 で は 、 両 年 の

施 設 あ た り 外 来 患 者 延 べ 数の 変 化 は 全 医 療 施 設の 変 化 と 同 様 に 小 児科 で の 低 下

が 大 き か っ た が 、 両 年 の 外来 患 者 延 べ 数 の 相 関係 数 は 、 2014 年と 2017 年 の 継

続 医 療 施 設 で の 相 関 係 数 とほ ぼ 同 程 度 に 高 か った 。 外 来 患 者 延 べ 数は 、 罹 患 数

の 推 計 で は 、 層 ご と の 医 療施 設 の 報 告 患 者 数 の相 対 的 な 重 み と な る補 助 変 量 で

あ る こ と か ら 、 そ の 補 助 変量 と し て の 適 切 性 に対 し て 、 2017～ 2020 年 の変 化

が 大 き な 悪 影 響 と な ら な いと 考 え ら れ た 。 以 上よ り 、 感 染 症 発 生 動向 調 査 シ ス

テ ム に お い て 、 従 来 と 同 様に 、 罹 患 数 推 計 の 母数 を 2017 年 から 2020 年 の 医 療

施 設 数 へ 変 更 し 、 ま た 、 今後 の C OVID-19 の 流 行 状 況に よ る が 、罹 患 数 推 計 の

補 助 変 量 を 2017 年 から 2020 年 の 外 来 患 者 延べ 数 へ 変 更 す る 方 が適 切 で あ ろ

う 。  
 
A．研究目的  
 感 染 症 発 生 動 向 調 査 シ ステ ム で は 、

罹 患 数 推 計 の 母 数 と 補 助 変量 と し て 、

医 療 施 設 数 と 外 来 患 者 延 べ数 を 用 い て

い る 。 こ れ ま で 、 医 療 施 設数 と 外 来 患

者 延 べ 数 は 、 3 年 ご と の 医療 施 設 調 査

（ 静 態 調 査 ） の 情 報 に よ って 更 新 さ れ

て き た 。  
2020 年 の 医療 施 設 調 査 では 、 10 月

1 日 の 医 療 施 設 数 、 9 月 1 か 月 間 の 外

来 患 者 延 べ 数 が 調 査 さ れ たが 、 新 型 コ

ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 （ COV ID-19）に

よ る 影響 を 受 け て い る 可 能性 が あ る 。  
こ こ では 、 定 点 配 置 の 検 討の 一 環 と

し て 、 2020 年 の 医 療 施 設数 と 外 来 患

者 延 べ数 を 示 す と と も に 、罹 患 数 推 計

の 母 数と 補 助 変 量 と し て の適 切 性 を み

る た めに 、 2014・ 2017・ 2020 年 の年

次 変 化を 検 討 し た 。  
 
B．研究方法  
 基 礎資 料 と し て 、 2017 年と 2020 年
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の 医 療 施 設 調 査 を 統 計 法第 33 条 に よ

る 調 査 票 情 報 の 提 供 を 受 けて 利 用 し

た 。 ま た 、 令 和 元 年 度 厚 生労 働 行 政 推

進 調 査 事 業 費 補 助 金 （ 新 興・ 再 興 感 染

症 及 び 予 防 接 種 政 策 推 進 研究 事 業 ） に

よ る 「 マ ス ギ ャ ザ リ ン グ 時や 新 興 ・ 再

興 感 染 症 の 発 生 に 備 え た 感染 症 サ ー ベ

イ ラ ン ス の 強 化 と リ ス ク アセ ス メ ン ト

に 関 す る 研 究 」 で 実 施 さ れた 集 計 結 果

か ら 、 2014 年 と 2017 年 の 医 療 施設 調

査 に 係 わ る 結 果 表 を 利 用 した 。  
 イ ン フ ル エ ン ザ 、 小 児 科、 眼 科 、 性

感 染 症 の 定 点 種 別 ご と に 、 2020 年 の

医 療 施 設 数 と 外 来 患 者 延 べ数 を 都 道 府

県 別 に 集 計 す る と と も に 、 2017 年 と

2020 年 の 医療 施 設 数 と 施設 あ た り 外

来 患 者 延 べ 数 の 変 化 に つ いて 、 2014
年と 2017 年 の そ れ と 比 較し た 。  
 イ ン フ ル エ ン ザ 定 点 の 対象 医 療 施 設

に お い て 、 2014 年 と 2017 年 、 2017
年と 2020 年 ご と に 、 2 つ の年 次 に 共

通 す る 医 療 施 設 （ 継 続 医 療施 設 ） で 、

両 年 次 の 外 来 患 者 延 べ 数 の平 均 値 、 標

準 偏 差 、 変 動 係 数 、 相 関 係数 を 算 定 し

た 。 な お 、 外 来 患 者 延 べ 数が 外 れ 値

（ 9 万 人 以 上 ） の 医 療 施 設（ 2017 年 に

1 施 設 ） を 検 討 対 象 外 と した 。  
 
 (倫理面への配慮）  

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り 扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。  
 
C．研究結果  
（ １ ） 医 療 施 設 数 と 外 来 患者 延 べ 数 の

年 次 変 化  
 表 1 と 表 2 に それ ぞ れ 、 2020 年 の

医 療 施 設 数 と 外 来 患 者 延 べ数 に つ い

て 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 小 児科 、 眼 科 、

性 感 染 症 の 定 点 種 別 ご と に都 道 府 県 別

に 示 す 。 表 3 に 、 2014・ 2017・ 2020
年 の 医 療 施 設 数 と 施 設 あ たり 外 来 患 者

延 べ 数 に つ い て 、 イ ン フ ルエ ン ザ 、 小

児 科 、 眼 科 、 性 感 染 症 の 定点 種 別 ご と

に 示 す 。  
2017 年と 2020 年 の 医 療 施設 数 の 比

を み る と 、 「 ① 病 院 の 小 児科 」 、 「 ③

小 児 科 を 有 す る 一 般 診 療 所（ 主 た る 診

療 科 目 が 小 児 科 以 外 ） 」 と「 ② 一 般 診

療 所 の産 婦 人 科 系 （ 産 婦 人科 、 産 科 、

婦 人 科） 」 で 0 .93～ 0 .96 と低 く 、 そ

れ 以 外で 0 .97～ 1 .01 で あ り、 2014 年

と 2017 年 の 比 と 同 様 の 傾向 で あ っ

た 。  
2017 年と 2020 年 の 施 設 あた り 外 来

患 者 延べ 数 の 比 を み る と 、「 ① 病 院 の

小 児 科」 、 「 ② 小 児 科 を 有す る 一 般 診

療 所 （主 た る 診 療 科 目 が 小児 科 ） 」 と

「 ③ 小児 科 を 有 す る 一 般 診療 所 （ 主 た

る 診 療科 目 が 小 児 科 以 外 ）」 で 0 .72～
0 .88 であ り 、 2014 年と 2017 年 の 比

（ 0 .98～ 1 .01） と 比 べ て かな り 低 か っ

た 。 それ 以 外 の 層 で は 、 2017 年と

2020 年 の 比は 0 .91～ 0 .99 で あ り 、

2014 年と 2017 年 の 比 （ 0 .93～ 1 .04）
と 比 べて 同 程 度 ま た は や や低 か っ た 。  
 
（ ２ ）外 来 患 者 延 べ 数 の 医療 施 設 単 位

の 年 次変 化  
 表 4 に 、 イ ン フル エ ン ザ定 点 の 対 象

医 療 施設 に お ける 2014・ 2017・ 2020
年 の 外来 患 者 延 べ 数 の 施 設単 位 の 年 次

変 化 を示 す 。  
2014 年と 2017 年 の 継 続 医療 施 設 に

お い て、 2014 年 と 2017 年の 外 来 患 者

延 べ 数の 平 均 値 の 比 は 0 .93～ 0 .98 で

あ り 、 2014 年 と 2017 年 の 変 動 係数 の

比は 1 .00～ 1 .04 で あ っ た。 2014 年 と

2017 年 の 外来 患 者 延 べ 数の 相 関 係 数

は 0 .77～ 0 .95 で あ っ た 。  
2017 年と 2020 年 の 継 続 医 療 施 設 に

お い て、 小 児 科 の 各 層 を みる と 、 2017
年と 2020 年 の 外 来 患 者 延べ 数 の 平 均

値 の 比は 0 .67～ 0 .88 で あ り、 2014 年

と 2017 年 の そ れ （ 0 .94～ 0 .98） よ り

も 低 かっ た 。 2017 年と 2020 年 の 変 動

係 数 の比 は 1 .04～ 1 .18 で あ り 、 2014
年と 2017 年 の そ れ （ 1 .00～ 1 .04） と

比 べ てや や 大 き か っ た 。 2017 年と

2020 年 の 外来 患 者 延 べ 数の 相 関 係 数

は 0 .82～ 0 .94 で あ り 、 2014 年と 2017
年 の それ （ 0 .86～ 0 .95）と 大 き な 差 が

な か った 。 一 方 、 内 科 の 各層 を み る

と 、 2017 年と 2020 年 の 外来 患 者 延 べ

数 の 平均 値 の 比 は い ず れも 0 .92 で あ

り 、 2014 年と 2017 年 の それ （ 0 .93～
0 .97） と 大き な 差 が な か った 。 2017
年と 2020 年 の 変 動 係 数 の比 は 0 .96～
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1 .17 で あ り 、 2014 年と 2017 年 の そ れ

（ 1 .02～ 1 .03） と 比 べ て やや 大 き か っ

た 。 2017 年と 2020 年 の 外来 患 者 延 べ

数 の 相 関 係 数 は 0 .69～ 0 .80 で あ り 、

2014 年と 2017 年 の そ れ （ 0 .77～
0 .84） と 大 き な 差 が な か った 。  
 
D．考察  

インフルエンザ、小児科、眼科、性感染

症の定点種別の各層において、2017～2020
年の医療施設数の変化としては、小児科や

産婦人科の減少などであり、2014～2017
年の変化と同様であった。この変化は長期

的な推移傾向に沿ったものであり、

COVID-19 による影響が大きくないと考え

られた。したがって、感染症発生動向調査

システムにおいて、従来と同様に、罹患数

推計の母数を 2017 年から 2020 年の医療施

設数へ変更することが適切と考えられる。  
施設あたり外来患者延べ数において、

2017～ 2020 年 の 変 化は 2014～ 2017
年 の そ れ と 比 べ て 、 小児科の各層ではか

な り 大 き い 低 下 で あ り 、 一方 、 小 児 科

以 外 の 各 層 で は や や 低 下 であ っ た も の

の 、 大 き な 差 で な か っ た 。 こ の 外 来 患

者 延 べ 数 は 医 療 施 設 調 査 によ る 各 年 の

9 月 1 か 月 の も の で あ る 。 2020 年 9 月

の 時 点 で は 、 C OVID-19 は ほ と んど 流

行 し て い な か っ た が 、 COV ID-19 の 影

響 と し て 、 医 療 施 設 の 受 診減 少 が 生 じ

て い た こ と 、 と く に 小 児 の受 診 減 少 が

大 き か っ た こ と が 指 摘 さ れて い る 。 外

来 患 者 延 べ 数 の 2017～ 2020 年 の 変 化

は 、 こ の 指 摘 に お お よ そ 対応 し て お

り 、 COVID-19 の 影 響 が 大き い と 考 え

ら れ る 。  
イ ン フ ル エ ン ザ 定 点 の 対 象医 療 施 設

に お け る 2014・ 2017・ 2020 年 の 外 来

患 者 延 べ 数 の 施 設 単 位 の 年次 変 化 と し

て 、 2017～ 2020 年 の 継 続医 療 施 設 に

お け る の 施 設 あ た り 外 来 患者 延 べ 数 を

み る と 、 全 医 療 施 設 と 同 様に 小 児 科 で

2017～ 2020 年 で 大 き く 低下 し て い た

が 、 一 方 、 2017 年 と 2020 年 の 外 来 患

者 延 べ 数 の 相 関 係 数 は 、 2014～ 2017
年 の 継 続 医 療 施 設 で の 相 関係 数 と ほ ぼ

同 程 度 に 高 か っ た 。 こ れ より 、 小 児 科

の 各 層 で は 、 外 来 患 者 延 べ数 は 2017
～ 2020 年 に 2014～ 2017 年 と 比べ て 大

き く 低下 し た が 、 こ の 低 下は 比 較 的 医

療 施 設全 体 に 渡 る も の で あり 、 医 療 施

設 間 の相 対 的 な 外 来 患 者 延べ 数 に は 年

次 間 でそ れ ほ ど 大 き な 変 化が な か っ た

と 考 えら れ る 。 ま た 、 小 児科 以 外 で

は 、 外来 患 者 延 べ 数 は 2017～ 2020 年

と 2014～ 2017 年の 変 化 に大 き な 違 い

が な かっ た と 考 え ら れ る 。  
罹患数推計において、外来患者延べ数

は、層ごとの各定点の報告患者数の相対的

な重みとなる補助変量であることから、補

助変量としての適切性に対して、層間の医

療施設の患者数の違い、層内の医療施設の

患者数の全体的レベルは関係せず、また、

2017～2020 年の外来患者延べ数の変化が

大きな悪影響とならないと考えられた。外

来患者延べ数の補助変量としての適切性に

ついては、層内の医療施設における外来患

者延べ数と今後の推計対象患者数の間での

相関係数の大きさが関係する。各層におけ

る 2017 年と 2020 年の外来患者延べ数の相

関係数が 2014 年と 2017 年のそれとほぼ同

程度に高かったことから、各年の外来患者

延べ数には、補助変量としての適切性に大

きな違いがないと考えることができる。一

方、たとえば、今後、COVID-19 の流行に

よって、インフルエンザ患者数の医療施設

分布が大きく変わって、それと外来患者延

べ数との相関係数が低下すると、外来患者

延べ数の補助変量としての適切性が低下す

ることになる。極端な場合には、罹患数推

計において、外来患者延べ数を補助変量に

利用しない方がよいかもしれないが、おそ

らく、いずれの年次の外来患者延べ数でも

大きな違いがないであろう。したがって、

今後の COVID-19 の流行状況によるが、感

染症発生動向調査システムにおいて、従来

と同様に、罹患数推計の補助変量を 2017
年から 2020 年の外来患者延べ数へ変更す

ることが適切であろう。  
 
E．結論  
 感 染症 発 生 動 向 調 査 に おけ る イ ン フ

ル エ ンザ 、 小 児 科 、 眼 科 、性 感 染 症 の

定 点 種別 ご と に 、 都 道 府 県別 、 2020
年 の 医療 施 設 数 と 外 来 患 者延 べ 数 を 示

し た 。 2017 年 と 2020 年 の 医 療 施設 数

の 変 化と し て は 、 2014 年 と 2017 年の

変 化 と同 様 に 小 児 科 と 産 婦人 科 で 減 少
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傾 向 で あ っ た 。 2017 年と 2020 年 の 施

設 あ た り 外 来 患 者 延 べ 数 の変 化 と し て

は 、 2014 年と 2017 年 の 変化 と 比 べ

て 、 小 児 科 で の 低 下 が 大 きく 、

COVID-19 によ る 影 響 が 大き い と 考 え

ら れ た 。 イ ン フ ル エ ン ザ の対 象 医 療 施

設 に お い て 、 2017 年と 2020 年 の 継 続

医 療 施 設 で は 、 両 年 の 施 設あ た り 外 来

患 者 延 べ 数 の 変 化 は 全 医 療施 設 の 変 化

と 同 様 に 小 児 科 で の 低 下 が大 き か っ た

が 、 両 年 の 外 来 患 者 延 べ 数の 相 関 係 数

は 、 2014 年と 2017 年 の 継続 医 療 施 設

で の 相 関 係 数 と ほ ぼ 同 程 度に 高 か っ

た 。 外 来 患 者 延 べ 数 は 、 罹患 数 の 推 計

で は 、 層 ご と の 医 療 施 設 の報 告 患 者 数

の 相 対 的 な 重 み と な る 補 助変 量 で あ る

こ と か ら 、 そ の 補 助 変 量 とし て の 適 切

性 に 対 し て 、 2017～ 2020 年 の 変化 が

大 き な 悪 影 響 と な ら な い と考 え ら れ

た 。 以 上 よ り 、 感 染 症 発 生動 向 調 査 シ

ス テ ム に お い て 、 従 来 と 同様 に 、 罹 患

数 推 計の 母 数 を 2017 年 から 2020 年 の

医 療 施設 数 へ 変 更 し 、 ま た、 今 後 の

COVID-19 の流 行 状 況 に よる が 、 罹 患

数 推 計の 補 助 変 量 を 2017 年 か ら 2020
年 の 外来 患 者 延 べ 数 へ 変 更す る 方 が 適

切 で あろ う 。  
 
G．研究発表  
1．論文発表  
 なし  
2．学会発表  
 な し  
 
H．知的財産権の出願・登録状況  
1．特許取得  
 な し  
2．実用新案登録  
 な し  
3．その他  
 な し  
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表 1. インフルエンザ、小児科、眼科、性感染症の定点種別ごと、  
都道府県別の 2020 年の医療施設数  

 
  

①病院の
小児科

②小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児

科）

③小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児
科以外）

④病院の
内科

⑤内科を
有する一
般診療所
（小児科
を有しな

い）

①病院の
眼科

②眼科を
有する一
般診療所

①病院の
産婦人科
系（産婦
人科、産
科、婦人

科）

②一般診
療所の産
婦人科系
（産婦人
科、産

科、婦人
科）

③病院の
泌尿器科

④泌尿器
科を有す
る一般診

療所

1 北海道 116 191 269 437 1215 110 230 86 114 117 94
2 青森 29 39 116 82 310 26 55 21 37 24 47
3 岩手 34 46 47 80 403 32 60 23 39 28 37
4 宮城 38 79 176 107 620 37 120 30 71 39 55
5 秋田 23 40 79 49 371 26 51 20 35 28 24
6 山形 22 51 62 51 409 24 55 28 32 22 38
7 福島 30 73 194 111 555 40 90 33 58 49 49
8 茨城 58 92 279 149 741 53 131 39 70 72 72
9 栃木 30 74 265 86 547 25 83 19 67 44 63
10 群馬 35 100 219 108 653 36 104 28 68 45 60
11 埼玉 100 262 633 285 1535 79 387 68 172 122 147
12 千葉 94 205 484 239 1292 90 337 75 164 128 152
13 東京 148 782 1448 530 4876 169 1115 149 690 228 415
14 神奈川 94 437 569 281 2375 114 531 96 318 141 183
15 新潟 46 92 152 111 690 50 114 42 78 48 28
16 富山 27 45 68 90 330 29 59 25 24 26 18
17 石川 30 51 62 74 360 30 62 27 41 33 21
18 福井 25 36 100 58 203 28 44 17 27 30 14
19 山梨 22 39 95 46 253 22 50 18 30 19 19
20 長野 63 69 237 104 580 51 96 48 60 58 39
21 岐阜 38 108 405 78 497 34 128 36 69 40 58
22 静岡 53 152 273 139 1032 54 198 49 116 64 116
23 愛知 102 430 1215 269 1676 106 484 78 239 100 209
24 三重 35 71 166 78 604 34 105 27 51 37 32
25 滋賀 29 73 166 49 423 27 77 21 48 33 23
26 京都 56 130 235 150 941 61 172 45 85 80 64
27 大阪 122 423 737 439 3391 138 679 105 351 181 283
28 兵庫 76 326 403 293 1857 98 415 74 185 107 147
29 奈良 23 45 127 69 397 26 77 18 37 33 36
30 和歌山 23 62 142 70 467 24 70 16 44 29 35
31 鳥取 18 36 80 35 197 16 31 13 22 14 16
32 島根 24 31 111 40 303 21 47 21 26 21 16
33 岡山 43 72 276 133 604 56 120 39 56 59 52
34 広島 50 114 195 192 1042 55 170 43 78 65 66
35 山口 31 73 99 119 536 33 78 26 40 40 38
36 徳島 27 34 144 98 289 18 42 15 32 22 27
37 香川 25 40 66 74 327 26 60 22 25 36 41
38 愛媛 26 66 72 118 480 32 78 23 37 39 38
39 高知 25 23 46 106 238 29 32 15 16 31 12
40 福岡 78 271 382 384 1792 76 337 61 193 95 123
41 佐賀 18 43 94 81 260 17 45 9 33 17 17
42 長崎 33 68 107 120 524 25 92 22 55 40 38
43 熊本 41 77 167 158 638 27 97 22 58 41 52
44 大分 23 53 70 112 399 12 60 14 35 28 24
45 宮崎 21 54 54 107 359 18 60 15 42 24 30
46 鹿児島 37 62 138 182 589 35 79 32 50 38 43
47 沖縄 29 68 96 76 305 22 83 21 40 31 22

全国 2170 5808 11620 6847 38485 2191 7690 1774 4258 2646 3233

眼科 性感染症小児科 内科

都道府県
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表 2. インフルエンザ、小児科、眼科、性感染症の定点種別ごと、  
都道府県別の 2020 年の外来患者延べ数  

 
  

①病院の
小児科

②小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児

科）

③小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児
科以外）

④病院の
内科

⑤内科を
有する一
般診療所
（小児科
を有しな

い）

①病院の
眼科

②眼科を
有する一
般診療所

①病院の
産婦人科
系（産婦
人科、産
科、婦人

科）

②一般診
療所の産
婦人科系
（産婦人
科、産

科、婦人
科）

③病院の
泌尿器科

④泌尿器
科を有す
る一般診

療所

1 北海道 52545 142106 220053 429891 1034636 77163 277160 81734 150066 89975 113753
2 青森 11384 43877 149108 95080 368160 11034 103978 14004 85547 30517 66289
3 岩手 12281 36930 48560 59513 403278 15823 88882 14686 44845 26990 57492
4 宮城 14414 68914 186676 154947 636841 23667 183743 22237 119897 31281 78589
5 秋田 10634 33230 69274 51444 348741 13918 112316 13294 71915 29172 24265
6 山形 8491 40993 63475 75069 405766 13480 83090 15735 47215 16631 39330
7 福島 11554 65571 235707 124983 507834 21211 135315 18215 91409 29420 50887
8 茨城 26629 84086 356121 186333 714289 37264 189017 36686 103903 29168 106804
9 栃木 19149 67856 256062 135800 506336 25327 116061 20546 73642 22607 67195
10 群馬 15410 74834 184107 134315 553344 16860 140685 25273 73934 27506 83980
11 埼玉 59797 224771 658004 401826 1640384 60689 561358 86459 232796 74040 236799
12 千葉 42881 151657 538916 386967 1234266 63024 427479 69338 245236 75194 203122
13 東京 105501 564831 1142927 798208 3557658 168640 1027768 187809 773342 147775 444739
14 神奈川 51009 294093 557754 339246 1995455 89495 611860 97972 405967 84735 220273
15 新潟 23603 76905 136641 203349 695032 26400 148791 29864 144406 27793 32851
16 富山 11041 29311 55502 105282 307957 21115 66649 13485 43247 17926 21347
17 石川 9434 35224 55869 104343 263507 16861 66535 13262 58146 18188 16142
18 福井 12234 26494 99401 79067 152458 12637 61131 10420 45715 14090 15104
19 山梨 8282 23185 80018 59814 175909 11833 51760 11751 21895 10766 27664
20 長野 28060 44429 194797 180669 405293 27733 126563 32117 64127 23830 35840
21 岐阜 17930 80358 383602 128814 477123 21045 167887 23913 99086 23862 83954
22 静岡 29953 126951 265474 126487 937067 34735 253882 35798 117055 38523 144268
23 愛知 53721 421572 1230298 330848 1505262 90785 620728 80947 308260 78660 265969
24 三重 10148 57862 147482 100012 491037 17785 143634 23237 64452 19906 33647
25 滋賀 12974 54998 129713 59158 301537 16427 87123 14713 51616 18942 24734
26 京都 24571 71842 155770 156934 581566 39251 152540 41865 74662 52591 71456
27 大阪 71534 282495 581639 459902 2457564 105248 640124 110547 365212 113567 275002
28 兵庫 33247 209777 301247 330217 1361658 76520 408586 59445 167248 55684 136151
29 奈良 10488 25150 86516 109917 268988 15070 74106 13022 31997 24056 32150
30 和歌山 8607 38250 96739 53317 351130 15951 66551 10601 35067 12031 31053
31 鳥取 6330 24411 59633 36359 160155 6943 34745 6780 38528 9404 21441
32 島根 6201 27650 89820 37942 237677 8586 61876 9687 28497 13912 19783
33 岡山 20946 60785 274889 187777 444232 22640 158956 24268 83177 22510 53383
34 広島 24110 79487 177963 201046 848159 24471 180784 29576 85571 29098 67124
35 山口 10709 58594 78019 90673 414913 14263 100969 19240 34439 28483 49372
36 徳島 6776 29174 118480 86755 196810 5207 56735 8646 21603 18277 19144
37 香川 13748 37002 64680 83111 271883 17760 63652 18162 30068 20184 57511
38 愛媛 16190 53642 49516 127806 354462 21214 89903 14615 32326 28824 51688
39 高知 10628 14902 40525 102644 167928 14080 36826 9712 14369 13934 10393
40 福岡 33809 209919 332736 294262 1411130 52453 356388 45606 240906 51667 133202
41 佐賀 6929 31722 82849 65233 226300 6133 60853 5455 32651 9415 31130
42 長崎 12271 50675 67383 106136 381270 11146 110285 12458 40056 14796 40400
43 熊本 14959 65540 168215 112255 556314 15977 132497 22093 59599 20457 66327
44 大分 10417 43883 53826 108333 309036 6031 70906 7127 34347 14608 23738
45 宮崎 7955 40323 56059 88159 372488 18716 74960 11048 66732 12589 45916
46 鹿児島 14109 52985 128698 139658 485517 16839 115340 17110 43204 20078 42172
47 沖縄 15758 55756 104185 88893 244945 6803 98149 22495 81376 14310 16737

全国 1039351 4435002 10614928 7918794 31723295 1456253 8999126 1513053 5179354 1607972 3790310

性感染症小児科 内科 眼科

都道府県



53 
 

表 3 .  イ ン フル エ ン ザ 、 小児 科 、 眼 科 、 性 感 染症 の 定 点 種 別 ご と 、  
2014・ 2017・ 2020 年 の 医療 施 設 数 と 施 設 あ たり 外 来 患 者 延 べ 数  

 
 

  

①病院の
小児科

②小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児

科）

③小児科
を有する
一般診療
所（主た
る診療科
目が小児
科以外）

④病院の
内科

⑤内科を
有する一
般診療所
（小児科
を有しな

い）

①病院の
眼科

②眼科を
有する一
般診療所

①病院の
産婦人科
系（産婦
人科、産
科、婦人

科）

②一般診
療所の産
婦人科系
（産婦人
科、産

科、婦人
科）

③病院の
泌尿器科

④泌尿器
科を有す
る一般診

療所

2014 2328 5840 13616 7025 37654 2279 7698 1861 4622 2619 3253

2017 2281 5771 12479 6972 38273 2248 7687 1835 4423 2634 3236

(0.98) (0.99) (0.92) (0.99) (1.02) (0.99) (1.00) (0.99) (0.96) (1.01) (0.99)

2020 2170 5808 11620 6847 38485 2191 7690 1774 4258 2646 3233

(0.95) (1.01) (0.93) (0.98) (1.01) (0.97) (1.00) (0.97) (0.96) (1.00) (1.00)

2014 667.4 1068.4 1059.3 1332.9 904.8 760.4 1270.6 944.3 1187.1 659.2 1243.2

2017 669.2 1076.2 1041.1 1241.1 884.5 731.1 1256.9 914.2 1233.0 638.7 1207.9

(1.00) (1.01) (0.98) (0.93) (0.98) (0.96) (0.99) (0.97) (1.04) (0.97) (0.97)

2020 479.0 763.6 913.5 1156.5 824.3 664.7 1170.2 852.9 1216.4 607.7 1172.4

(0.72) (0.71) (0.88) (0.93) (0.93) (0.91) (0.93) (0.93) (0.99) (0.95) (0.97)

（　）は前の年次に対する比。

眼科 性感染症

医療
施設
数

施設
あた
り外
来患
者延
べ数

年次

小児科 内科
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表 4 .  イ ン フル エ ン ザ 定 点の 対 象 医 療 施 設 に おけ る  
2014・ 2017・ 2020 年 の 外来 患 者 延 べ 数 の 施 設単 位 の 年 次 変 化  

 
 

  

①病院の小児科

②小児科を有す
る一般診療所

（主たる診療科
目が小児科）

③小児科を有す
る一般診療所

（主たる診療科
目が小児科以

外）

④病院の内科

⑤内科を有する
一般診療所

（小児科を有し
ない）

2014年と2017年の継続医療施設

施設数 2,096 4,857 10,560 6,575 30,186

平均値：人 695.6 1113.1 1116.3 1351.6 968.6

標準偏差：人 721.6 716.9 1279.0 1784.6 1191.8

変動係数：％ 103.7 64.4 114.6 132.0 123.1

平均値：人 681.2 1083.5 1050.4 1256.5 935.3

(0.98) (0.97) (0.94) (0.93) (0.97)

標準偏差：人 714.2 701.0 1247.7 1688.1 1188.2

(0.99) (0.98) (0.98) (0.95) (1.00)

変動係数：％ 104.8 64.7 118.8 134.3 127.0

(1.01) (1.00) (1.04) (1.02) (1.03)

両年の外来患者延べ数の相関係数 0.95 0.86 0.95 0.77 0.84

2017年と2020年の継続医療施設

施設数 2,029 4,811 9,682 6,515 30,661

平均値：人 702.5 1123.5 1085.7 1267.9 934.9

標準偏差：人 727.1 708.3 1233.3 1691.2 1118.0

変動係数：％ 103.5 63.0 113.6 133.4 119.6

平均値：人 490.4 754.1 932.6 1170.0 860.4

(0.70) (0.67) (0.86) (0.92) (0.92)

標準偏差：人 560.2 562.4 1102.8 1832.9 987.4

(0.77) (0.79) (0.89) (1.08) (0.88)

変動係数：％ 114.2 74.6 118.3 156.7 114.8

(1.10) (1.18) (1.04) (1.17) (0.96)

両年の外来患者延べ数の相関係数 0.92 0.82 0.94 0.69 0.80

「③小児科を有する一般診療所（主たる診療科目が小児科以外）」の2017年において、外来患者延べ数が外れ値
（9万人以上）の1つの医療施設を除いた。

2014年の
外来患者延べ数

2017年の
外来患者延べ数

小児科 内科

2017年の
外来患者延べ数

2020年の
外来患者延べ数
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）  

分担研究報告書 

 

今後の新興感染症の発生時に備えたサーベイランス戦略と枠組みの開発 

疫学的・統計学的なサ－ベイランスの評価と改善グル－プ 

 

インフルエンザ病原体情報の検体数の解析  

 

研究協力者 村上 義孝 東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野 教授 

 川戸 美由紀 藤田医科大学医学部衛生学 講師  
 太田 晶子 埼玉医科大学医学部社会医学 准教授 

 三重野 牧子  自治医科大学情報センター医学情報学  准教授

 谷口 清州  国立病院機構三重病院 院長  
 有馬 雄三  国立感染症研究所感染症疫学センター 室長  
 橋本 修二  藤田医科大学 名誉教授  
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研究要旨 

2010 年第 36 週からの 10 年間の病原体情報を用いて、インフルエンザ検体数、

および報告数の中で検体数の占める割合について年次推移を検討した。流行シー

ズン(当該年第 36 週-翌年第 35 週)別に検討し、感染症法改正前後の変化をみるた

め改正前の 2012-16 年シーズンと改正後の 2016-20 年の比較も行った。流行期を

第 48 週から翌年第 15 週、流行前期を第 40-47 週、非流行期を第 16-39 週と決

め、さらに流行前期を流行期一か月前（第 44-47 週）、二か月前（第 40-43 週）

と分け、検討した。結果として、検体数の年次推移では、感染症法改正後に検体

数の増加がみられ、その増加傾向は特に 40-43 週や 44-47 週など流行前期、16-39

週の非流行期で顕著であった。インフルエンザの検体数/報告数は流行期では 0.5%

前後、流行前期は 44-47 週で 1.39-3.71%の範囲、40-43 週で 1.59-7.58％の範囲、

非流行期は 0.56-1.54%の範囲であった。 

 

A．研究目的 

2010 年 第 36 週 か ら 2021 年 第 35 週

ま で の 10 年間 の 病 原 体 情報 を 用 い

て 、 イ ン フ ル エ ン ザ 検 体 数、 お よ び 報

告 数 に 検 体 数 が 占 め る 割 合に つ い て 、

年 次 推 移 を 検 討 し た 。  

 

B．研究方法 

使 用 デ ー タ は 病 原 体 サ ー ベイ ラ ン ス

の 病 原 体 情 報 の 中 の イ ン フル エ ン ザ 型

別 の 週 別 検 体 数 で あ る 。 週別 の イ ン フ

ル エ ン ザ ウ ィ ル ス の 型 別 割合 （ ％ ）

を 、 病 原 体 情 報 か ら 抽 出 した イ ン フ ル

エ ン ザ ウ ィ ル ス 分 離 数 ・ 検出 数 か ら 算

定 し た 。 検 討 し た 期 間は 2010 年第 36

週 か ら 2020 年 第 15 週 ま での 10 年 間

と し た 。 な お 2020 年第 16 週 以降 の 期

間 (2021 年 第 35 週 ま で )は 新 型コ ロ ナ

ウ イ ルス 感 染 症 流 行 の 影 響等 に よ り 、

イ ン フル エ ン ザ の 病 原 体 情報 が ご く 少

数 で あっ た た め 、 一 部 解 析で の み 検 討

し た 。  

解 析 方法 と し て 、 病 原 体 情報 報 告

数 、 その 中 の 検 体 数 と 割 合を 流 行 シ ー

ズ ン (当 該 年第 36 週 -翌 年 第 35 週 )別

に 集 計し た 。 ま た 感 染 症 法改 正 前 後 の

変 化 をみ る た め 改 正 前の 2012-16 年 シ

ー ズ ン (4 年 間 )と 改 正 後の 2016-20 年

(4 年 間 )の 比 較 を 実 施 し た。 流 行 期 ／

非 流 行期 に お け る 、 イ ン フル エ ン ザ 報

告 数 に占 め る 検 体 数 の 割 合 の 推 移 を 検

討 す るた め 、 流 行 期 を第 48 週 から 翌

年第 15 週 、流 行 前 期 を第 40-47 週 、

非 流 行期 を 第 16-39 週 と 操作 的 に 定 義

し 、 さら に 流 行 前 期 を 流 行期 の 一 か 月

前 （第 44-47 週 ） 、 二 か 月前 （ 第 40-
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43 週 ） の 2 期 に分 け て 分析 を 実 施 し

た 。 ま た 感 染 症 法 改 正 前 後で の 変 化 を

検 討 し た 。  

 

 (倫理面への配慮） 

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り 扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。本 研 究 は

「 人 を 対 象 と す る 生 命 科 学・ 医 学 系 研

究 に 関 す る 倫 理 指 針 」 の 適用 範 囲 で は

な い が 、 資 料 の 利 用 や 管 理な ど 、 そ の

倫 理 指 針 の 原 則 を 遵 守 し た。  

 

C．研究結果  
表 1 に流 行 ・ 非 流 行 週 別 にみ た イ ン

フ ル エ ン ザ の 検 体 数 ・ 報 告数 の 流 行 シ

ー ズ ン 別 推 移 を 示 す 。 イ ンフ ル エ ン ザ

の 検 体 数 は 2018 年 ま で 概ね 8,000-

10,000 検 体 の 間を 推 移 して い た が 、

2019 年 シ ー ズ ンで は 5,750 件 、 2020

年 シ ー ズ ン で は 6 件 と 新 型コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 流 行 以 降 の 検 体数 の 減 少 は

顕 著 で あ っ た 。 イ ン フ ル エン ザ の 報 告

数 も 2018 年ま で 概 ね 100-200 万 の 間

を 推 移 し て い た が 、 2019 年 で は 100 万

弱 、 2020 年 では 590 と 新 型コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 流 行 以 降 の 減 少は 顕 著 で あ

っ た 。  

検 体 数 の 年 次 変 化 に つ い てグ ラ フ で

ま と め た も の を 図 １ に 示 す。 全 体 の 傾

向 と し て 、 2015 年 流 行 シー ズ ン ま で は

6000-8000 検 体 を 推 移 し てい た が 、

2016 年 流 行 シ ーズ ン から 6000-9000 検

体 と 増 加 傾 向 を 示 し た 。 非流 行 期 に 限

定 し て み る と 、 2016 年 流 行シ ー ズ ン か

ら 増 加 傾 向 を 示 し 、 特に 40-43 週 や

44-47 週 な ど 流 行 前 期 、 16-39 週 の 非

流 行 期 で 顕 著 で あ っ た 。  

表 2 に流 行 ・ 非 流 行 週 別 にみ た イ ン

フ ル エ ン ザ の 報 告 数 に 占 める 検 体 数 の

割 合 （ 以 下 、 検 体 数 /報 告 数 ） を 流 行

シ ー ズ ン 別 に 示 す 。 ま た これ ら を グ ラ

フ 化 し た も の を図 2 に 示 す。 感 染 症 サ

ー ベ イ ラ ン ス 開 始 の 2010 年 と新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 流 行の 2020 年 シ

ー ズ ン を 除 け ば 、 イ ン フ ルエ ン ザ の 検

体 数 /報 告 数は 流 行 期 では 0.5%前 後、

流 行 前 期 は 44-47 週 で 1.39-3.71%の範

囲 、 40-43 週 で 1.59-7.58％ の 範囲 、

非 流 行期 は 0.56-1.54%の 範 囲 にあ り 、

割 合 は非 流 行 期 で は 増 加 傾向 、 流 行 前

期 で は減 少 傾 向 で あ っ た 。  

 

Ｄ．考察 

本 報 告で は 10 年 間 の 病 原体 情 報 を

用 い て、 イ ン フ ル エ ン ザ 検体 数 が 報 告

数 に 占め る 割 合 と そ の 年 次推 移 に つ い

て 検 討し た 。 そ の 結 果 、 イン フ ル エ ン

ザ の 検体 数 /報 告 数 は 非 流行 期 で だ い

たい 1%前 後 、 流行 前 期は 44-47 週 で は

1%超 、 40-43 週 で は そ れ より 大 き い 値

を 示 した 。 流 行 期 で は 報 告数 が 増 大 す

る ため 0.5%前 後で あ っ た。 2010 年か

ら の 経時 的 な 変 化 と し て 、 非 流 行 期 で

は 増 加傾 向 、 流 行 前 期 で は減 少 傾 向 を

示 し た。  

検 体 数の 年 次 推 移 を み る と、 ま ず 全

体 で は感 染 症 法 改 正 後 の 検体 数 の 増 加

が み られ る 。 ま た そ の 増 加傾 向 は 特 に

40-43 週や 44-47 週 な ど 流行 前 期 、 16-

39 週 の 非 流 行 期で 顕 著 であ っ た 。 感 染

症 法 改正 に よ る 病 原 体 サ ーベ イ ラ ン ス

の 強 化に よ り 、 非 流 行 期 にお け る 検 体

数 確 保が 図 ら れ た 影 響 が みら れ る 。 漸

増 的 な変 化 で な く 、 上 下 を繰 り 返 す グ

ラ フ とな っ て い る の は 、 各流 行 シ ー ズ

ン の 流行 規 模 を 反 映 し て いる も の と 思

わ れ る。  

病 原 体サ ー ベ イ ラ ン ス に おい て 、 検

体 数 は検 査 の キ ャ パ シ テ ィと の 関 係 で

増 加 に限 界 が あ る 一 方 、 報告 数 は 流 行

期 に 急上 昇 し や す い 。 こ のた め 検 体 数

/報 告 数 が 流行 期 に 小 さ くな る の は あ

る 意 味 当 然 で あ る 。 そ の 意味 で は 非 流

行 期 、流 行 前 期 で の 割 合 ・絶 対 数 を 、

検 体 数の 確 保 と い う 観 点 から 議 論 す べ

き で あ り 、 検 体 数 の 絶 対 数が 検 討 の 基

本 と なる 。 検 体 数 の 確 保 では 搬 送 の 問

題 や キャ パ シ テ ィ 、 予 算 の問 題 な ど が

あ る 。た だ 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症

流 行 と と も に キ ャ パ シ テ ィの 拡 充 が 図

ら れ たこ と も あ り 、 今 後 も病 原 体 サ ー

ベ イ ラン ス の 検 体 数 の 議 論 は 継 続 す る

必 要 があ る と 思 わ れ る 。  

 

Ｅ．結論 

2010 年 第 36 週 か ら の 10 年 間 の病 原

体 情 報を 用 い て 、 イ ン フ ルエ ン ザ 検 体
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数 、 お よ び 検 体 数 が 報 告 数に 占 め る 割

合 に つ い て 、 年 次 推 移 を 検討 し た 。 そ

の 結 果 、 検 体 数 の 年 次 推 移 で は 感 染 症

法 改 正 後 の 検 体 数 の 増 加 がみ ら れ 、 そ

の 増 加 傾 向 は 特に 40-43 週 や 44-47 週

な ど 流 行 前 期 、 16-39 週 の 非流 行 期 で

顕 著 で あ っ た 。  

 

Ｆ．健康危険情報 

なし。 
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１．論文発表 

なし。  
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感染症発生動向調査に基づく検討(第 3
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報の解析．第 81 回日本公衆衛生学会総会 

2022;397. 
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 なし。 

２．実用新案登録 
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表1 流行・非流行週別にみたインフルエンザの検体数・報告数の流行シーズン別推移  
 

注1：2016年4月：感染症法改正（感染症に対する情報収集体制が強化）  
注2：2020年1月から：新型コロナウイルス感染症流行ク  
注3：流行シーズンは当該年36週から次年35週までを範囲としている。  
 
 
表2 流行・非流行週別にみたインフルエンザの報告数に占める検体数の割合  
（流行シーズン別推移）  

 
 
注1：2012-16：感染症法改正前、2016-19：感染症法改正後を示す。  
注2：インフルエンザ流行週は48週から翌年15週までとした。  
 
  

流行シーズン
流行 非流行 全体 流行 非流行 全体

48週-15週 44-47週 40-43 週 16-39週 48週-15週 44-47週 40-43 週 16-39週
2010 10,512 419 230 769 11,930 1,221,502 6,006 2,274 121,205 1,350,987
2011 6,540 136 75 431 7,182 1,606,986 3,664 1,509 77,244 1,689,403
2012 5,807 63 34 599 6,503 1,098,480 2,689 1,309 79,246 1,181,724
2013 7,514 96 56 427 8,093 1,415,537 2,967 739 73,324 1,492,567
2014 5,501 247 43 344 6,135 1,376,125 8,348 1,202 45,478 1,431,153
2015 6,697 97 62 547 7,403 1,547,308 2,720 1,328 51,018 1,602,374
2016 7,651 538 209 921 9,319 1,427,949 22,809 6,496 77,981 1,535,235
2017 8,818 405 160 499 9,882 1,955,977 16,114 4,911 32,318 2,009,320
2018 7,054 197 94 731 8,076 1,500,247 7,217 3,408 58,882 1,569,754
2019 4,747 476 268 259 5,750 935,541 34,365 16,859 20,476 1,007,241
2020 4 1 1 0 6 380 121 73 16 590
再掲

2012-16 25,519 503 195 1,917 28,134 5,437,450 16,724 4,578 249,066 5,707,818
2016-19 28,270 1,616 731 2,410 33,027 5,819,714 80,505 31,674 189,657 6,121,550

報告数検体数
流行前流行前

流行シーズン
流行 非流行 全体

48週-15週 44-47週 40-43 週 16-39週
2010 0.86 6.98 10.11 0.63 0.88
2011 0.41 3.71 4.97 0.56 0.43
2012 0.53 2.34 2.60 0.76 0.55
2013 0.53 3.24 7.58 0.58 0.54
2014 0.40 2.96 3.58 0.76 0.43
2015 0.43 3.57 4.67 1.07 0.46
2016 0.54 2.36 3.22 1.18 0.61
2017 0.45 2.51 3.26 1.54 0.49
2018 0.47 2.73 2.76 1.24 0.51
2019 0.51 1.39 1.59 1.26 0.57
2020 1.05 0.83 1.37 0.00 1.02
再掲

2012-16 0.47 3.01 4.26 0.77 0.49
2016-19 0.49 2.01 2.31 1.27 0.54

割合（％）
流行前
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図1 各流行シーズンにおける検体数の推移  
（左：全体、右：インフルエンザ非流行週に限定）  
 
 

 
 
図2 各流行シーズンにおける報告数に占める検体数の割合の推移  
（左：全体、右：インフルエンザ非流行週に限定）  
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研究協力者 三重野 牧子 自治医科大学情報センター医学情報学 准教授 
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 永井 正規  埼玉医科大学 名誉教授  

 村上 義孝  東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野 教授 

 

研究要旨 

感 染 症 発 生 動 向 調 査 の 4 類感 染 症 と 5 類 感 染 症全 数 把 握 対 象 疾 患 につ い て 、

2021 年 の 報 告 状況 を 観 察し た 。 2021 年 の 報告 数 を み る と 、 新 型コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 流 行 前 直 近 で ある 2017～ 2019 年の 3 年 間 と 比 較 し て 、 4 類感 染 症 で は

A 型 肝 炎 や デ ン グ 熱 で 減 少傾 向 が み ら れ た 一 方で 、 日 本 紅 斑 熱 を はじ め と す る

6 疾 患 で 増 加 傾 向 が み ら れた 。 5 類 感 染 症 の 全数 把 握 対 象 疾 患 で は、 2020 年と

同 様 に 多 く の 疾 患 が 減 少 傾向 で あ っ た が 、 バ ンコ マ イ シ ン 耐 性 腸 球菌 感 染 症 と

梅 毒 で 増 加 傾 向 が み ら れ てい た 。  

 

A．研究目的 

感 染 症 発 生 動 向 調 査 の 4 類感 染 症 と

5 類 感 染 症 全 数 把 握 対 象 疾患 に お い

て 、 2021 年 の 報告 状 況 と年 次 推 移 お よ

び そ の 傾 向 を 観 察 し た 。  

 

B．研究方法 

報 告 デ ー タ の 整 理 と し て 、 4 類 感 染

症と 5 類 感 染 症 全 数 把 握 対象 疾 患 に つ

い て 、 2000～ 2020 年 デ ータ に 、 2021

年 デ ー タ を 追 加 し た 。 デ ータ の 内 容 は

昨 年 度 ま で の 検 討 と 同 様 に、 疾 患 、 報

告 都 道 府 県 、 報 告 年 週 、 性、 年 齢 な

ど 、 ご く 限 ら れ た 項 目 （ 個人 情 報 を 含

ま ず ） の み と し た 。  

2021 年 の 報 告 状況 の 観 察と し て 、 4

類 感 染 症 と 5 類 感 染 症 全 数把 握 対 象 疾

患 に お い て 、 同 年 の 報 告 数に つ い て 、

2017～ 2019 年 の報 告 数 と比 較 し た 。

2020 年 は 新 型 コロ ナ ウ イル ス 感 染 症 の

影 響 が 大 き く 、 比 較 対 象 とし て は 2020

年 を 含ま な い 流 行 前 直 近の 3 年 の 平 均

と し た。  

 

 (倫理面への配慮） 

本 研 究で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 する 問 題 は 生 じ な い 。 本 研 究 は

「 人 を対 象 と す る 生 命 科 学・ 医 学 系 研

究 に 関す る 倫 理 指 針 」 の 適用 範 囲 で は

な い が、 資 料 の 利 用 や 管 理な ど 、 そ の

倫 理 指針 の 原 則 を 遵 守 し た。  

 

C．研究結果 

4 類 感 染症 と 5 類 感 染 症 全 数 把 握 対

象 疾 患に つ い て 、 2000～ 2021 年 の デー

タ を 整理 し た 。  

表 1-1 に 、 4 類 感 染 症の 2008～ 2021

年 の 報告 数 の 推 移 を 示 す 。 4 類 感 染 症

44 疾 患 の 中 で 、 2008～ 2021 年 の 年 平

均 報 告数 を み る と 、 0.0 人 （報 告 な

し ）が 19 疾患 、 0.1～ 9.9 人が 13 疾
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患 、 10.0～ 99.9 人 が 6 疾患 、 100.0～

999.9 人が 5 疾 患 、 1000.0 人 以 上が 1

疾 患 で あ っ た 。 2017～ 2019 年 の 年 平均

報 告 数 が 5 以 上の 13 疾 患 の中 で 、

2021 年 の 報 告 数が 2017～ 2019 年 の そ

れの 0.5 倍 未 満は 2 疾 患 （デ ン グ 熱 、

A 型 肝 炎 ） 、 0.5～ 1.0 未 満 は 3 疾 患

（ マ ラ リ ア 、 オ ウ ム 病 、 レプ ト ス ピ ラ

症 ） 、 1.0～ 1.2 未 満は 2 疾 患 （ E 型 肝

炎 、 レ ジ オ ネ ラ 症 ） 、 1.2 以上 は 6 疾

患 （ 日 本 紅 斑 熱 、 回 帰 熱 、ラ イ ム 病 、

エ キ ノ コ ッ ク ス 症 、 つ つ が虫 病 、 重 症

熱 性 血 小 板 減 少 症 候 群 ） であ っ た 。 な

お 、 2017～ 2019 年 の 年 平均 の 報 告 数

は 、 流 行 年 （ A 型 肝 炎で 2018 年、 チ ク

ン グ ニ ア 熱 で 2019 年 ） を除 い て 算 定

し た 。  

表 1-2 に 、 5 類 感 染 症 全 数把 握 対 象

疾 患の 2008～ 2021 年 の 報告 数 の 推 移

を 示 す 。 5 類 感 染 症 全 数 把握 対 象 の 24

疾 患 の 中 で 、 2008～ 2021 年 の 年 平 均報

告 数 を み る と 、 0.0 人 （ 報告 な し ） が

1 疾 患 、 0.1～ 9.9 人 が 1 疾患 、 10.0～

99.9 人 が 6 疾 患、 100.0～ 999.9 人 が 9

疾 患 、 1000.0 人以 上が 7 疾 患 で あ っ

た 。 2017～ 2019 年 の 年 平均 報 告 数が 5

以 上 の 20 疾患 の 中 で 、 2021 年 の 報告

数が 2017～ 2019 年 の そ れの 0.5 倍 未

満は 8 疾 患 （ 風 し ん 、 麻 しん 、 侵 襲 性

髄 膜 炎 菌 感 染 症 、 薬 剤 耐 性ア シ ネ ト バ

ク タ ー 感 染 症 、 ク リ プ ト スポ リ ジ ウ ム

症 、 侵 襲 性 イ ン フ ル エ ン ザ菌 感 染 症 、

急 性 脳 炎 (ウエ ス ト ナ イ ル脳 炎 等 を 除

く )、 侵 襲 性肺 炎 球 菌 感 染症 ） 、 0.5～

1.0 未 満 は 9 疾 患 （ ジ ア ルジ ア 症 、 ア

メ ー バ 赤 痢 、 ウ イ ル ス 性 肝炎 (E 型 肝炎

及び A 型 肝 炎 を 除 く )、 水 痘 (入 院

例 )、 破 傷 風、 後 天 性 免 疫不 全 症 候

群 、 ク ロ イ ツ フ ェ ル ト ・ ヤコ ブ 病 、 劇

症 型 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 感 染症 、 カ ル バ

ペ ネ ム 耐 性 腸 内 細 菌 感 染 症） 、 1.0～

1.2 未 満 は 1 疾 患 （ 播 種 性ク リ プ ト コ

ッ ク ス 症 ） 、 1.2 以 上は 2 疾 患 （ バ ン

コ マ イ シ ン 耐 性 腸 球 菌 感 染症 、 梅 毒 ）

で あ っ た 。  

 

 

D．考察  
4 類 感 染 症 に お い て 、 2021 年 の 報 告

状 況 をみ る と 、 2017～ 2019 年 の 年 平均

報 告 数が 5 以 上の 13 疾 患 の中 で 、 報

告 数 が減 少 傾 向 に あ っ た のは 2 疾 患 、

増 加 傾向 は 6 疾 患 、 そ れ 以外 は 5 疾 患

で あ った 。 報 告 数 が 減 少 傾向 で あ っ た

デ ン グ熱 と A 型 肝 炎 は 2020 年 にみ ら

れ て いた 減 少 傾 向 が さ ら に増 し て い

た 。 デン グ 熱 は 輸 入 症 例 が多 く 、 A 型

肝 炎 は飲 食 店 を 介 し た 感 染や 海 外 渡 航

者 の 感染 が 多 い と さ れ る 。 2020 年 に引

き 続 いて 、 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症

対 策 によ る 出 入 国 者 の 減 少や 外 食 機 会

の 減 少、 医 療 機 関 の 受 診 機会 の 減 少 等

が 影 響し て い た 可 能 性 が ある 。 一 方

で 、 増加 傾 向 に あ っ た 6 疾患 は 新 型 コ

ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 に よ る様 々 な 影 響

を 直 接受 け な い 感 染 経 路 が主 で あ る と

思 わ れる が 、 い ず れ も 、 より 詳 細 な 分

析 が 必要 と 考 え ら れ る 。  

5 類 感 染症 の 全 数 把 握 対 象疾 患 に お

い て 、 2021 年 の報 告 状 況を み る と 、

2017～ 2019 年 の年 平 均 報告 数 が 5 以 上

の 20 疾 患 の中 で 、 報 告 数が 減 少 傾 向

は 8 疾患 、 増 加 傾 向 は 2 疾患 、 そ れ 以

外が 10 疾 患（ う ち 、 や や減 少 傾 向が 9

疾 患 ）で あ っ た 。 2020 年 と 同 様 に 、ほ

と ん どの 疾 患 で 減 少 傾 向 また は や や 減

少 傾 向が 観 察 さ れ 、 2020 年 よ り も 報告

数 の 少な い 疾 患 が 多 く み られ た 。 と く

に 、 麻し ん 、 風 し ん 、 侵 襲性 髄 膜 炎 菌

感 染 症 で 極 端 に 減 少 し て いた 。 い ず れ

も 、 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 症 の 予 防

対 策 に伴 う 感 染 機 会 の 減 少と 医 療 機 関

の 受 診の 低 下 が 関 係 し て いた と 考 え ら

れ た 。 一 方 、 2020 年 同 様に 増 加 傾 向 に

あ っ たバ ン コ マ イ シ ン 耐 性腸 球 菌 感 染

症 は 、年 間 を 通 し て 報 告 があ り 、 全 国

的 な 増加 が 懸 念 さ れ る 。 また 、 2021 年

に 増 加傾 向 が み ら れ た 梅 毒の 週 別 報 告

数 を 観察 す る と 、 2021 年 は 年 間 を 通し

て 増 加し て い く 傾 向 が み られ て お り 、

詳 細 な分 析 お よ び 対 策 が 必要 と 考 え ら

れ る 。  

 

E． 結 論  

感 染 症発 生 動 向 調 査 の 4 類感 染 症 と

5 類 感 染症 全 数 把 握 対 象 疾患 に つ い

て 、 2021 年 の 報告 状 況 を観 察 し た 。

2021 年 の 報 告 数を み る と、 新 型 コ ロ ナ
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ウ イ ル ス 感 染 症 流 行 前 直 近の 3 年 間

（ 2017～ 2019 年） と 比 較し て 、 4 類 感

染 症 で は デ ン グ 熱 と A 型肝 炎 で 減 少 傾

向 が み ら れ た 一 方 、 日 本 紅斑 熱 な ど の

6 疾 患 で 増 加 傾 向 が み ら れた 。 5 類 感

染 症 全 数 把 握 対 象 疾 患 では 2020 年 に

引 き 続 き 多 く の 疾 患 が 減 少傾 向 で あ っ

た 一 方 で 、 年 間 を 通 し て 梅毒 の 報 告 数

の 増 加 傾 向 が み ら れ て い た。  

 

 

G．研究発表 

1．論文発表  

 なし 

2．学会発表 

 な し  

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

 な し  

2．実用新案登録 

 な し  

3．その他 

 な し  
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表 1-1. 4 類感染症における 2008～2021 年の報告数の推移 

 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2008～21 2017～19

E型肝炎 43 56 66 61 120 127 154 212 356 305 446 493 454 460 239.5 414.7 1.11

A型肝炎
3) 169 115 347 176 158 128 433 244 272 285 926 425 120 71 276.4 355.0 0.20 a

エキノコックス症 23 26 18 19 17 20 28 25 27 30 19 28 26 35 24.4 25.7 1.36 b

オウム病 9 21 11 13 8 8 8 5 6 13 6 13 7 9 9.8 10.7 0.84

回帰熱 0 0 1 0 1 1 1 4 7 8 6 7 15 10 4.4 7.0 1.43 b

Q熱 3 2 2 1 1 6 1 0 0 0 3 2 0 1 1.6 1.7   #

狂犬病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.1 0.0 #

コクシジオイデス症 2 2 1 2 2 4 2 3 3 4 2 2 6 0 2.5 2.7 #
ジカウイルス感染症     -     -     -     -     -     -     -     - 12 5 0 3 1 0 3.5 2.7 #
重症熱性血小板減少症候群     -     -     -     -     - 48 61 60 60 90 77 101 78 110 76.1 89.3 1.23 b
ダニ媒介脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0.3 1.0 #

チクングニア熱
3)     -     -     - 10 10 14 16 17 14 5 4 49 3 0 12.9 4.5 #

つつが虫病 442 465 407 462 436 344 320 422 505 447 455 404 539 545 442.4 435.3 1.25 b

デング熱 104 93 245 112 221 250 341 293 342 245 201 461 45 8 211.5 302.3 0.03 a

日本紅斑熱 135 132 133 190 171 175 241 214 277 337 305 318 422 490 252.9 320.0 1.53 b

日本脳炎 3 3 4 9 2 9 2 2 11 3 0 9 5 3 4.6 4.0 #

Ｂウイルス病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0.1 0.7 #
ブルセラ症 4 2 2 2 0 2 10 5 2 2 3 2 2 1 2.8 2.3 #
ボツリヌス症 2 0 1 6 3 0 1 1 5 4 2 3 4 5 2.6 3.0 #

マラリア 56 56 76 78 73 48 60 41 54 61 50 57 21 30 54.4 56.0 0.54

野兎病 5 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0.6 0.0 #

ライム病 5 9 13 9 12 20 17 9 8 19 13 17 27 23 14.4 16.3 1.41 b

レジオネラ症 893 714 752 819 899 1125 1248 1593 1602 1733 2141 2316 2058 2132 1430.4 2063.3 1.03
レプトスピラ症 42 16 22 27 30 29 48 33 76 46 32 32 17 34 34.6 36.7 0.93

類鼻疽 0 0 4 3 0 4 0 1 0 1 2 2 1 0 1.3 1.7 #
1)
 4類感染症（44疾患）の中で、2008～2021年に報告なし（19疾患）を除く25疾患。

2)
 （2021年の報告数)／(2017～2019年の年平均の報告数）の比。「a」：比が0.5未満。「ｂ」：比が1.2以上。

3)
 2017～2019年の年平均の報告数は、流行年（A型肝炎で2018年、チクングニア熱で2019年）を除いて算定した。

「-」は指定なし、または、指定なしの期間を含む。「#」は2017～2019年の年平均の報告数が5人以上でない。

疾患
1)

年次別、報告数（人） 年平均の報告数（人） 2021年/2017

～19年の比
2)
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表 1-2. 5 類感染症全数把握対象疾患における 2008～2021 年の報告数の推移 

 
 
 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2008～21 2017～19

アメーバ赤痢 864 783 843 817 933 1047 1134 1109 1151 1090 842 853 614 537 901.2 928.3 0.58
ウイルス性肝炎(E型肝炎及びA型肝炎を除
く）

237 220 223 249 235 287 228 255 277 295 277 331 246 204 254.6 301.0 0.68

カルバペネム耐性腸内細菌感染症     -     -     -     -     -     - 314 1673 1573 1660 2289 2334 1956 2066 1733.1 2094.3 0.99
急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く）     -     -     -     -     -     -     -     -     -     - 141 78 34 25 69.5 - #
急性脳炎（ウエストナイル脳炎等を除く) 185 526 242 257 371 370 460 511 763 702 679 959 491 338 489.6 780.0 0.43 a
クリプトスポリジウム症 10 17 16 8 6 19 98 15 14 19 25 19 6 5 19.8 21.0 0.24 a
クロイツフェルト・ヤコブ病 151 143 172 136 186 207 180 192 176 200 221 193 157 181 178.2 204.7 0.88
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 113 105 123 199 241 210 279 434 497 590 693 926 762 646 415.6 736.3 0.88
後天性免疫不全症候群 1545 1452 1554 1533 1437 1587 1542 1432 1443 1395 1302 1233 1096 1054 1400.4 1310.0 0.80
ジアルジア症 77 73 77 68 72 82 68 81 71 60 68 53 28 34 65.1 60.3 0.56
侵襲性インフルエンザ菌感染症     -     -     -     -     - 108 200 252 312 372 488 543 253 194 302.4 467.7 0.41 a

侵襲性髄膜炎菌感染症
2) 10 10 7 12 15 25 37 34 43 25 37 48 14 1 22.7 36.7 0.03 a

侵襲性肺炎球菌感染症     -     -     -     -     - 1001 1825 2403 2735 3205 3328 3344 1655 1405 2322.3 3292.3 0.43 a
水痘（入院例）     -     -     -     -     -     - 143 318 318 312 466 492 362 301 339.0 423.3 0.71

先天性風しん症候群
4) 0 2 0 1 5 32 9 0 0 0 0 4 1 1 3.9 1.3 #

梅毒 829 696 622 829 892 1240 1688 2702 4571 5828 7005 6643 5872 7987 3386.0 6492.0 1.23 b

播種性クリプトコックス症     -     -     -     -     -     - 37 120 137 137 182 156 152 163 135.5 158.3 1.03

破傷風 122 113 106 118 118 128 126 120 129 125 134 126 105 93 118.8 128.3 0.72

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 80 116 120 72 91 55 57 66 63 83 80 80 136 124 87.4 81.0 1.53 b

百日咳     -     -     -     -     -     -     -     -     -     - 12115 16845 2945 752 8164.3 - #

風しん 303 148 90 374 2395 14363 320 163 126 91 2946 2305 102 12 1695.6 1780.7 0.01 a

麻しん 11014 737 455 441 285 229 462 35 165 187 279 746 12 6 1075.2 404.0 0.01 a

薬剤耐性アシネトバクター感染症     -     -     -     -     -     - 15 38 33 28 24 24 10 6 22.3 25.3 0.24 a
1)
 5類感染症全数把握対象疾患（24疾患）の中で、2008～2021年に報告なし（1疾患）を除く23疾患。

2)
 2008年～2013年3月31日まで「髄膜炎菌感染症」。

3)
 （2021年の報告数)／(2017～2019年の年平均の報告数）の比。「a」：比が0.5未満。「ｂ」：比が1.2以上。

「-」は指定なし、または、指定なしの期間を含む。「#」は2017～2019年の年平均の報告数が5人以上でない。

疾患
1)

年次別、報告数（人）
年平均の報告数

（人）
2021年

/2017～19

年の比
3)


